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お聴きき！　しづかにして

道路の向うで吠ほえてゐる

あれは犬の遠とお吠ぼえだよ。




のをあある　とをあある　やわあ







「犬は病やんでゐるの？　お母かあさん。」

「いいえ子供

犬は飢うゑてゐるのです。」







萩はぎ原わら朔さく太た郎ろう『遺い　伝でん』より















　　　プロローグ







　取り逃がした。と、彼は簡潔に報告した。

　深手は負わせた。放っておいても多分勝手に消滅してくれるだろう。だけど万が一ということもある。ここら一帯を捜索して、何か見つけたらすぐに連絡してほしい。

　落ち着いた声でそれだけ言うと、彼は通話を切った。

「万が一、か」

　独りごちてため息をつく。万が一だ。奴やつが生きのびて害をなす可能性はほとんどない。

　冷静に状況を判断してたどり着く答えなのに、その考えはどうしてもすわりが悪く、胸の中に落ち着いてくれなかった。

　彼は自分の両手を広げて、その手のひらを見下ろした。粘ねん着ちやく質しつで、嫌いやな感じのする〈モノ〉だった。仕とめたと思ったのに逃げられた。諦あきらめが悪くてしぶとい。だからもう安心だと思いきれないのだ。

　それでも、奴はもう自分の形をとどめておくことで精一杯なことは間違いない。遠くないうちにその力もつきて、消えてしまうだろう。まして、食事をする力など残っているはずがない。そんなことをしようとすれば逆に……。

　逆に？

　彼は苦く笑って首を振った。馬ば鹿かげた想像だ。

　風が彼の体を撫なでて過ぎた。これから本格的にやってくる夏に向けての予熱か、風はぬるま湯のような温度をはらんでいた。

　フェンスの側そばまで歩み寄り、眼下を見下ろした。子供の落書きのように、うねうねと何本も引かれている線路の上を電車があくせくと走っていく。駅舎から、デパートから、塾から、ファーストフード店から、人がバラバラと出てきては散り、また入ってゆく。駅前の健康的な喧けん噪そうが風に乗って、彼のいる高所まで微かすかに上ってきた。

　行き交う人々をぼんやり眺ながめながら、たくさん人がいるな、と彼は思った。思ったあとで、そうか今はまだ昼間なのだと気づく。もちろん、夜になったらなったで別の騒がしさに包まれるのだろうけれど、それにしても。

　逢おう魔まが時ときも待たずにうろつく〈モノ〉など、どだいまともじゃない。













　　　第一章　落下〈初夏〉







　本当なら、数秒間同じ空間を共有するだけの、名もない通りすがり同士で終わるはずだった。







　駐輪場のわずかに空いている隙すき間まに自転車をねじ込むと、矢や代しろ純じゆんは身を翻ひるがえして建物の裏手へ走った。五時二十八分。あと二分で授業が始まってしまう。あの講師、授業はそこそこ面白いのだが、休み時間のうちから教室でスタンバイしていてチャイムと同時に授業を始めるのだからかなわない。そのうえ、遅刻にはすこぶるうるさいのだ。

　その授業の教室は、細長い格好をした塾の、建て増し部分にあった。正面の入口から入ると、エレベーターを乗り継ぐか、階段を使うかしなければならないので時間がかかる。裏のエレベーターに乗った方が早い。

　裏口のガラス戸越しに、ちょうどエレベーターが一階に止まっているのが見えた。だが、すでに人は乗り込み終えている。

　行っちまうかな、と思ったが、エレベーターは純が駆け込んでくるまでドアを開けて待っていてくれた。

「どうも」

　ケージの中に滑り込み、操作パネルの前に立つ男に軽く会え釈しやくする。薄い縁なし眼鏡めがねをかけた、整った顔をした男だった。灰色のズボンに赤茶色のネクタイの制服を着ている。彼は少し微笑ほほえんで会釈を返した。

　乗客は他ほかに二人いた。私服でスポーツバッグを持った細い目の男と、紺こんのプリーツスカートにリボンもネクタイもないシンプルな制服の髪の長い女。彼女は風か邪ぜでもひいているのか、だるそうに壁によりかかって、何度か咳せきをした。

　滑なめらかとは言い難がたい様子でドアが閉まり、エレベーターが動きだす。純は手を伸ばして八階のボタンを押した。六階と七階のボタンはすでに押されていて、上三つの数字が薄ぼんやりと光る。不機嫌そうな低い稼か働どう音おんと、女の咳だけが狭い空間の中に響いていた。純は階数表示のランプを見上げた。ゆっくりと三が四になり、五に変わる。

　だが、六の数字を見ることはなかった。

　がこん、と何かに引っかかるような衝しよう撃げきがケージを揺らし、上昇が止まった。

「何？」

　風邪ひき女が、壁から背を離して身を乗り出した。

「止まったな」

　純じゆんは明らかな事実を口に出して言ってみる。

　縁なし眼鏡めがねは当惑顔で、非常呼び出しボタンを押した。反応はない。

「壊れてるのか？」

　細目男が言った。

「このボタン押すの初めてだからよくわからないけど。これって連打するの？」

「さあ」

　細目は肩をすくめる。縁なし眼鏡は首を傾かしげながら、ボタンを連打したり、押しっぱなしにしてみたりと色々試した末、ため息をついた。

「壊れてるのか、向こう側に誰だれもいないのか。とにかく役に立ちそうにはないね」

　正直、正面入口のものに比べると、このエレベーターはかなりみすぼらしい。デザインを工夫する気も快適さを追求する気もさらさらないらしく、壁は薄汚れて黄ばみ、一部分だけが妙にふくらんでいるし、天井には濁にごった光を投げる蛍光灯が一本と救出口があるきり。操作パネルは誰かがライターで焼いたのか、三階のボタンがぐにゃぐにゃになっていた。だがそれでも、エレベーターとしての最低限の職務を唐とう突とつに放ほう棄きされるとは、予想だにしなかった。

「あそこから出られんのかな」

　純は天井の救出口を見上げてつぶやいた。

「まさか。映画ではよくあるけど、実際は中から開いたりしないわよ」

　風か邪ぜひきが答えて、また少し咳せき込んだ。熱があるのか、くっきりとした目の縁が少し赤い。

「あんた具合悪いの？」

「たいしたことない」

　そう答える彼女の声は明らかにだるそうで、長く閉じ込められるようだとまずいな、と純は心中でつぶやいた。

　細目が、どさりとスポーツバッグを床に投げ出した。風邪ひきの方に視線をやる。

「座れよ」

　彼女はきょとんとして細目の顔を見返している。彼は指で床に置いたバッグを指し示した。

「つぶれるようなものは何も入ってないから」

　風邪ひきはちょっと迷うそぶりを見せ、おそるおそるといった様子でそっと腰を下ろす。それから思い出したように顔を上げて、ありがとうと言った。彼女は後頭部を壁につけて、エレベーターに閉じ込められるなんて初めてだわ、とつぶやいた。こんなことなら家で寝てればよかったと独りごちる。

　純も一つため息をついた。もう授業始まってるよなと、時間を見るためポケットから携帯電話を抜き出す。

「あ、携帯」

　縁なし眼鏡めがねが、純じゆんの手元を見て言った。純もようやく気づいた。

「ああ、そうだよな。別にエレベーターについてるインターホンにこだわる必要はねえんだよな。どこに電話すればいいかな。とりあえず塾の事務室？」

　早口で言いながら二つ折りの携帯電話を開き、電話帳のメモリを呼び出そうとボタンに指をかけて、純は動きを止めた。

　液晶画面を見つめて、眉まゆをひそめる。

「どうかした？」

　縁なし眼鏡が訊きいた。

　純は電源ボタンを押す。長く長く押す。だがいつまで待っても画面に明かりがともらない。カチカチカチ、と続けざまに押してみても、やはり反応はない。

　嫌いやな感じがした。

「電源が入らない」

　縁なし眼鏡の端正な顔が怪け訝げんそうに歪ゆがむ。すぐに自分の携帯電話を取り出した。あとの二人もそれにならう。三人の表情から、彼らの携帯電話の状況は察せられた。

　変だ。

「嫌だね。四人そろって充電し忘れか？」

　強こわばった空気が居心地悪くて、純はわざと笑いを含んだ声を出した。細目がこちらを見もせずに、「はっ」と吐き捨てるように笑った。

　純はむっとして細目を睨にらんだ。否定するにも仕方というものがある。初対面の人間の発言に対して、「はっ」はないだろう。

「じゃあ他ほかに考えられる原因はあるのか？」

「知るかよ」

「ちょっと、イライラしないでよ。ねえ、あの天井の救出口から出られないかな？」

　純は小さく舌打ちした。

「内側からは開かないって言ったのあんただろ」

「でもやってみたことはないもの。もしかしたらってことも……」

「じゃああんたやってみたら」

「イライラしないでってば！」

「その言葉そっくりそのまま……」

「静かに！」

　自然と声高になるやりとりを、縁なし眼鏡が片手を上げて鋭く制した。彼の視線は天井に固定されている。その様子に気け圧おされて、純は口をつぐんだ。騒がしい番組を流しているラジオを急に切ったかのように、ケージの中はふつりと静まりかえった。

　その静けさの中に、金属を叩たたくような、かこん、という音が降ってきた。そう、降ってきた。天井から。かこんかこんと、今度は連続で聞こえる。

　まるで、誰だれかがエレベーターのケージの上を歩いているみたいに。

　純じゆんは首が痛くなるほど真上を向いて、固まっていた。見ると、他ほかの三人も同じ体勢で硬直している。
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「は、は。今あの救出口から出たら、誰かとの運命の出会いが待ってるかもな」

　意識とは関係なく、強こわばった声の馬ば鹿か馬ば鹿かしい言葉が純の口からもれた。細目が苛いら立だった視線をよこすのが見える。

　突然、大きな音を立てて救出口の板が振動した。その音に全員がびくりと肩をすくめる。ドンドンドン、と、音は続けて鳴り響いた。救出口が震ふるえ、今にも壊れそうに見える。

「何、なんなのよ！」

　風か邪ぜひきが悲鳴のような声をあげた。純は激しく叩たたかれ続ける天井を凝ぎよう視ししたまま、一歩あとずさった。ドアが背に当たる。

　いる。間違いなく。この閉ざされた箱の上に何かがいる。

　頼りない電灯が明滅した。救出口を叩く音と呼応するかのように、明かりがついたり消えたりする。

　質しつの悪いホラー映画の一シーンみたいだ、と思うと、恐ろしさとは裏腹に笑いが込み上げてきた。笑みは引きつって、誰もそれを笑顔だとは認識してくれないだろうけど。

　明滅していた電灯が高い音を立てて割れた。上向いていた顔の上に破片が降ってくる。純じゆんはとっさに目を閉じて顔を背そむけた。その横顔をガラス片が叩たたく。エレベーターの中は一瞬にして闇やみに包まれていた。狭い箱の中なのに、その闇はどこまでもどこまでも広がっているような気がする。三人の荒い息づかいと、混乱してほとんど意味をなさない声をすぐ近くに感じる。

　純の手を誰だれかがつかんだ。びくりとして、思わず振り払いそうになったが、それが風か邪ぜひき女の手であることに気づいて、純は逆にすがりつくように握り返した。

　天井を叩く音はやまない。それどころか、一層激しくなっているように思える。

　純は後ろ手でドアを探り、拳こぶしでそれを叩いた。

「誰か！　開けてくれ、ここを開けてくれ！」

　その瞬間、天井から爆発音に似た音がした。見上げると、救出口に穴が開いていた。そこから微かすかな光が射さし込んだ。

　いや、光など本当はなかったのかもしれない。

　ただ、暗闇の中、開けられた穴から降ってくるものの姿が、確かに浮かび上がった。

　一見、裸ら体たいの女のように見えた。だが、四し肢しは四つ足で歩く動物のように曲がっていて、体の色は真っ白だった。少量の黒髪を生やした頭部に鼻らしきものはなく、切れ込みが三つ。一つはぴったりと閉じられていて、残り二つは薄く開き、黒くてらてらと光るものがのぞいている。多分、目。

　その異い形ぎようの姿は鮮明に目の奥に焼きついて離れなかったが、実際それが姿をさらしていたのはほんの一瞬だった。異形のものは空中でその姿を崩した。ぐにゃりと輪りん郭かくがぶれて、手足も目も髪もなくなった。ただ、その白さだけが残った。白い霧のような、だがもっと具体的で暴力的な無形の物体が純たちに襲おそいかかった。

　──喰くわれる。

　純の頭のどこかがそう考えた。

　つないだ手は、もぎ離されるようにして切れた。







　悪い夢を見ていたんだ。

　まず最初に、純はそう思った。

　純は床に座り込み、壁にもたれかかっていた。頭がひどくぼんやりしていて、一体自分がいつ意識を取り戻したのかもよくわからない。ただ、最後に見た異形のものの姿だけがはっきりと頭の中によみがえって、背せ筋すじに冷たいものが走った。

　悪い夢を見ていたんだ。でなけりゃ、エレベーターに閉じ込められたせいでパニックを起こしたとか。

　エレベーターの中は、薄ぼんやりした明かりに照らされていた。蛍光灯は割れてなどいないし、もちろん天井に穴など開いているわけがない。

「みんな……大丈夫か？」

　誰だれかが言った。声の感じからして、縁なし眼鏡めがねだ。純じゆんは彼の方に視線を向ける。縁なし眼鏡は眼鏡を片手で引き抜いて胸ポケットにしまった。

　細目はすでに立ち上がっていた。風か邪ぜひきは細目のバッグを枕まくらにして倒れている。

　純は彼女の肩を軽く揺すった。

「おい、起きろよ」

「起きてるわよ」

　彼女はそう言って身を起こした。どうやら目は開いていたらしい。純はそこでようやく、目の前がひどくぼやけていることに気づいた。

「なんか……目が見えづらい」

　目元を押さえて言うと、縁なし眼鏡（もう眼鏡は外してしまったが）が純の側そばに膝ひざをついて、肩に手を置いた。

「頭を打った？」

「わかんねえ」

「気持ちが悪いとかは？」

「いや別に」

「そうか……とにかく、早くここを出て病院に行った方がいいね」

　縁なし眼鏡の言葉に、風邪ひきが肩をすくめる。

「なんの病院よ」

「とりあえず彼は眼科。もしかしたら脳外科に回されるかもしれないけど。まああとは、行きたければ精神科へ相談しに行ってもいいんじゃない？」

　縁なし眼鏡は嫌いやみのないおどけた口調で言った。

「なあ、真ま面じ目めな話、医者に相談する類たぐいの事柄だと思うか？」

　細目がやや硬い声で言った。縁なし眼鏡の手が純の肩の上でぴくりと震ふるえた。

「……わからないよ。だけどその様子だと、おかしな体験をしておかしなものを見たのは、俺おれだけじゃないみたいだね」

「とにかく、一刻も早くここを出たいわ。これ以上ここにいたら本当に気が変になりそう」

「同感だ」

　細目が頷うなずいて、ドアに近づいた。拳こぶしでコンコンと叩たたきながら、階数表示のランプを見上げている。

「五階で止まってるんだろ。ドアさえ開けば外に出られるんじゃないか」

「だな」

　純は頷いて立ち上がった。踏ん張りがきくように腰を落として、純は左から、細目は右からそれぞれドアの縁に指先をかけ、引っ張る。

　破壊的な金属音がした。だが予想よりもずっと簡単にドアは開き、力を込めすぎた純じゆんは勢い余って一、二歩よろめいて、壁に背中を軽くぶつけた。その手ごたえのなさに首をひねり、純は自分の手を見下ろす。それからようやく開いたドアの外に目を移して、「げ」とつぶやいた。

　エレベーターは、五階を通り過ぎていた。だが六階にはまだ届かず、下三分の一に五階の乗り場ドアが見え、その上は五階の天井兼六階の床部分。上の方には、ほんのわずか六階の乗り場ドアがのぞいていた。細目はしゃがんで、今度は一人で五階の乗り場ドアをこじ開けた。

　純は細目の背後から五階フロアを見下ろした。床が遠い。少し身を乗り出すと、エレベーターの暗い縦穴が見える。

　細目は乗り場ドアに手をかけ、下をのぞき込んだ体勢のまま数秒間何かを考えていたが、突然ひらりと外に飛び出した。

「おい！」

　純は慌あわてて床に膝ひざをついて身を乗り出したが、五階天井とエレベーターの床の間から身を滑らせた細目は、少し膝を曲げただけで軽くフロアに着地した。

　一言声をかけてからやれ。心臓に悪い。

　純は憮ぶ然ぜんとして細目を睨にらむ。細目は何事もなかったかのような顔で、エレベーターに取り残された三人を見上げて言った。

「人を呼んできてやろうか？」

　純は口を引き結んで二人を振り返った。どうする？　と視線で問いかける。ここまできて救助を待つのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい気がしたし、細目男に助けていただくみたいで気に入らなかったのだが、二人に飛び降りる自信がないのなら一緒に残っていてもいいかなと思っていた。

「せっかくドアが開いたんだもの。出ましょ。どうせ救助が来るのもまた時間がかかるのよ」

　明るい風か邪ぜひきの声に、純は声を出さずに笑った。一つ頷うなずいて、先に降りようと身を乗り出す。その肘ひじを彼女がつかんだ。

「あ、でもあなた目大丈夫？」

「平気。あんたこそ具合は？」

「え？」

「風邪ひいてんだろ」

　純はそう言ったが、もう彼女は具合が悪そうには見えなかった。咳せきはいつの間にか止まっていて、声にも張りがある。彼女自身、自分が体調を崩していたことを今まで忘れていたようで、驚おどろいたように目を見開いた。

「ああ、もうすっかりいいみたい。変なことがありすぎて風邪も吹っ飛んだのかしら」

　風邪ひき（もう具合は悪くないそうだが）は、ちらりと歯を見せて笑った。純は少しだけ笑い返してから、外に飛び降りる。高さのわりに着地の衝しよう撃げきは少なかった。続いて縁なし眼鏡めがねも軽く降りる。

　純じゆんは最後に残った風か邪ぜひきに手を差し出したが、彼女は断って、スカートのすそを気にする余裕を見せながら飛び降りた。飛び降り方に、危なっかしいところは少しもなかった。だが、着地地点が後ろすぎた。着地後、何気なく引いた彼女の後ろ足が空くうを踏む。バランスが崩れた。普通ならばエレベーターの床がある場所は、今はぽっかりと黒い口を開けていた。「あ」という形に彼女の口が開いた。だが声は出てこなかった。

「あ、ぶねっ」

　黒い闇やみの中に吞のみ込まれそうになる彼女の背中を、純はとっさに腕を伸ばしてすくい取る。そのままフロアの方へ思いきり突き飛ばした。だがその反動で、今度は純が姿勢を崩す。

　焦あせったことと、目がかすんでいたことが災わざわいした。足場を踏み誤り、純はエレベーターの縦穴の中へ落下した。白い塾の中の景色が遠ざかる。四角く切り取られた日常が遠ざかり、驚きよう愕がくの表情を浮かべた三つの顔が遠ざかる。それはすぐに見えなくなって、ただ闇だけが純を包んだ。落ちる。

　死ぬ前の一瞬って長いんだっていうの、あれ本当だな。

　純は妙に冷えた頭で考えていた。

　こんなところで死ぬなら受験勉強なんかすることなかったな。まあ、まだたいして真ま面じ目めにやってはいなかったけど。とか、死んだあと、昔の日記や手紙を見られるのはきまり悪いな。などと考える一方、頭の半分では、自分の人生の中で起こった様々な出来事と、そこに登場する人々の顔がめぐっていた。これが思い出の走そう馬ま灯とうというやつかと思う。走馬灯って、あれだ。外側の布の枠わくの上を影絵がゆっくりと回る仕掛け灯どう籠ろう。初めて見たときは拍子抜けだったな。走馬灯ってのはもっと激しく駆け抜けるように回るものだと思ってた。あんなのんびり回ってたんじゃ、死ぬ前の時間がいくらあっても足り────







　暗いエレベーターのシャフトの中に、光が射さし込んだ。

　純は目を細め、光が降りそそいでくる方向に顔を向けた。人が立っていた。両手でドアをこじ開けた姿勢のまま、荒い呼吸を繰り返している。逆光で誰だれだか判別できない。

「お前……」

　声で、細目だとわかった。純はうつぶせのまま、ぼんやりとその黒い影を見上げていた。

「生きてんのか」

　生きてるよ。

　答えようとして、声が喉のどに詰まった。純は腕を立てて体を起こそうとする。体がきしむように痛んだ。痛みと一緒に記憶が戻る。

　シャフトの底に叩たたきつけられる直前、純はとっさに着地姿勢を取っていた。そうしようと思ったわけでは少しもない。体が勝手に動いていた。そして、純じゆんは着地した。もちろん落下の勢いは殺しきれず、そのまま転がり倒れたけれど、でも。

　純は起き上がった。体中が痛い。けれど、どこを怪け我がしているのかよくわからない。

「君、怪我は。今救急車を呼んでくるから……」

　顔を上げると、いつの間にかドアのところには三人そろっていた。縁なし眼鏡めがねの言葉に、純は慌あわてた。

「いや、いい。救急車なんかいらない。どこもたいした怪我なんか……」

　たいした怪我なんかしていないから。

　そう言うのが、ひどく恥ずかしいことに思えた。怪我をしていないはずがない。五階から落ちたんだ。普通なら死んでる。

　三人は何も言わなかった。純は黙って、三つの黒い影と向き合っていた。

　静かに、縁なし眼鏡がかがんで純に手を差し伸べた。純は無言で彼の手を借りてフロアに這はい上がる。

　風か邪ぜひきと目が合った。彼女は途方に暮れた顔をしていた。礼と謝罪を用意していたのに、不測の事態でその言葉を見失ってしまった、そんな顔。

「俺おれ、帰るわ」

　ぽつりと純は言った。誰だれも止めなかった。
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　右足はかなりひどく痛めているようで、自転車をこぐのは辛つらかった。なんとか家にたどり着くと、純の姿を見た母が小さな悲鳴をあげた。純はあらためて自分の姿を見直し納得する。白いシャツはあちこちが黒く汚れており、機械油のにおいが染しみついていた。むき出しの腕はすり傷だらけで血がにじんでいる。

　一体どうしたの。塾に行っていたのよね。などと、動転した声で問いつめてくる母に、説明する気力も言い訳する気力もなく、大丈夫だからと繰り返して純は洗面所にこもった。

　洗面所のドアにもたれかかって、目をつぶりまぶたの上を押さえる。目の前がぼやけることがかなり辛くなっていた。遠近感がつかみにくく、ぐにゃぐにゃした世界を歩いているような感じがする。目の負担のせいで頭も痛んだ。

　純は、まずコンタクトレンズを取ろうと洗面台に向かった。手を洗い、人差し指を右の眼球に滑らせてレンズをずらし、つまみ取る。その瞬間、ぎくりとした。

　純は顔を上げた。目の前には鏡がある。頰ほおを黒くすりむいた自分の姿が映っている。片手で左目を隠してみた。次に、右目を隠す。間違いない。

　目のかすみが、コンタクトレンズを取った右目だけ治っていた。純は指先につまんだコンタクトレンズに視線を落とす。二週間使い捨てのものだ。これはまだ開封して四日しか経たっていなかったが、純じゆんは少し考えて、そのコンタクトレンズをゴミ箱に捨てた。左目のものも取って捨てる。

　もう目の前は少しもぼやけてはいなかった。それどころか、ものの細部まではっきりと見えた。純は洗面所の窓を開けた。道路を隔へだてて斜はす向むかいのパン屋が見える。看板はもちろん、入口のガラス戸に貼はってある、『今月の十七、十八日は誠に勝手ながらお休みさせていただきます』の文字まではっきりと読み取れた。

　視力が回復している。

　ぞっとした。自分の体が知らぬ間に別の体とすりかえられている気がした。

　純は顔と腕を手荒く洗い、服を着がえると母をやりすごして自分の部屋に駆け上った。ベッドに座り込む。自分自身が気持ち悪かった。得体の知れないものに触さわるかのように、濡ぬれた自分の腕をそっとさする。血をにじませていたはずのすり傷はほとんど見あたらなかった。右足を見てみると、こちらはさすがに、足首が赤黒く腫はれあがっている。

　純はわずかに息を吐いた。ひどい怪け我がを見てほっとしなければならないなんて、どうかしてる。

「一体なんだってんだよ……」

　純は腕で顔を覆おおい、ベッドの上に仰あお向むけに倒れた。

　目をつぶると、エレベーターの中で見た、あの異い形ぎようのものの姿がよみがえる。表情のない能面のような顔と、女の胸部のようなものを持つ白い肢し体たい。それが形を崩して純を吞のみ込もうと襲おそいかかってくる。

「消えろ！」

　純は呻うめいて、拳こぶしでベッドを叩たたいた。一体なんなんだともう一度つぶやく。泣きそうな声になった。

　そういえばあのあと、縁なし眼鏡めがねが眼鏡を外したんだっけと、純はふと思い出した。もしかしたら彼の体にも、同じことが起きていたのだろうか。

　結局、あいつらの名前も連絡先も訊きかないまま、別れちまったな。

　理由は自覚している。怖かったからだ。こんなおかしなつながりは、跡形もなく消し去ってしまいたかったからだ。何も聞かず、何も話し合わず、もう二度と会わなければ、そしてあの不可思議な出来事を自分一人の胸に秘しておけば、すべてなかったことになるような気がしたからだ。







　いつの間にかうとうとしていたようで、純はメールの着信音で目を覚ました。寝ころがったまま手を伸ばし、携帯を引き寄せる。メールにはただ一言、『窓』とだけ書いてあった。

　純じゆんは起き上がり、南側の窓のカーテンを引いた。体を少し斜めにしなければ通り抜けられないほど間近に建つ隣家の窓から、伏ふし見み紗さ也やがひらひらと手を振っている。純は窓を開けた。

「ほんとだ。お化けに出くわしたみたいな顔してる」

　紗也は笑い声で言ったが、実際それは非常に的を射た発言だったので、純は思わず身を固くした。

「なんだよ」

「ん。帰ってきたとき、ちょうど家の前で小お母ばさんに会ったの。そうしたら『純がぼろぼろになって帰ってきたの。ひどい顔色してたし、もしかしたら悪漢どもに襲おそわれたんじゃないかしら』って、心配してたからさ」

　それにしても小母さん、悪漢どもって……他ほかに言い方なかったのかなあ、などと言いながら、紗也は笑った。だが、わざとそうやってまぜっかえしながらも、本気で心配していることが、その目からうかがえる。

　純は少し口元を緩ゆるめた。

　彼女は昔からそうだった。口で大丈夫？　大丈夫？　などと繰り返したりはしないが、心配な人がいると笑わせながら落ち着かせ、話を引き出す。紗也と男女としてつきあい始めて二年ほど経たつが、それ以前のほんの子供の頃ころから、彼女のその気質には幾度となく助けられてきた。

「大丈夫だよ。別に喧けん嘩かしたわけでもなければ、袋ふくろ叩だたきにされたわけでもない。人助け人助け。綺き麗れいな女の子が階段から落ちそうになったんで、助けようとしたら代わりに落ちたの」

「なにそれ。しまらないなあ。せっかくヒーローになれるチャンスだったのに、自分が落ちてどうするのよ」

　紗也は馬ば鹿かにするような口調を装よそおったが、その表情は目に見えてほっとしていた。

　純は笑って、窓から身を乗り出している紗也の方へ手を伸ばし、その頰ほおに触ふれた。指先にすべすべとした肌の感触が伝わる。卵の白身とマシュマロを足したような感触。うまそうだ。

「純？」

　紗也が、やや不安そうな声を出した。

「いや」

　純は軽く首を振って、手を引っ込めた。

「お前さ、何か変なもの見たことある？」

「変なもの？」

「幽ゆう霊れいとか化け物とか、そういった類たぐいのもの」

　紗也は目を見開いた。

「純、見たの？」

「まあ、多分……」

「どこで？」

「俺おれのことはいいよ。お前はあんの？」

　紗さ也やは首を横に振った。それから少し考え込むように目を伏せた。

「でも、見たっていう話は最近聞いたよ」

　紗也の声のトーンが落ちた。怪談を語るとき特有の、低くゆっくりとした口調で話し始める。

「ほら、駅の西口側に『カンシオン』って喫茶店あるじゃない。あの店の前でね、以前交通事故があったんだって。雨の日で、タイヤが滑ったらしくて、女の人がはねられて亡なくなった。それ以来、雨の日にそこを通るとね、女の人のすすり泣きが聞こえるんだって噂うわさが、前からあったの」

　この言い方からすると、噂を実体験した具体的な誰だれかがいるわけか。

　そう思っていると、案の定紗也は小学生の頃ころからの友人の名をあげた。

「裕ゆ美みが、部活で帰りが遅くなった日に、『カンシオン』の前を通りかかったんだって。雨が降っていたし、帰り道は暗いしで、裕美は急いで歩いていた。そうしたらその場所を通った瞬間、女の人がしくしく泣く声が聞こえた気がしたの。驚おどろいて周りを見ても誰もいない。気のせいかと思って歩き始めた。するとなんだか足首が濡ぬれて冷たい感触がする。雨の日に足あし下もとが濡れるのは当たり前だから、最初は嫌いやだなあと思ったくらいで気にとめなかったの。だけど今度は、やけに足が重たくなっていることに気づいた。しかも、足先は濡れていないのに、足首だけがぐっしょりと濡れている感じがする。変だと思って足下を見たら……」

　紗也は気を持たせるように、一度そこで言葉を切った。

「白い手が、足首をしっかりとつかんでいたんだって。びっくりして振り向いたら、髪の長い女の人が、裕美の足をつかんで恨うらめしそうに見上げていたんだって」

　紗也は話し終えて、反応を期待するように大きな目をキラキラさせて純じゆんを見た。

　思わず率直な感想がもれる。

「噓うそくせえ」

「なによ！　裕美は真まっ青さおになって話してくれたんだから」

「それからどうしたんだよ。その幽ゆう霊れい嬢じようをぶら下げて帰ったのかよ」

「それは……詳しくは聞いてないけど、振り払って逃げたんじゃないの」

　紗也の声がとたんに自信なさげにしぼんだ。もう一度ため息交じりに、噓くせえとつぶやく。

　不満そうに口を尖とがらせている紗也を横目で見ながら、そういえば自分は、それどころじゃなく噓くさい体験をしてきたばかりなのだと思いあたった。

「いや、悪い。別に噓だと決めつけてるわけじゃないから」

　弁解口調でそう言うと、紗也の顔から不満そうな表情は吹き飛び、代わりに驚きに、そしてそれは次第に怪け訝げんそうな表情に変わる。

　余計なことを言ったかと、純は首をすくめて窓の内側に引っ込んだ。

　ただ、紗也の話を聞いて、ぼんやりと思うことがあった。

　今日俺おれたちが遭そう遇ぐうしたものは、幽ゆう霊れいなんかじゃない。たとえ「元」であろうと、あれは人間では決してない。

　あの異い形ぎようのものからは、恨うらみも憎しみも、何も感じなかった。

　あれが襲おそいかかってきたときに感じたものは、そう、純粋な「食欲」だった。
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　一晩眠って朝が来ても、回復した視力は回復したままで、ついでに足の怪け我がまで回復していた。

　純じゆんは学校で、同じ塾の友人をつかまえてそれとなく訊きいてみた。すると友人は、昨日塾でエレベーターの故障事件があったと言った。エレベーターの一階、五階、八階のドアが開いていて、エレベーターのケージは五階と六階の間で止まっていたそうだ。結局、質たちの悪い悪戯いたずら、ということで片づけられたらしい。

　つまり、乗り合わせたあの三人は、どこにも知らせることなく帰ったのだ。

　純は、昨日の記憶をたどる。

　脱出のために開けた五階のドア。落ちた自分を助けるために開けられた一階のドア。

「そして、八階のドアも開いていた」

　純は口の中でつぶやいた。紗さ也やが向かいで、なに？　というような顔をする。なんでもないという意思表示に、首を振った。

　八階のドアも開いていた。それはつまり、最上階のドアを開けて、あのエレベーターのケージの上に乗ったものが確かにいたということを意味するのだろうか。いや、だけど、蛍光灯が割れて、天井が破られたのは錯さつ覚かくだった。どこまでが幻まぼろしで、どこからが本当にあったことなのだろう。そもそもそんな問いかけ自体が無意味なのか。

「純？　どうしたの、さっきから深刻な顔して黙りこくって」

　紗也が嚙かみつぶしたストローでアイスミルクティーをすすりながら言った。ストローを嚙むのは彼女の悪い癖くせだ。

　今、純は紗也と二人で『カンシオン』にいた。学校の帰り、腹がへったと言って、純が紗也を連れて無理矢理入ったのだ。

　通りに面した窓まど際ぎわの席について、紗也は季節のフルーツタルトを、純はチョコレートシフォンを頼んだ。シフォンケーキは甘すぎず、ミルクの味がするクリームが添えられていてそれなりに美お味いしかったが、純は三口も食べると残りを紗也に押しつけてしまった。腹がへったというのは別に口実ではなく本気で思っていたのだが、どうやら勘かん違ちがいだったらしい。

　紗也は、「純がお腹なかすいたって言ったんじゃない」とか「太ったらどうするのよ」など盛んに文句を言っていたが、結局自分のケーキを食べ終えると皿を取りかえ、純の分まで綺き麗れいに平らげてけろりとしている。

「純じゆんさ、大学行ったら一人暮らしする？」

「いや。東京の大学なら通いで十分だろ」

　窓ガラス越しに、道の向こう側に立つ電柱の根元に視線をやったまま、純は頭半分で返事をする。

「そうだよね。一人暮らしってちょっと憧あこがれるけど、お金かかるし面倒だしね」

「紗さ也や」

「何？」

「視力って回復することあるのかな」

　唐とう突とつに話題を変えられて、紗也が目をしばたたかせるのが視界の端に映る。

「うん……、トレーニング次第では回復することもあるみたいだよ。遠くの物の輪りん郭かくを目でなぞったり、目を動かす体操をしたりしていると、少しずつよくなるってどこかで読んだ」

「ふーん」

「視力治したいの？」

「別に」

　ある時急激に回復したりすると、その勢いで余計なものまで見えるようになるのかな、と考えて、その馬ば鹿か馬ば鹿かしさに自分で少し笑ってしまった。紗也が訝いぶかしげな顔をしている。

「昨日お前が言ってた怪談話の舞台、その辺だろ」

　純は窓の外を指さした。紗也は純の示す方を見た。その表情に特別な変化は見られない。

「うん。なんだ、やっぱり気になるの？　でも今日は雨降ってないから出ないんじゃない」

　まいったな、と純は心中でつぶやく。

　通りを挟はさんで、店の向かいに電柱がある。その電柱を背に、長い髪をしたずぶ濡ぬれの女が座り込み、道行く人を恨うらめしそうな目で眺ながめていた。




　帰り道、純は小柄な紗也を自分の体で隠すようにして、女の前を通り過ぎた。女の状態は、近くで見るとひどかった。座り込んでいるのはおそらく足が砕けているからだ。紗也の友人の足にしがみついたのも、元気に歩くことができる足を持っている女性がうらやましかったからかもしれない。

　純は、見えていることを相手に気け取どられないよう、目の端だけでその女を見ていた。女の長い黒髪は濡れて絡からまり、血で汚れている。彼女は今、泣いてはいなかった。ただ恨みのこもった目で、物色するように通行人を見上げている。

　とりわけ恐ろしくはなかった。むしろ、自分に対する薄気味悪さの方が先に立った。

　何な故ぜ自分にはこの女が見えるのか。『カンシオン』の前はしょっちゅう通っている。だが、死んだ女の姿はもちろん、泣き声一つ聞いたことはなかった。ならば、紗也の話を聞いたせいで、居もしない幽ゆう霊れいが見えているような気になっているのだろうか。

　それはあるかもしれないな、と思った。何しろ、昨日今日で、自分の体と頭への信頼はすっかりなくしてしまっている。

　弓なりになっている道を行き、振り返っても『カンシオン』が見えない位置まで来て、純じゆんはようやく体から力を抜いた。なんとはなしに隣を見下ろす。

　紗さ也やの頭のてっぺんが、歩くリズムに合わせて軽く上下していた。柔らかいショコラ色の髪がふわふわ揺れる。髪のすそから、白い首筋が時折のぞいた。この角度からは表情はうかがえず、ふっくらとした滑なめらかな頰ほおだけが見える。

「腹へったなあ」

「もしもし？」

　純の無意識のつぶやきに、紗也は胡う乱ろんげな目を向けてきた。そういえば、ろくに食べずにケーキの残りを紗也に押しつけたばかりだっけと思い出して、きまり悪く視線をそらす。

「噓うそ。ごめん」

　なんで腹へったなんて口走ったんだろうと、自分に対する不審感をさらに深める。その時、ふと純は立ち止まった。

　誰だれかに見られている気がした。

　振り返るが誰もいない。心持ちおそるおそる自分と紗也の足あし下もとを見たが、もちろんあの幽霊女がまとわりついていることもない。

　気のせいだ。神経を尖とがらせすぎだ。

　隣を見ると、紗也が眉まゆを寄せてこちらを向いていた。急に立ち止まってきょろきょろして、不審がられても無理はない。

「純、昨日から変だよ」

　思わず苦笑した。

「知ってる」
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　ドアを開けると、インスタントラーメンのにおいが漂い出てきた。

　塾の自習室は基本的には飲食禁止だが、昼の十二時から一時と、夕方の六時から七時は食事時間として許されている。普段はものを書く音とページをめくる音しかしない部屋だが、この時間ばかりはたくさんの会話と笑い声が混ざり合ったざわめきに満ちている。

　純は夜、自習室に来ることはほとんどない。だが、ここ何日かは家に帰ってもろくなことを考えないし、おそらく純の異変を薄々と感じ取っているであろう家族と、差し向かって食事をするのもなんとなく居心地が悪かった。なら塾で勉強でもした方がましかと思い、夕食にコンビニ弁当を買ってやってきたのだ。

　純じゆんはだるい足を動かしてドアの内側に入った。指先に、重く痺しびれたような感覚がある。

　席を探して室内を眺ながめ回し、あっと声をあげそうになった。

　縁なし眼鏡めがねがいた。

　彼は今日も眼鏡をかけていない。片手でおにぎりを食べながら、片手で参考書をめくっていた。こちらには気づいていないようだ。

　純は少し迷った末、意を決して彼の方に近づいた。横に立って、彼の机を拳こぶしでコンと叩たたく。顔を上げた彼の口が、「あ」と言うように開いた。

「隣、いい？」

　曖あい昧まいに笑って尋たずねると、彼も曖昧な笑顔を返して頷うなずき、横に置いていた鞄かばんをどけてくれる。

　純は隣の席に滑り込み、何から話そうかと逡しゆん巡じゆんしていると、縁なし眼鏡のテキストが目に入ってきた。『ハイレベル医進数学』とある。

「うげ」

　思わず声がもれた。

「あんた、医学部志望なの？」

「うん。父親が病院の院長で、俺おれは跡継ぎなものだから」

　縁なし眼鏡はさらりと笑ってそう言った。進むべき道を決めている人の顔だ。

　純はそのテキストをぱらぱらとめくってみたが、高校二年の課程修了と同時に、数学に今こん生じようの別れを告げた文系の自分にとってはまるで宇宙語だ。

　テキストの裏表紙に名前があった。『水藤深矢』

「ミズフジ？」

「ミトウだよ。ミトウシンヤ」

　縁なし眼鏡、もとい水藤深矢が言った。純も名乗る。

「そういえば、この前早瀬さんに会ったよ。君のこと気にしてた」

「誰だれ、ハヤセサン」

「ほら、あのエレベーターに乗り合わせた女の子。落ちそうになったところを君が助けただろ」

『風か邪ぜひき』だ。

「ああ、別に。気にすんなって言っといて」

「自分で言いなよ」

　水藤は笑って言った。そこで会話が途切れる。

　室内のあちこちからわき上がる雑多な声と、混じり合う食べ物のにおい。それらをすべて包み込むように、空気を洗うような細やかな雨の音が遠く響いていた。

「結局、止まったこと、誰にも言わなかったんだな」

　エレベーターが、を省略して純は言った。塾内で聞きとがめられたら困る。

「うん、なんとなくね」

「眼鏡めがね、今日はしてないんだな」

「……もともと、たいして目が悪いわけじゃないんだ。君こそ、目、どうした？　あのあと病院行った？」

「行ってない。……治った」

　腹の探り合いのような応おう酬しゆうをぽつりぽつりと交わして、純じゆんは箸はしを止めた。どう切り出したらいいのか少しの間考え、結局たいして考えがまとまらないうちに口を開いた。

「最近、腹へらないか？」

　水み藤とうは動きを止めた。表情を変えずに、ちらりと純の顔を見、それから純の弁当に視線を落とした。

「へるね」

　訊きき返すこともなく、水藤は静かな声で短く答えた。

　純は再び口をつぐみ、考える。

「『カンシオン』の前に座ってる女」

　水藤の表情に、今度は変化があった。目を見開き、顔を強こわばらせて純を見る。だが、その表情は次第に緩ゆるみ、やがて苦笑に変わった。

「やっぱり、君にも見えるのか」

　ため息交じりに、水藤は言った。

　駅から塾への通り道に『カンシオン』はある。もし見えるのなら、見かけていないはずはない。彼の返答を聞いて、純は深く息を吐いた。

　純の身に起きていることと同じことが彼にも起きている。そしておそらく、あとの二人にも。

「出ないか。ここじゃ話しにくい」

　純の言葉に、水藤は頷うなずいて立ち上がった。

　塾の白い建物を出て、静かな雨音の中に踏み出す。細い雨は薄うす闇やみに沈んでほとんど見えない。雨音と跳はね返るしぶきだけがその存在を主張していた。純は水藤と傘かさを並べて駅の方へ歩く。街灯の光の中でだけは、線状の雨の姿が浮かび上がっていた。

「落下事件のことで承知だろうけど、俺おれの体は異様に丈夫になったと思う。体の色んな不具合も治った。多分あんたもそうなんだろ」

　低い声で純は言った。水藤は答えない。

「その代わり、体の中が空っぽになった感じがした。体の中身がしぼんだような感覚。動くのがだるくて、力が入らない。体が重い」

「つまり、腹がへっている」

　水藤が言った。純は自信なく頷く。

「多分、この状態を言い表すのに、それが一番近い言葉なんだとは思う。だけど、食っても治まらない。最初は、なんだ腹へってたわけじゃないんだと思った。疲れているのかとも思った。けど、いつまで経たってもこのままだ。むしろ食欲自体は落ちてるくらいだし。気持ち悪わりい」

「空腹を感じているのは、胃じゃないんだろうね」

　空腹というより、もはや飢うえに近い。

　おとなしい雨だったが、それでも路面に跳はね返るしぶきは純じゆんのズボンのすそを濡ぬらした。目指していたわけではなかったが、二人は『カンシオン』の前にさしかかっていた。女のすすり泣きが聞こえてくる。純も水み藤とうも、黙って歩を進めた。

　女から少し離れた位置まで来て、二人は示し合わせたように足を止める。

「晴れた日は、泣いてないんだけどな」

　水藤が女を見て言った。彼の目は、怯おびえてもいなければ彼女を哀あわれんでもいなかった。道に落ちているリンゴのような、なんでもないものを見る目で、それでいて、どうしてこれがここにあるのだろうと少し不思議に思っているような目で、その女を見ていた。

　女は純にも水藤にも関心がないようだった。絶えずすすり泣きながら、時折通り過ぎる人々を、恨うらみのこもったまなざしですくい上げるように睨ねめつけていた。

　その目つきも、血ち塗まみれの髪も、ぐずぐずになった足も、正直ぞっとしなかった。けれど、その分を差し引いて客観的な目で見てみれば、女はわりに整った顔と均整の取れた体をしていることに気づいた。きっと生前は美人だったのだろう。

　あんたは、何をそんなに憎んでいるんだ？

　純はふと、女に訊きいてみたくなった。

　自分を轢ひいた車を運転していた奴やつか。それとも、なんの苦しみもなさそうに、自分の前を通り過ぎていく見知らぬ人々か。

　女がどんな状況で死んだかなど、純は知らない。

　けれど、事故だったんだろ、と思う。事故だったんだろ。こう言っちゃ酷こくかもしれないけど、仕方ないことじゃないか。あんたは何をそんなに恨んで、そんなところで泣いているんだ。

　薄水色のシャツとオフホワイトのスーツを着た、仕事帰りと思われる若い女が通った。化粧の上う手まい、綺き麗れいな女。彼女が通り過ぎた瞬間、死んだ女の泣き声が、呻うめき声に変わった。死んだ女が動いた。手をついて身を乗り出し、生きている女の足首に両手を伸ばす。

「おい」

　思わず、純は声をあげていた。生きている女が立ち止まり、驚おどろいた顔で振り返る。

　水藤がすかさず如じよ才さいなく笑顔を見せて軽く頭を下げた。

「すみません、なんでもありませんから」

　生きている女は訝いぶかしげな顔をしながらも曖あい昧まいに頷うなずき、去っていった。

　死んだ女は、両足をつかもうと手を伸ばした体勢のまま、顔だけを純の方に向けていた。

「もうやめろよ。通りすがりの人間脅おどかしたって、なんもいいことねえだろ」

　純じゆんの言葉に、死んだ女は唸うなり声をあげた。両手で体を引きずり、純の方へ這はい寄ってくる。

　彼女の手が足に触ふれる直前、純は膝ひざを折って逆に女の手首をつかんだ。

　幽ゆう霊れいって触さわれるんだ、というのが最初の感想だった。まあ、向こうも生きている人間の足にしがみついたりするんだから、こっちから触れても不思議じゃないか、とも思う。

　女の手はひやりと冷たく、不安定な感触だった。ドライアイスを入れた水のコップから出る白い煙を集めて作りあげたような、そんな感触。

　死んだ女を可哀かわい想そうに思う気持ちも、気味悪く思う気持ちも、純は確かに持っていたはずだった。けれど、女の手をつかんだ瞬間、その気持ちは霧散していた。代わりに、もっと単純で強い思いが、腹の底から込み上げてきた。

「もういいだろ」

　純は言った。

　楽になれ。成じよう仏ぶつしろ。

　そんな気持ちではなかった。

　もうすでにお前は終わってるんだから、残りものは俺にくれてもいいだろう？

　死んだ女の顔に恐怖が走った。純の手の中から自分の腕を奪い返そうと体を引く。だが純は離さなかった。女の輪りん郭かくがぼやけた。それこそドライアイスの煙のように、死んだ女は形を崩して白い霧の塊かたまりになり、やがてそれは黒く染まり闇やみに溶けた。

　同時に純の体の中に、密度のある何かが流れ込んできた。それは点滅するように、熱くなり冷たくなりしながら、純の体を満たしていく。

　渇かわきを癒いやすような安らぎと一緒に、吐き気がやってきた。気持ちが悪い。

　純は雨の中、両膝をついた。傘かさはいつの間にか横に転がっていた。口と腹を押さえて身を二つに折る。誰だれかの手が肩にかかり、純の体を引き起こした。

　矢や代しろくん、と、自分を呼ぶ声がやけに遠くから聞こえる。

　どうしたんだ、その子具合が悪いのかい？　大丈夫です、すぐ治まりますから。すみません、行って下さい。

　そんなやりとりのあと、何かが脇わきの下にもぐり込み、無理矢理純を立たせた。純はそのまま引きずられるようにして歩いた。

　少し行ったところで、まともな意識が戻ってきた。支え歩いてくれている水み藤とうにちらりと視線をやる。

「悪い」

「いい。わかるよ」

　何がどうわかるのか、水藤自身判然としないまま言っているのだろうと、純は思った。それでも、確かに水藤は純に共感している。

　ひどい気分はなかなか治まらず、水藤の肩を借りたままデパートの裏手まで歩いた。そこに設置されている古びたベンチに横たわる。水み藤とうはそのベンチの端に腰かけた。

　純じゆんは雨に濡ぬれて額にはりつく前髪をかき上げ、冷えた腕をそのまま頭の上に載せる。気持ちが悪いのは相変わらずだったが、吐き気は徐々にひきつつあった。

「君がやらなければ、俺おれがやってた」

　水藤が独り言のように言った。うん、と純は頷うなずく。

「明日は水曜日だね。エレベーターの事件があってから、明日でちょうど丸一週間だ」

　純はもう一度頷き、仰あお向むけに寝ころんだまま顎あごを少し持ち上げて、水藤の顔を見上げた。水藤は軽く唇くちびるを嚙かんでうつむいていたが、やがて決然とした様子で顔を上げた。純の方には目をやらず、どこを見ているのか、まっすぐ前を見つめる。

「明日、あとの二人に会おう。彼らとも話したい」

　話して何が解決するわけでもないかもしれない。けれど起こせる行動といったらそれくらいしかないのも確かで、純は黙ったまま三み度たび頷いた。
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　彼はその白い建物を見上げていた。

　大手塾の看板を掲げた八階建ての建物。薄雲越しの光を受けて、その建物の壁は柔らかく光っていた。

　彼は手に持っている紙袋の中身を確認し直すと、そっとそれを足あし下もとに置いた。

　彼は胸の前で両手のひらをぴたりと合わせた。道ばたで拝むような格好をする彼に、塾生らしき高校生や通行人が奇異なものを見る目を向ける。だが彼は、突き刺さってくる視線には一切頓とん着ちやくせず、目を閉じた。

　合わせた手のひらに集中する。体に満ちる力を光と熱に変え、手の方へ流す。手のひらと手のひらの接触面が温かくなり薄く光りだすのを、目をつぶったまま感じ取った。

　そのまま、建物の方へ意識を移す。その入れ物の中でうごめく四つの異様な〈モノ〉の気配を探る。

　彼は目を開けた。

　合わせていた手を開く。青白い光が、離れた手のひらの間を結ぶ道のように、宙に軌き跡せきを描えがいた。肩幅ほどに開いた両手を、強く打ち鳴らす。

　空気を裂さく音がして、光がはじけた。







　純と水藤の二人は本館から吹きさらしの渡り廊下を通って、建て増し部分の棟に移った。六階まで、もちろんエレベーターは使わず、階段で上る。この棟の六階七階の教室を一つずつ見て回り、彼らを捜すつもりだった。

　本館と比べると、こちらの棟は利用者が少ない。その上六階まで自分の足で上る者は稀まれで、二人分の足音のみが響く。踊り場には、しんとした冷たい空気がたまっている。

「そういや名前。女の方は早はや瀬せサンだっけ。あの細い目した男の名前は知ってる？」

　純じゆんは顔だけ振り向けて、後ろを歩く水み藤とうに言った。その声は、階段と壁と天井の間で跳はね返って響いた。

「十じゆう文もん字じ誠まこと」

「ふうん。ご大層な名前だな」

　鼻から抜けるような声でそう言うと、純は前に向き直った。数段先に五階と六階の間の踊り場がある。ここら辺だな、と思った。

　先週エレベーターが止まった高さだ。

　場つなぎにそんなようなことを言おうと思い、純はもう一度水藤の方を振り返った。それに応じて水藤も純に視線をやる。

　その時、手を打ち鳴らすような音が響いた。

　頭を抱かかえる。脳のう味み噌そを平手打ちされたような衝しよう撃げきに息を吞のみ、膝ひざから崩れた。そのまま階段を何段かずり落ちる。頭を貫つらぬく激痛に呻うめく。目の前で青白い光がチカチカし、全身がひどく痺しびれていた。顔を上げると、水藤が同じように頭を押さえてうずくまっている。
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「なんだ……？」

　純じゆんはどうにか体勢を立て直して辺りを見回した。何もない。誰だれもいない。今の音はなんだ。耳から聞こえたというよりも、頭の中ではじけたような、あの音は。

　純は階段の下に目をやって、ぞっとした。何な故ぜぞっとしたのかは、よくわからない。階段の下は、なんの変へん哲てつもなく五階のフロアに続いている。足音も聞こえない。

　しかし、何かが上ってくるような気がした。自分たちに害意を持つ何かが、光量の抑えられた薄暗い階段を音もなく上ってきて、今にも目もつ下かの五階のフロアへくるりと現れそうな気がした。

　純は水み藤とうと顔を見合わせた。水藤の顔にも同様の恐怖が浮かんでいた。二人は声もなく立ち上がり、階段を飛ぶように駆け上った。

　六階のフロアに踏み込んだ瞬間、純はものすごい勢いで飛び出してきた誰かとぶつかった。お互いをはじき飛ばし合う形で数歩後ろにたたらを踏む。体重の軽かった相手は大きくよろめいて尻しりもちをつきそうになったが、後ろにいた男に支えられた。

「お前ら」

　ぶつかった相手とその後ろの男を見て、純はつぶやいた。

　これでエレベーターの四人が集まった。

「今、手を叩たたくような音を聞いた？」

　水藤が二人に言った。細目の十じゆう文もん字じが切せつ羽ぱ詰つまった様子で頷うなずいた。

「聞いた。なんだあれは。だけど、教室にいた他ほかの連中は平然としてたぜ。聞こえなかったのか、聞こえても平気だったのかは知らないけど……」

　早はや瀬せが、ひっと息を吞のんで、手で口元を覆おおった。純はその視線をたどり、踊り場に目を落とす。そこを、細長い何かが絡からみ合うようにうねうねと這はっていた。蛇へび？　いや、違う。

　縄だ。

　生き物のように身をうねらせてこちらへ上ってくる縄が────四本。

　最初に動いたのは、早瀬だった。さっと背を見せ、数段飛ばしで階段を駆け上がる。すかさず純もあとに続いた。残りの二人の足音も追ってくる。

　逃げなければ。混乱する純の頭の中で、その思いだけがはっきりと浮かび上がった。

　あの縄がなんなのか、さっきの音はなんだったのか、今何が起きているのか、何一つわからない。だけど、こっちは四人。縄は四本。答えは明らかだと思った。

　純が八階フロアを蹴けって次の階段に足をかけたとき、後ろから十文字の刺すような声が飛んだ。

「そっちは屋上だ！　どうやって逃げる！」

　純は一瞬足を緩ゆるめた。手すりから軽く身を乗り出して下をのぞき見る。我ながら恐ろしいくらいの速さでここまで来たと思うのに、縄はすぐ下の踊り場から階段にさしかかるところまで迫っていた。早はや瀬せはすでに前を行っている。

「知るかよ！」

　半分やけくそで怒鳴り、純じゆんは屋上へ向かって駆け上がった。どうせ、下へ行く手段はこの階段以外にはエレベーターしかない。今何階に止まっているかわからないエレベーターを待つ余裕はなかった。

　早瀬が屋上のドアに飛びついた。ノブを回すが、開かない。

　屋上は開放されていないんだ。そう思いあたって、純の顔から血の気が引いた。

　早瀬は綺き麗れいな声で少女にあるまじき悪態をついて、ドアに体当たりした。純もすぐに駆け寄り呼吸を合わせてドアに体をぶつける。体当たりを繰り返すごとに破壊的なきしみの音は大きくなり、四度目で鍵かぎの横のドア枠わくが壊れ、ドアが勢いよく開いた。純と早瀬はもんどり打って屋上に倒れ込んだ。すぐに水み藤とうが純の腕をつかんで引き起こしてくれる。隣では同じように、十じゆう文もん字じが早瀬を助け起こしていた。

　振り向くと、縄は階段を上りきったところだった。純は反射的にドアを蹴けって閉めようとした。だが縄は閉まるドアの隙すき間まから、するりと屋上へ這はい出した。すぐにドアを押さえれば、縄を挟はさんで止めることができたかもしれない。けれどそのために近づくのも嫌いやで、純は考える前に飛びすさっていた。

「どうする」

　押し殺した声で水藤がささやいた。純は視界の中心に迫りくる縄の姿を据すえたまま、素早く周りに視線を配った。

　屋上は純の胸ほどの高さの塀へいに囲まれていた。校舎への入口の他ほかには給水タンクがあるのみ。

　縄は、こちらの隙をうかがっているかのように、慎重な動きで近づいてきた。純たちはそれに押されてじりじりとあとずさる。純はもう一度、屋上を囲む塀に目をやった。

「ここから飛び降りたら、死ぬかな」

「当たり前でしょ！」

　早瀬が縄と睨にらみ合ったまま怒鳴った。

「でも、俺おれは五階から落ちて無事だった」

　沈黙がおりる。純は喉のどを鳴らして唾つばを飲み込んだ。十文字が拳こぶしを握りしめる気配を感じる。

「仕方がないか」

　十文字が言った。

「ちょっと！　本気なの？」

「俺は飛び降りる。お前らは好きにしろ。あのおかしな縄をやりすごして校舎の中に戻れればそれが一番いい。俺たちがバラバラになれば向こうも分かれるだろ。そうしたら、それも不可能じゃない」

　自分で言いだしたことだが、簡単に「飛び降りる」と決断する十文字が信じられない気もした。けれど、目の前に迫る物体から、命をかけて逃げなければならないのだという認識も、純じゆんにはあった。動く縄が異様だからではない。あれが自分にとって危険なものだと、本能が感じ取っているからだ。

「どうするか、決めたか？」

「決めた」

　十じゆう文もん字じの言葉に、純は短く答えた。水み藤とうも早はや瀬せも、硬い動きで頷うなずく。

「自分の決めた道、迷うなよ」

　十文字が言った。ためらえば、捕まる。純は息を深く吸った。

「散れ！」

　十文字が低く怒鳴ると同時に、純は屋上の向こう端に向かって走った。縄の一本が振るわれる鞭むちのような速さで向かってくるのが視界の端をかすめたが、走りだしてからは後方の縄をうかがう余裕も、三人の行方ゆくえを確かめる余裕もなかった。

　一心に、走ることだけに集中する。塀へいが迫ってくる。純は手を伸ばして塀の上につき、その腕を重心にして体を浮かせる。ひらりと塀を乗り越えて、屋上の外側へ────

　覚悟していたものと違うショックが純を襲おそった。

　純の体は、空気を踏むことも、胃と脳のう味み噌そが浮き上がるような感覚を味わうこともなかった。塀を乗り越えようとした瞬間、純の体は見えない柔らかな壁にぶつかり、跳はね返された。

　体を支えていた腕が塀の上から離れ、純は押し戻されるように屋上の塀の内側へ落ちてゆく。その一瞬の間、妙に時間がゆっくりになったように感じた。

　灰色のコンクリートの上で、縄が純を待ち構えていた。







　ざらりとした感触が頰ほおに当たった。日中、太陽の光にさらされていた屋上のコンクリートは、日暮れ時になってもまだ生温かさを残していた。

　授業開始を知らせるのんきな音楽が体の下から聞こえてくる。純は苦痛に麻ま痺ひした頭で、ぼんやりとそれを聞いていた。

　縄にがんじがらめに縛しばられた体は、もうぴくりとも動かない。電気を流されているかのようなひどい痺しびれにも、体はすでに順応しつつあって、もうほとんどそれを痛みとは実感していなかった。すべての感覚が遠く、思考する機能がひどく鈍っている。

　純は視線だけ動かして、三人の姿を探した。のっぺりとした灰色の屋上に、三人の体が点々と転がっているのを見つける。肩から足先まで縄に巻きからめられているその姿を、純は鏡を見るような気持ちで見た。四匹の死んだ巨大イモムシよろしく、純たちはなすすべなく転がっていた。

　カツンとコンクリートを踏み鳴らす靴くつ音おとが、純の耳を打った。

　ゆっくりと顎あごをそらして、純じゆんは屋上の入口の方を見た。男が一人、立っていた。

「やっぱり、取り憑つかれているわけじゃないんだな。完全に融ゆう合ごうしている。四分の一ずつか……参ったな」

　男は独りでぶつぶつと言って、腕を組んだ。三十歳前後のすらりとした男だ。手にたたんだ白い紙袋を持っている。

　体を縄で縛しばられた四人の男女がそこここに倒れているという異常な光景を、彼は見み飽あきたものを見るような顔で眺ながめ回し、歩きだした。早はや瀬せの、水み藤とうの、十じゆう文もん字じの顔を通り過ぎがてらのぞき込み見る。純のいる位置からは三人の顔は見えないが、男にのぞき込まれると、彼らは微かすかに身じろいだ。

　頰ほおと耳をコンクリートにくっつけて倒れている純には、男の足音が直接頭に響く。

　男は、入口から一番遠くにいる純の前まで来ると、足を止めた。

「痛いかい？」

　静かな声で、男は訊きいた。

「いてえよ」

　答える純の声は、乾いた喉のどにはりついてかすれた。

「そうだろうね。それでも出てこないところを見ると、やはりこれはもう憑き物じゃない。分離するのは不可能、か。まさかこんなことが起こるなんてな」

「何言ってんだ……？」

　男は、軽く頭を垂れた。カラスのような真っ黒な前髪が、彼の目元に影を落とした。

「すまない」

　男は言った。彼はほんの一瞬、本当にすまなそうな、悲しげな顔をした。だが、顔を上げたときにはもう、その表情は跡形もなく消えていた。

　男は右腕を持ち上げた。人差し指と中指をぴたりとそろえて伸ばし、宙にすい、と一文字を引いた。

　すると、体を締めつけていた縄から力が抜けて緩ゆるんだ。純を苛さいなんでいた痺しびれのような痛みも、同時にひいた。純は数秒息を詰めて固まったあと、おそるおそる縄をつかんで引っ張った。縄はただの縄で、純の手に引かれるまま、従順に体からほどけた。

「あんた、誰だれなんだ」

　体を起こし、震ふるえそうになる声を無理に抑えて、純は言った。

　男は純の手から縄を取り上げると、持っていた空の紙袋にしまった。そして半分体を振り返らせ、四人全員を視界におさめられるように立つ。見ると、三人の縄もほどけ、それぞれ起き上がっていた。

「七なな倉くら和かず巳み。モノ祓ばらい師です。お見知りおきを」

　言葉のわりに真ま面じ目めな顔と口調で、男は高らかに言った。







「そんなうさんくさいものを見るような目をしなくてもいいんじゃないかな。やっぱり『モノ祓ばらい師』って肩書きがうさんくさい？　でも言っておくけど、君たちの方がよっぽど怪しい人間なんだからね、今は」

　七なな倉くらと名乗った男は他ほかの三人の縄も回収すると、まるで何事もなかったかのような顔をして言った。純じゆんたちは、四人で寄り集まって七倉から距離をおいた位置に立つ。

「肩書きなんてどうでもいい。そんなことより、その縄」

　純は、七倉が提さげている紙袋を指さした。

「ひとりでに動いて人を縛しばりあげるような縄を操る奴やつを、まっとうな人間だと思えって？」

「まっとうだとは言ってないさ。それに繰り返すようだけど、君たちの方がずっと、まっとうな人間からは遠いよ。いや、人間といっていいのかも微妙なところだ」

「どういう意味よ」

　早はや瀬せが眉まゆをつり上げた。

「君たち、一週間前〈モノ〉と接触しただろう」

「もの？」

「モノの怪けとか憑つきモノとかいうだろう。幽ゆう霊れいだとか鬼だとか妖よう怪かいだとか、そういった類たぐいを指すと考えてくれてかまわない。……心あたりあるね？」

　誰だれも返事をしなかった。

　七倉の顔からわずかに残っていた笑みが消えた。

「一週間前、私は〈モノ〉祓いの仕事を一つ受けた。私は、もともとは人間だったような霊的〈モノ〉、いわゆる幽霊なんかは相手にしない。半分肉体を持っているような半物質的〈モノ〉、それも他のモノ祓い師では手に負えない物質度の高い〈モノ〉が発見されたときだけ、仕方なく仕事を引き受けている」

「半、物質的、モノ？」

　とぎれとぎれに問い返しながらも、純はエレベーターの中で遭そう遇ぐうした〈モノ〉のことを思っていた。

　八階のドアを開けてエレベーターを止めた誰かは確かに存在した。けれど、天井を破られたのは幻げん覚かくで、現れた〈モノ〉はすぐに白い霧のようになって消えた。そして今、純たちの体には明らかな変化が起こっている。

　半分だけ実体の、人間じゃないもの。

　七倉は純の顔を見て小さく頷うなずいた。

「霊的〈モノ〉と半物質的〈モノ〉の一番の違いはね、食事をするか否いなかだよ」

　純はぎくりとした。ここ数日の、おかしな空腹感を思い出していた。

「だが、半物質的〈モノ〉といっても様々だ。物質度の低い〈モノ〉なら、短期間人間に取り憑つくくらいがせいぜいだ。もっとも、それでも取り憑かれた人間はたまったものじゃないがね。精神を喰くわれて衰すい弱じやくし、自分や他人を傷つけたりなど、大たい抵ていの場合不幸なことになる。けれどまあ、このくらいなら霊れい的てき〈モノ〉と大差ない。これよりもう少し質たちの悪い〈モノ〉だと、本格的に一人の人間に取り憑いて、その魂たましいを中から喰らう。相手が死んでしまうまでね。そして」

　七なな倉くらは一度言葉を切り、四人を一人一人見つめた。

「一番やっかいで物質度の高い〈モノ〉、これは、人間を肉体ごと喰う」

　純じゆんは笑ってしまった。馬ば鹿かげている。拳こぶしが震ふるえた。

「……人の肉を喰らう鬼は、やっぱり乙女おとめの柔やわ肌はだがお好みか？　食べかけの死体が見つかったら大変な大騒ぎだな。異常殺人鬼の登場だ。レクター博士も真まっ青さおだ。それともなんだ。食欲旺おう盛せいな妖よう怪かいは、頭からぼりぼりと骨まで残さずに食べつくすか？」

　薄ら笑いを浮かべて、純はまくしたてた。だが言葉とは裏腹に、声はわずかに裏返り、汗ばんだ拳は震えていた。

　から回る純の虚勢を、七倉は静かな目で観察していた。純の震えがひどくなる。水み藤とうがその肘ひじをそっとつかんだ。黙っていた方がいいという忠告か。

「文字通りの意味で、人の肉を食べるわけじゃない」

　七倉がおもむろに話を再開した。

「肉体ごと、魂を喰らうんだ。重要なのは中身の方だよ。ただ肉体と魂は本来不可分なものだからね。肉体とは別に喰える魂の部分など、ほんの一口分くらいしかない。だから物質度の高い〈モノ〉は、魂をまるごと喰うために、肉体も共に喰うのさ。喰われた肉体は土くれになって崩れる」

　西の空に日が落ちていた。空が茜あかね色いろに染まっている。東の空からは、もう夜が頭を見せていた。昼と夜の狭はざ間まだ。逢おう魔まが時とき、という言葉が純の頭に浮かんだ。

「魂の喰い方についてはよくわかっているだろう？　矢や代しろ純くん。君が食した幽ゆう霊れいは、悪意の部分ばかりが凝こり固まって残っていて、相当まずそうではあったが」

　はっと、純は顔を上げた。七倉と目が合う。横からは十じゆう文もん字じと早はや瀬せの視線が刺さってきた。水藤だけは、そっと目をそらした。

「お前、どうして。それになんで俺おれの名前……」

「申し訳ないが、この一週間、君を監視させていた。十文字誠まことくん、水藤深しん矢やくん、早瀬綾あや佳かさん、君たちもだ」

「どういうことだ」

　十文字が腹の底からわき上がるような声を出した。

「率直に言おう。私は一週間前、一匹の〈モノ〉を祓はらう仕事をしていた。だが、相手に深手を負わせた時点で逃げられた。君たちが遭そう遇ぐうしたのはそいつだ」

「それで、俺おれたちはどうなったんだ」

「君たちは、喰ったような喰われたような状態になった」

　七なな倉くらは反応を見るかのように口をつぐんだ。純じゆんは何も言えなかった。黙ったまま七倉の前に立ちつくす四人は、教師に並ばされて注意を受けている学生たちに見えたかもしれない。

　最初に口を開く気になったのは十じゆう文もん字じだった。

「俺たちは、あの化け物に喰くわれそうになったんだな」

「そうだ。だが、奴やつは消滅寸前の深手を負っていた。普通の〈モノ〉なら、そんな状態で人間を喰おうなどとは考えないものなのだがね。しかし」

　奴は喰おうとした。エレベーターの中で襲おそいかかってきた〈モノ〉は、形を崩し、白い霧のようになりながらも、その食欲を衰おとろえさせることはなかった。あの瞬間、喰われる、と純は直感した。純が感じたのは、消滅間ま際ぎわの〈モノ〉が発した欲望だ。

「奴は最後の力で君たちを喰おうとしたんだ。もしその場にいたのが一人だけだったならば、本当に喰われていたか、さもなければ取り憑つかれた状態になっていたかもしれない。だが、幸か不幸か君たちは四人いた。奴は君たちを喰おうとして喰いきれず、四つに分かれて同化した。いや、逆に君たちに取り込まれた形になったと言った方がいいかもしれない。私は〈モノ〉を取り逃がしたあと、すぐに他ほかのモノ祓ばらい師たちにそいつの行方ゆくえを捜索させた。そうしたら、そいつが見つからなかった代わりに、〈モノ〉だか人だかわからない子供を四人見つけたと報告があった。取り憑かれているだけである可能性もないわけではないと考えて君らを締めあげてみたが、わずかな希望もついえた。君たちの体から〈モノ〉が逃げ出してくることはなかった。君たちと〈モノ〉の断片は、離れられないところまで一体化している」

　純は呆ぼう然ぜんとしていた。つまり、俺の体にはあの化け物が溶けているわけか。だから体が変化して、だから腹をへらしたあげくにゆきずりの幽ゆう霊れいを喰っちまうようなことになって、だから『人間といっていいのかも微妙なところ』なわけか。

　純はなんらかの感想を言おうと口を開いた。だが気のきいた言葉は何も出てこず、ただぽつりとつぶやくだけにとどまった。

「意味がわからない」

「わからなくてもいい。正直私にもよくわからない。なにしろ、こんな事態は初めてだ。ただ、わかってもらわねば困るのは、君たちはもう、半分しか人間ではないということだ。本当のことをいうと、君たちを『祓う』かどうか、意見が分かれていたんだ。けれど、少なくとも半分は人間であることも確か。君たちを『祓う』のは殺人だと私は思っている」

「ふうん。そんな議論がされるほど、俺たちゃ化け物あつかいなわけか」

　つぶやきながらも、それも仕方ないかな、と純は思った。さっきまでの興奮も混乱もショックも、不思議と潮が引くように消えていた。

　仕方ないかな。なにしろ、俺はあの女を喰ったんだ。もう死んでいるとはいえ、もともとは人間だった奴やつを喰くったんだ。

「それで、俺おれたちはこれからどうなるんです」

　水み藤とうが言った。

「君たちを生かすつもりだよ。責任は私が持つ。ただ、君たちには普通の人間の生活はもう不可能だ。胃に入る食べ物だけでは生きていけない体だからね。しかし、当たり前だけど、生きている人間を喰ってもらっては困る。そこで、君たちを一種のモノ祓ばらい師にしようと思う。君たちは〈モノ〉を食べるんだ。モノ祓いの仕事なわけだから、相応の報ほう酬しゆうも支払おう」

「……さっきから話を聞いてると、そのモノ祓い師ってのはあんた一人じゃないみたいだな。団体で行動しているんじゃないのか。それも、他ほかの奴らは俺たちを殺した方がいいと言ってる。あんたの一存で、俺たちをその団体に入れることができんのか」

　十じゆう文もん字じが言った。

「まあ、団体というか、私の父方の一族がそれを生なり業わいにしているんだ。確かに、君たちを正式にうちのモノ祓い師の一員にすることはできない。私が個人的に君たちを雇う形になるね。けどそれはどっちでもいいことだろう。君たちにとって重要なのは、食事をすることだ」

　食事。おかしな響きだ。ついさっきまで日常的な単語の一つに過ぎなかった言葉が、今はすっかり様相を変じていた。見慣れすぎて空気のように感じていた日常が、いつの間にか見知らぬものに変わっていた。

　純じゆんはまた、『カンシオン』の前にいた死んだ女のことを思い出した。彼女はもうどこにもいけない。俺の腹の中におさまってしまった。彼女のためにあげられたであろう葬式も、墓も、天国で安らかに暮らしてほしいという残された人々の願いも、すべて無意味になった。

「矢や代しろくん」

　七なな倉くらが一歩前に踏み出した。思わず純はびくりとあとずさる。七倉は動きを止めて、苦笑した。

「私が、怖いかい？」

　怖かった。自分自身が怖がっているのか、自分の中に溶けている〈モノ〉が怖がっているのかはわからなかったけれど。

「君が喰った霊れい的てき〈モノ〉のことなら、気にしなくていい。これからも、霊的〈モノ〉に遭そう遇ぐうする機会はあるだろう。その時は君たちの裁量で自由に喰ってくれて構わない。まあ、霊なんて魂たましいの残り香がでしかない。たいした腹の足しにはならないかもしれないけれど。ただし」

　七倉はそこでいったん言葉を切った。柔にゆう和わだった目が鋭くなり、目め尻じりに苦いしわができる。

「万が一、君たちの誰だれかが生きている人間を喰うようなことがあれば、私は君たちを殺さなければならない。これだけは覚えておいてほしい」




　　　　　　＊




　初夏の太陽はかなりねばる。六時半を過ぎてようやく、日は空を茜あかね色いろに染めながらしぶしぶと沈みだした。純じゆんはベンチに深く腰をかけて空を眺ながめていた。七なな倉くらと会ったあの日から、日没を見つめる癖くせがついた。

〈モノ〉が姿を現すのは黄昏たそがれ時どきだよ。と、七倉は言った。〈モノ〉は日が沈むときに出現して、夜に跳ちよう梁りようする。夜の町にネオンの光があふれて大勢の人が闊かつ歩ぽする時代になっても、夜は夜だ。それは変わらない。

「矢や代しろくん」

　早はや瀬せが呼んだ。彼女は今日は袖そでの短いストライプのシャツに、黒のパンツスタイルだった。動きやすいように、長い髪は後ろで結っている。長い睫まつ毛げが目の周りをくっきりと縁取っていて、鼻が高かった。顔の一つ一つのパーツが大きいのだが、形よく上品にまとまっている。

　こいつ美人だったんだ、と純は初めて思った。今までそれどころじゃなくて気づかなかった。

「あなた、幽ゆう霊れい食べたことあるのよね。それってどんな感じなの。どうやって食べるの？」

「やってみりゃわかるよ。体が勝手に動く。口じゃ説明できねえよ」

　投げやりに答えると、早瀬は苛いら立だたしげにつま先で地面を叩たたいた。

「落ち着いてるんだ。一度経験してるから怖くないの？」

「経験してるっつっても、相手は無抵抗で可哀かわい想そうな幽霊だったんだ。今日のはわけが違うだろ。けど、ここんとこ色々ありすぎて、感覚が麻ま痺ひしてるかもな」

「そうね……色々あったもんね」

　今日は初仕事の日だった。七倉と出会ってから半月。ようやく食べるに手て頃ごろな〈モノ〉を祓はらう依頼が舞い込んできた。

　これは幸運なことだよ。今は百ひやつ鬼き夜や行ぎようの世の中じゃないからね。君たちの腹を満たしてくれるような〈モノ〉なんて、そうそう都合よく姿を現してはくれないんだ。だから、食事の機会は決して逃さない執念と、普段空腹をじっと我慢する忍耐が肝かん要ようだよ。

　純は七倉の言葉を心の中で繰り返した。

　水み藤とうと十じゆう文もん字じは公園の中を見回っている。七倉は門の近くで様子をうかがっているらしい。

　日ひ比び谷や公園に最近出没するという〈モノ〉を祓う。それが七倉に依頼された仕事だった。純たちは〈モノ〉の出現を待って、公園の中に張り込んでいる。

「今日中に現れてくれるとも限らねえんだろ。今からそんな緊張してたら身が持たないよ」

「そうだけど」

「それに、七倉の話だと、俺おれたちの方が強いんだろ」

「私たち、っていうか、私たちに溶けてる〈モノ〉の方が、物質度？　が高いって言ってたわよね。ここに出るヤツは、人間をまるごと食べたりはできない、取り憑ついて中身だけ喰くう食事の仕方をするタイプらしいけど。それって、私たちの方が強いってことになるの？」

「多分。あ、でも、俺おれたちに溶けてるのは四分の一ずつなんだよな。じゃあ一対一なら負けるかも。まあ、ミンナでチカラをアワセテ戦えば、なんとかなるんじゃねえの」

　早はや瀬せはふん、と鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「ふざけてるのね。余裕じゃない」

　怒ったのか、彼女はそのまま黙り込んだ。純じゆんは音を立てないようにこっそりため息をついた。

　その時、純の携帯電話が鳴った。早瀬が振り向く。

『見つけたよ』

　短い七なな倉くらの言葉に、純はにわかに緊張した。早瀬に目で合図する。早瀬は強こわばった動きで純の携帯電話に耳を寄せた。

「どこ？」

『今公園内の図書館から出てきたところだ。しかし、問題が発生した。奴やつはすでに人間に取り憑いている』

「え？」

　思わず早瀬と顔を見合わせた。彼女の形のよい眉まゆがぎゅっと寄せられている。

「どういうことだ」

『そのまんまの意味だよ。〈モノ〉は今、人の中にもぐり込んでその魂たましいを喰おうとしている。十四、五歳の女の子だ。肩までの黒髪、身長は百六十センチ弱で細身、オレンジのシャツに白の膝ひざ丈たけのスカート』

「ちょっと、ちょっと待ってくれ！」

　取り憑かれた少女の特徴を淡々と述べる七倉の言葉を遮さえぎって、純は声をあげた。

「それを一体どうしろっていうんだよ」

『……本当なら、私は監督に徹して、〈モノ〉の始末は全部君たちに任せようと思っていたんだがね。こうなっちゃ仕方ない。取り憑かれた子から〈モノ〉を追い出すところまでは私がやろう。図書館の裏手へ走れ。君たちが到着し次第、一帯に〝壁〟を立てる』

　純は、あの時屋上から飛び降りようとした自分を押し返した、柔らかく不快な感触を思い出した。

『急げ』

　七倉はそれだけ言って、通話を切った。

　純は早瀬と視線を交わし、走りだす。

　頭の中で公園内の地図を描えがく。水み藤とうと十じゆう文もん字じは今どの辺りにいるのだろう。多分同じように七倉からの連絡はいっていると思うけれど。

　向こうから歩いてくる人が、驚おどろいた顔をして脇わきによける。すれ違いざまに、わあ、と小さく声をもらすのが聞こえた。

　三角形の建物の頂点が見えた。素早く視線をめぐらせると、図書館の壁に寄りそうようにして、七なな倉くらと少女が立っていた。七倉はうさんくさいほど愛あい想そのよい笑顔を見せて、何事かをしゃべっている。少女は少し戸惑った顔をしながらも、それに対して頷うなずいているようだった。

　あの子の中に、〈モノ〉が？

　純じゆんは眉まゆをひそめて、七倉の向かいに立つ少女を見た。下がった目め尻じりと目にかかる長い前髪が内気そうな印象を与える。オフィス街にあり、利用者の大半が社会人であるこの公園に、中学生くらいの女の子は異質にも見えたが、本を詰め込んでいるらしいごつごつとふくれた手て提さげ袋を見ると、おそらく図書館の常連なのだろうと想像できる。

　純と早はや瀬せは足を緩ゆるめた。七倉が純たちを一いち瞥べつし、すぐに少女に視線を戻す。だが、少女は目の前の男の視線の動きに気づいたのか、それとも人が近づいてくる気配を感じたのか、振り返った。少女と目が合ったとたん、彼女の瞳ひとみの中で戸惑いの色が濃くなった。

　なんと挨あい拶さつしていいのかわからず、純はまず横にいる早瀬に目をやり、それから助けを求めるように七倉を見た。

「お知り合いですか」

　少女が七倉に訊きいた。戸惑いよりも怯おびえの方が強い声こわ色いろだ。

「うん、まあね。私の甥おいとその彼女だよ。紹介しよう、そっちが……」

「あの、私もう行きます」

　おそらく七倉はナンパ男よろしく少女に声をかけて、無理に引きとめていたのだろう。そこへ新たに見知らぬ人間が二人も、血相を変えて走り寄ってきたのでは、怖がって当然だ。

　少女は半歩身を引き、中途半はん端ぱな会え釈しやくをすると踵きびすを返した。そのまま走り去ろうと足を踏み出す。

　だが、七倉の手がすっと伸びて、少女の肘ひじをつかんだ。少女は身をすくめ、顔を強こわばらせて振り返る。七倉は変わらずにこにこ笑いながら、少女を見下ろしていた。その笑顔に、何な故ぜか純までぞっとした。

「もう少しだけ、一緒にいてくれないかな」

「は、離して。離さないと叫ぶから！」

　純は反射的に周囲をうかがった。平日の夕方とあって人は少ないが、それでも公園内を歩いている人々はちらほらと見える。今のこの様子だけでも見られるとまずい。ましてや、少女に叫ばれれば通報されても文句は言えない。

　七倉の顔から笑みが引いた。

「矢や代しろくん、早瀬さん。仕方ないから、先に〝壁〟を立てるよ」

「え？」

「ただ十じゆう文もん字じくんと水み藤とうくんを閉め出すことになってはいけないから、一方だけは開けておく」

　七なな倉くらはそう言うと、口の中で何かをつぶやき始めた。風もないのに、彼の髪がふわりと浮いた。七倉は軽く握った拳こぶしを自分の額に当て、胸に当てた。それから手のひらを開き、見えない台の上を撫なでるかのように動かす。

　純じゆんは思わずあとずさった。肩が早はや瀬せにぶつかる。見ると、彼女も真っ白な顔で七倉を凝ぎよう視ししていた。少女の方に目をやると、石にされたメドゥーサの目撃者のように、引きつった表情のまま固まっていた。

　ふと、息苦しいような閉へい塞そく感かんを感じた。空気の流れが止まった気がした。

「もう、叫んでもいいよ」

　七倉が、少女の腕を放した。

「半開きの中途半はん端ぱな結けつ界かいだけど、〝壁〟は一応立てた。君の声が外の人に聞きとがめられる可能性はほとんどない」

「あなたたち、一体何？　何を言ってるの？」

　少女の顔が、泣きそうに歪ゆがんだ。七倉は再び微笑ほほえんだ。さっきまでの薄気味悪いほどのにこやかさはなく、わずかに哀あわれむような色が見えた。

「君は今、よくないものに取り憑つかれている。気持ちが沈んだり、悪い考えにとらわれていたりはしないかい？」

　少女の肩が揺れた。

「大丈夫だ。君に取り憑いている〈モノ〉を、今から私たちが祓はらう。何、すぐにすむよ。君に対して祈き禱とう料りようを請求したり、怪しげな壺つぼを売りつけたりなどしないし、君はほんの数分ここにとどまるだけでいい。それがすんだら、あとはおかしな夢を見たとでも思って忘れなさい」

　少女は身を縮めて震ふるえていた。その目には厚く涙の膜が張っていた。

　だが、その透明な膜の向こうの瞳ひとみが突然変質した。

　闇やみから光の中へ飛び出した猫のように瞳どう孔こうが縮まり、目め尻じりがつり上がる。その様子の変化が意味するところを頭が認識する前に、少女は純の方に向かって飛びかかった。純はとっさに少女の肩と腕を押さえ込んだ。

　少女は悪鬼のような形相で、純を睨にらみ上げた。顔面そのものが、〈モノ〉の顔とすげかわってしまったのかと思った。少女は歯をむき出して、きえええ、と不気味な奇声をあげた。

　自分と組み合って暴れる年端もいかぬ少女が、たまらなく気持ちの悪いものに思えて、純は力任せに少女を突き飛ばした。少女は地面に叩たたきつけられるように転んだ。

「やめろ！　その子の体を乱暴に扱うな！」

　七倉の鋭い叱しつ責せきが飛ぶ。

　早瀬がすかさず少女に駆け寄り、抱だきしめるようにして押さえ込んだ。慌あわてて純もそれに加勢する。

「どうすりゃいいんだ！」

「少し待て」

　七なな倉くらは、いつの間にか例の縄を手にしていた。その両端を持ったまま、目を閉じている。

「早くしてくれ！」

　そう叫んだとき、突然腕の中で暴れる少女から力が抜けた。つられるように、純じゆんの腕も緩ゆるむ。

　少女の体が小刻みに震ふるえだした。顔を伏せ、消え入りそうな小さな泣き声で、痛いよ、とつぶやいた。少女の震えが腕から純の体に伝わり、心臓に届く。

　縄に締めつけられたときの、あの理り不ふ尽じんな痛みがよみがえった。あの痛みが、腕の中にいるか細い少女に襲おそいかかることを思って、純はひどくうろたえた。

　少女が顔を上げた。

　だがその顔は、いまだ悪鬼のものであった。

　少女は純と早はや瀬せを突き飛ばした。そのまま駆けだす。

〝壁〟の一方は、まだ開いている。

　嫌いやな汗が背中ににじんだ。急いで体勢を立て直して振り返る。

　だが、逃げ出す少女を抱だきとめるように捕まえた者がいた。

「水み藤とう！」

　水藤が少女を受けとめた格好のまま、立ちつくしている。その横には十じゆう文もん字じがいた。

　間髪入れずに、七倉が手に持った縄を投げた。水藤はその瞬間、顔を歪ゆがめて少女を突き放した。縄を恐れたのか、少女の中の〈モノ〉を嫌けん悪おしたのか。

　縄は明確な意志を持って、少女を縛しばりあげた。少女は口を楕だ円えん形けいに開き、空間を切り裂さくような声で一声叫ぶと、倒れた。

　唐とう突とつに、その場は静まりかえった。

　倒れた少女はぴくりとも動かない。

「お、終わったのか？」

　純の言葉に、七倉が肩をすくめた。

「まさか。ようやく始まったんだよ。今、残りの一方の〝壁〟を閉じた。今この場は、完全な密室だ。あとは君たちに任せる」

　七倉はそう言うと、少女を抱き起こした。彼女の首筋に目をとめると、七倉はゴミでも払いのけるかのように手のひらを動かす。

　その瞬間、何かが飛んだ。

　黒い。いや、違う。赤か。

　純が瞬時に認識したのは、その色だけだった。空気にさらされた血のような、赤黒い塊かたまりが空中を横切り、地面に落ちた。

「これが、〈モノ〉か」

　純じゆんはつぶやいた。

　赤黒い物体は、小鬼のように見えた。体長は三十センチ程度で、猿さるのような体の形をしていた。だが体表に毛はなく、赤黒くぬらぬらと光っている。顔の横から、耳だか角だかわからない尖とがったものが突き出していた。そいつはめまぐるしく周りを見回すと、純の顔めがけて跳とび上がった。

　薄汚れた、それでいて鋭く尖った爪つめと歯を見て、純は〈モノ〉を取り押さえるどころか、うわあと声をあげてよけてしまった。勢い余って尻しりもちをつく。

〈モノ〉はそのまま逃げ去ってしまうかと思った。だが、空中で何かにぶつかったかのように跳はね返り、再び地に落ちる。

〝壁〟だ。あの屋上で、飛び降りようとした純をはじき返した、七なな倉くらの〝壁〟だ。

　地面に這はいつくばった〈モノ〉に、十じゆう文もん字じが飛びかかった。だがその一瞬先に、〈モノ〉は体勢を立て直し、再びゴムボールが弾はずむように跳ね上がる。十文字の手は空くうを搔かき、まるで土下座をするかのように両手両足を地面につく。早はや瀬せの悲鳴があがった。彼女はでたらめに跳ね回る〈モノ〉に対して、こちらもでたらめに手を振り回している。水み藤とうは〈モノ〉を追いかけ、見えない〝壁〟にぶち当たった。勢いよく跳ね返されて、起き上がろうとしていた十文字を巻き込んで倒れた。

「重い！　どけ！」

「ごめん！」

「七倉さん！　どこに〝壁〟が立ってるんだよ！」

　純の言葉尻に、早瀬の叫び声が被かぶさった。見れば彼女も壁に当たったらしく、後ろ向きに転んでいた。〈モノ〉も閉じ込められて混乱しているのか、めちゃくちゃに跳び回っては壁に当たっている。

「七倉さん！」

　めちゃくちゃに揺さぶられている箱の中にいるような騒ぎの中、七倉は少女に累るいが及ばないように抱だきかかえて、無表情で純たちを眺ながめていた。

　純は大きく舌打ちして、〈モノ〉を視線で追った。半ば自や棄けになって両手を伸ばし、〈モノ〉につかみかかる。

〈モノ〉は体をひねり、純を見た。真っ黒な、底の知れない目が、純の顔へ向けられた。次の瞬間、〈モノ〉は伸ばされた純の腕の間をすり抜けた。

　ぶちり、と、嫌いやな音が耳元でした。

「矢や代しろくん！」

　早瀬の、悲鳴のような声が遠くから聞こえた。

　何が起こったか認識するよりも、痛みを感じるよりも先に、違和感を覚えた。

　左の耳が、おかしい。

　首筋を温かい液体が流れ、肩まで濡ぬらした。

　反射的に手で違和感の元を押さえる。耳たぶがあるべき場所に、何もない。

　寒気がした。同時に、焼けつくような痛みを感じた。

　呻うめきながら崩れると、早はや瀬せが抱だきつくように純じゆんの体を支え、一緒に座り込む。

　純は〈モノ〉を見た。肌の色と同化して、口元の汚れはほとんどわからなかったが、口の動きは見て取れた。

　何かを咀そ嚼しやくしているのだ。

「矢や代しろくん、耳が。耳が……」

　早瀬が半泣きの声で言って、純を抱きしめた。いつの間にか水み藤とうが側そばにしゃがみ込んでいて、傷を見せてと言いながら、純の腕をつかんでいた。だが純は、傷口から手を離すことができず、強こわばったまま歯を食いしばる。耳の痛みは直接頭に響き、何本も針を突き立てられているかのように痛んだ。
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　七なな倉くらが、一つため息をついた。少女の体をそっと地面に下ろすと数歩前に踏み出し、実に無む造ぞう作さに、跳とび回る〈モノ〉をはたき落とした。

「十じゆう文もん字じくん」

　静かな声で、七倉が呼んだ。十文字はすぐに意図を汲くんで、今度こそ地面に落ちた〈モノ〉を両手で取り押さえる。十文字の手の下で、〈モノ〉は耳みみ障ざわりな声をあげながらもがいていた。

「傷の手当ての前に、食事をすませるべきだな。三人とも、〈モノ〉に手を触ふれなさい」







　四人で〈モノ〉を食べ終えたあと、水み藤とうは純じゆんの傷を見た。

　きつく傷を押さえていた左手を無理に引き剝はがされる。

「これは……」

　水藤が顔をしかめた。七なな倉くらが歩み寄ってきて、立ったまま純の傷をのぞき込んだ。

「ああ、耳が半分ないね。こりゃあ痛そうだ。でもまあ大丈夫だよ。今の君ならすぐに治る。現に、もう血はほとんど止まっているだろう？」

　本当だ、と水藤がつぶやいた。少し離れたところから様子を見ていた十じゆう文もん字じが大きく息をついた。

　水藤は早はや瀬せからハンカチを受け取ると、それで傷口を押さえた。布に隔へだてられて、外界の音が少し遠くなる。水藤の指がハンカチの上で動くと、がさがさした音が頭の中に響いた。

　純は、地面に倒れたまま、頭だけ早瀬の膝ひざの上に載せられていた。不安そうに顔を歪ゆがませて、早瀬は純の右手をぎゅっと握っている。

「なんかお前ら、過保護の両親とぼっちゃんみたいだな」

　呆あきれたような声で、ぽつりと十文字が言った。純は痛みにしかめた顔のまま、十文字を睨にらみ上げた。だが、何かを言い返すほどの気力はもうなかった。

「ご苦労様。仕事終了だ。少々無ぶ様ざまではあったが、初めてであるわけだし仕方ないだろう」

　七倉はそう言って、足あし下もとに小さく盛り上がっている土くれを見下ろした。純たちが喰くらった〈モノ〉の残ざん骸がい。

「ああ、それと一応言っておくが、怪け我がしたからといって病院には行かないこと。君たちの体はもう常人とは違ってしまっているのだからね。他ほかにももし体に変調をきたしたら、私にまず連絡するんだ。いいね」

「じゃあこれは……」

　水藤は純の耳を示して、異議を唱える口調で言った。

「放っておいて平気さ。まあ、今日のところは水藤くんが面倒みてやるといい。手当ての仕方は心得ているだろう」

　七倉はそこで言葉を切って、ひどく複雑な表情になって水藤を見つめた。

「今日は君たちに、これからの生活の心得として、色々と言っておこうと思っていたんだけどね。特に水藤くん。君とはよく話し合わなければいけないのだが、まあ、今日のところはいいだろう。矢や代しろくんの介かい抱ほうを頼むよ。では、以上だ。ゆっくり休むといい」

　純の怪我を気き遣づかう言葉は一言もないまま、七倉はそう締めくくった。

　純は左手を持ち上げ、顔の前で開く。

　手のひらを濡ぬらす赤い血を見ながら、俺おれたちは人間の座から落ちたんだな、とようやく実感した。













　　　第二章　共とも喰ぐい〈再び初夏〉







　窓の外を、少年が落下していった。

　またか、と純じゆんはつぶやいた。一体どうして屋上から飛ぶようなことになったのか知らないし知りたくもないが、ありきたりな想像をめぐらせるなら、多分何かが辛つらくてそこから逃げ出したのだろうと思う。

　せっかく楽になったのに、なんだって幽ゆう霊れいになってまで落ち続けているんだか。

　純は掃はき出し窓を開け、サンダルを突っかけるとバルコニーに出た。手すりにもたれて下を見る。夏草を繁しげらせた植え込みがあるだけで、死体も人影もない。

　煙草たばこを一本箱から取り出してくわえた。喫煙の習慣を身につけたのは、一年前、初めての仕事兼「食事」のあとだった。その時はもうニコチンなんぞ効かない体になっていたが、家族や友人たちと距離をおくポーズを取るための小道具としてはそれなりに有効だったと思う。喫煙は、一いつ匹ぴき狼おおかみの気分を盛り立ててくれた。馬ば鹿か馬ば鹿かしくはあるけれど。

　部屋で吸うとにおいがつくと言って綾あや佳かが怒るため、もっぱらこのバルコニーが純の喫煙所になっていた。どうせあいつも副流煙の影響を受けるようなデリケートな体はしていないのだから、においくらい大目に見てほしい。あいつだって風呂の湯を断りもなく、駄だ菓が子しみたいなピンクや水色に変えるのだからお互い様だ。あれをされると、風呂からあがったあとやたらと体から甘ったるい匂においがしてかなわない。

「腹へったなあ」

　煙と一緒に声を吐き出す。あの飛び降り自殺霊れいを喰くってしまってもいいのだが、どうも見かけるたびに悪意が強まっていくため食欲がわかない。だが、一向に消える様子もなく、むしろどんどん恨うらみに凝こり固まっていくようなので、放っておくとそのうち生きている人間を害するようになるかもしれない。そうなる前に対処しなければならないだろう。

　……くそ、こんなことなら早めに喰っとくべきだったな。

　ふと気配を感じた。純じゆんは体をひねって上を見上げる。

　さっきこのバルコニーの前を通過して落ちていった少年が、屋上のフェンスの外にしゃがみ込み、半身を乗り出していた。この六階の部屋は最上階であるため、少年と純の距離は近い。

「よお」

　声をかけてみた。返事はない。霊的〈モノ〉とも半物質的〈モノ〉とも、今まで対話が成立したことはなかった。それはそれでありがたい。やはり言葉を交わした奴やつを喰うのは気分が悪いだろう。

「また、そこから飛び降りんのか。それなら、俺おれはお前を喰うよ」

　通じているのかはわからないが、純はそう言った。少年は暗い目で純を見下ろしていた。

「消えるなら消えろよ。はっきり言って、お前はあんまりうまそうじゃない」

　少年の目元は、隈くま取どりでもしているかのように黒く落ちくぼんでいた。少年は目を細めた。それはひどく悲しそうな顔に見えた。

　純はあえて無表情を崩さなかった。同情するそぶりは見せられない。今、純と少年は人間同士としてではなく、捕食者と被食者として向き合っているのだ。

　死んだ少年は立ち上がった。純は乗り出していた体を引っ込め、吸いかけの煙草たばこを足あし下もとに落とし、サンダルのつま先で踏み消した。

　少年が屋上の端を蹴けったのを、純は気配だけで感じ取った。まっすぐに手を手すりの外側に伸ばす。その上に少年が落ちかかってきた。少年の顔は弛し緩かんしていた。

　二度目の自殺だな。

　純の手の上で、少年は消えた。完全な霊的〈モノ〉は、残ざん骸がいである土くれすら残らない。

　手すりにつかまって、純はずるずると座り込んだ。腹を押さえて唇くちびるを嚙かみしめる。

「どうしたの」

　後ろから声がかかった。振り向くと、早はや瀬せ綾あや佳かが窓まど枠わくに手をかけて純を見下ろしていた。

「食あたりぃ……」

　ぐったりとバルコニーの手すりにもたれかかって言うと、綾あや佳かは呆あきれた顔をしてため息をついた。

「何食べたのよ」

「悪あく霊りようになりかけた少年を一人」

「馬ば鹿かじゃないの」

　綾佳はそう言いながらも、台所から水を一杯汲くんできてくれた。それから顔色を確かめるようにかがみ込む。

「水み藤とうくん呼んでこようか？」

「いや、平気。ていうか綾佳お前、やたらと水藤に手当てさせるのやめろよ」

「ああ、うん。……そうね」

　綾佳は神妙な顔になって黙った。純じゆんは空のコップを綾佳に返すと、ゆっくりと立ち上がってリビングに戻った。多少怪しい足取りでソファーのところまで行き、寝ころがる。

「今日の晩飯何ー？」

「自分で考えなさいよ。今日は純の当番だからね」

「え。俺おれはこの前やったばっかだよ」

「ホントは十じゆう文もん字じくんの当番の日なんだけど、今日は大学の人と飲みに行くってさっきメールが来たの」

　純は苦々しく舌打ちした。

「あんまり他人と関かかわるなって言われてんのに、あいつ……」

「あんたに言われたくないわよね」

　綾佳は鼻で笑った。純はちょっと下した唇くちびるを突き出して顔を背そむけた。

　半分人間ではなくなってしまった以上、普通の人々との生産的な関係はもう望めない。純たち四人にとって、他者に貼はるラベル──家族だとか友人だとか恋人だとかいうラベルの下には、もう一枚のラベルがある。「食糧候補」というラベル。いくら純たちが否定しても、生きるための体の仕組みが変わってしまった以上、そのラベルは厳然と存在する。そして、いつ上に貼られたラベルが剝はがれてしまうかわからない。

　そのことを自覚しなさい。自分たちはもう他ほかの人々とは違う生き物になってしまったのだと知るんだ。自分を戒いましめ、できるだけ他人と深く関わらないようにして生きていかなければならない。

　それが、七なな倉くらが純たちに言い含めた「心得」だった。

　言われた通り、純は家族から、友人たちから離れた。だが、ただ一人、紗さ也やからだけは離れられなかった。彼女のことを綾佳たちに話したことなど一度もないが、同居していれば感づかれてしまうのはやむを得ない。綾佳はそのことを揶や揄ゆしているのだろう。

「十文字くんなら平気よ。あんたと違ってしっかりしてるから、他人との距離の取り方はちゃんと心得てるでしょ」

「うるせえな」

　綾あや佳かは軽く笑った。純じゆんは横目で彼女の顔を見上げる。

「とにかく、俺おれは今日体調不良だ。晩飯はお前が代わりに作ってよ」

　綾佳は顔をしかめた。

「あんたたちはすぐにそうやって私に家事を押しつける。冗談じゃないわ。男女差別よ。私は飯めし炊たき女じゃないのよ」

「いや、女だからってより、単純にお前が作った飯が一番うまいからだろ」

　そう言うと、綾佳は少し機嫌を直したようだった。怒りっぽくて我がが強いけれど、意外と単純なところもある。純は少し笑った。

「水み藤とうもそれなりだけどな。そういえば、あいつの食事当番って少なくねえ？」

「そうなのよね。手先は器用だし料理もやればそこそこ上う手まいくせに、意外とものぐさですぐさぼるのよ、あの男は。文句を言ってもにっこり笑ってごまかされちゃう。まったくいまいましい」

「なんの話してるのかな」

　苦笑交じりの声がした。水藤がリビングの入口に立っていた。

「食事当番の不平等性についてよ。百歩譲ゆずって今晩は私が作るから、水藤くんも手伝ってよ」

「了解。ところで、今七なな倉くらさんから電話があったんだけど」

　水藤はそう言って、手に持った携帯電話を振ってみせた。純は体を起こしてソファーの上に座り直す。

「用件は？」

「仕事のお知らせ。相手はかなり物質度の高い〈モノ〉らしい。俺たちの中の奴やつと同じくらいだろうってさ。場所は京都。出発は明後日あさつての昼」

「ふうん。初めてじゃないか？　そこまで物質度の高い奴は。強いのかな」

「多分ね。まあ俺たちもいい加減場慣れしたし、七倉さんも全然心配してなさそうだったし、なんとかなるさ」

　水藤はそう言って笑うと、純の隣に座って背もたれに頭をあずけた。後ろで一つに結っている髪のゴムが気になったのか、一度背を起こして髪をほどき、もう一度もたれかかる。細い髪が彼の肩に落ちた。

　高校を卒業してから、水藤は髪を伸ばし始めた。彼の線の細い顔立ちに長髪は違和感なく似合っているが、どことなく世捨て人のような雰囲気を持つようになった。

　純も、まだ少し欠けている左耳を隠すため、昔よりは髪を長くしているのだが。

「今日は仕事ねえの？」

「うん。でも明後日からはまいったな。授業がみっしり入ってたのに。急に休み取らせてもらえるかな」

　水み藤とうは塾の講師を仕事にしている。大学には、行っていない。

　純じゆん、綾あや佳か、十じゆう文もん字じは、大学進学を機に実家を出た、という体裁だが、水藤だけは家出、もしくは勘かん当どうという形でここにいる。

（医者になるのは諦あきらめろって、七なな倉くらさんに言われたよ）

　一年前、夜中に純に電話をしてきた水藤は、そう言った。

（日常的に人が死ぬ場所にいるのは駄だ目めだってさ。目の前にもう助からないってわかっている人がいて、飢うえている自分がいて、それでも絶対に手を出さないでいられるほど、人は強くないって。君が医者になれば、命を救う人どころか、その逆になりかねないって）

　どうして七倉がそんなことを決めつけるんだ。あいつに水藤の将来をねじ曲げる権利なんかない。そんなようなことを、純は言った。だが、水藤は暗く笑った。

（矢や代しろくん。俺おれたちは、あの人に生かされているんだ。七倉さんの言うことは、絶対なんだよ）

　幼い頃ころから、自分は医者になるのだと信じて疑わなかった男は、医学部進学をやめた。

　優秀な跡継ぎの唐とう突とつな心変わりに、開業医である彼の父がどれほど動揺したのか、彼らの間にどんなやりとりがあったのかは、想像に難かたくない。

　結局、水藤は大学進学そのものを諦め、以前世話になっていた家庭教師のつてで、塾に講師として勤めるようになった。

　純は隣に座る水藤に視線をやった。彼は少し疲れた顔をしていた。
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　紗さ也やは隣に立つ男を見上げる。

　海を望める公園のデッキで、純は日が沈む様子を凝ぎよう視ししていた。手すりの上に頰ほお杖づえをついて、まるで何かが来るのを待っているような顔で夕日を見ている。向こう岸の建物の隙すき間まからまっすぐに射さす去り際ぎわの光が純の顔を照らす。緋ひ色いろに染まった純の顔は、見知らぬ人のようだった。

　紗也の視線に気づいているのかいないのか、純はこちらを見ようとはしない。

　紗也は少し迷った末、おそるおそる純の腕に自分の手を絡からませた。普段、紗也は自分から甘える仕草を見せることはほとんどない。けれど今は、純に触ふれていたいと思った。今つかまえておかないと、どこか遠くへ行ってしまって、もう二度と会えないような、妙な不安があった。

　純は少し驚おどろいた顔をして紗也を見たが、黙って肩を引き寄せてくれた。

　純は変わった。彼が何を考えているのか、紗也にはよくわからなくなった。最近の純は自分の事に関してほとんど何も言わない。高校の途中までは、純はクラスの中心で笑っている方だったのに、いつの間にか一人でいることが多くなっていた。大学での生活の様子は知らないが、少なくとも純じゆんの話の中に同じ名前が繰り返し出てくることはあまりない。

　大学に入っても自宅から通うと言っていたくせに、高校を卒業すると突然、「友達と同居するから」と言って家を出た。

　紗さ也やちゃん、お兄ちゃんと同どう棲せいするの？　純の高校生の妹が、内緒話をする声こわ音ねで問いかけてきたことがある。苦笑して否定すると、なあんだ、とつまらなそうな声を出された。お兄ちゃん大学遠くないくせに、ずいぶん頑固に言い張るからさ。てっきり紗也ちゃんと暮らしたいんだろうって思ってた。

　彼女の言葉を思い出して、紗也はため息をついた。

　同棲どころか、人は呼ばないって約束しているからと、純は一度も紗也を今の家へ連れていってくれたことはない。近くまで行くことさえ、極端に嫌う。

　そして、紗也は時々、純を怖いと思うようになった。純の言動に乱暴なところがあるわけでは決してない。ただ、純の目や仕草に時折不安を覚えるのだ。突然優しく引き寄せられて、齧られそうな。

　いつからこんなふうに変わってしまったのだろう。紗也は何度も考えた。紗也には、一つだけ思いあたる日があった。

　……塾からぼろぼろの姿で帰ってきて、幽ゆう霊れいがどうしたこうしたって言ってたっけ。

　あの日から、何かが大きくずれてしまったような気がする。

「そういえば」

　唐とう突とつに純が言った。

「明日から京都行くんだけど、みやげ欲しいものある？」

「明日から？」

　紗也は眉まゆを寄せた。

　誰だれと行くの、とか、なんでこんな時期に、という質問を吞のみ込んで、仏ぶつ頂ちよう面づらで返事をした。

「八やつ橋はし。皮だけのやつ」

　純は苦笑した。

「お前、皮好きだよな。肉まんとか大だい福ふくとかも、中身より皮重視だもんな」

　笑顔を見ていると、まあいいかという気持ちになった。

　紗也はそっと純の肩に頭をあずけ、首筋に顔を寄せた。すると、純のシャツの隙すき間まから、ふわりと甘い匂においが立ちのぼる。

　瞬間、紗也は体を強こわばらせた。香水の移り香がじゃない。もっと微かすかな匂い。ボディシャンプーか、入浴剤の匂いだろう。だけどどっちにしても、男の人が好んで使うようなものじゃない。

「純、今日実家に戻ってた？」

「戻ってない。なんで？」

　純の妹の顔が浮かんだのだが、あっさりと否定されて紗也は口をつぐんだ。

　訊きいてみればいい。純じゆん、なんだか甘い匂においがするけどどうしたの？　きっと、拍子抜けするようなつまらない答えが返ってくる。だけどもし。もし純が困った顔をして黙ってしまったら。焦あせって変な言い訳を並べだしたら。

　紗さ也やは唇くちびるを引き結んで、結局何も言えずに純から離れた。

　純は少し不思議そうな顔をしながらも、紗也の肩から手を離した。
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「しかし、仕事場所としてやたら京都多くねえか」

　純は新幹線の座席にだらしなく座って、誰だれに言うともなくつぶやいた。隣の席の綾あや佳かは黙ったまま窓の外を眺ながめている。通路を挟はさんだ反対側に座っている七なな倉くらが、その独り言めいた言葉を聞きつけて純を見た。

「京都は巨大な〈モノ〉が多く封じられている地だからね。それに引き寄せられるんだろう」

「封じられてる？」

「京都は結けつ界かいの都だよ。もともと、平へい安あん京きようは血で血を洗う権力争いの中で非ひ業ごうの死をとげた早さわ良ら親しん王のうや他戸おさべ親王、井上いのえ内ない親しん王のうの怨おん霊りようから逃れるために造られたんだ。町自体が大きな、それも何重もの結界になっている。もちろんこれは、外から来る悪いものを中に入れないための結界だがね」

「ふうん。でも、平安京っつったら、鬼だの天てん狗ぐだの、妖よう怪かいがあふれているイメージだけどな。病気になればやれ物ものの怪けだ。雷が鳴ればやれ祟たたりだって世界だろ」

「そうだね。風ふう水すい的にも理想の地に造られ、鬼門をことごとく封じて結界を張りめぐらせた鉄壁の都の中は、皮肉なことに〈モノ〉が跳ちよう梁りようする百ひやつ鬼き夜や行ぎようの世界になった。都には異界に通じる穴が開いてしまった魔ま所しよが点在しているからね。だが、あの都が結界を張るに適した地であることは確か。結果、その時代その時代のモノ祓ばらい師たちが手に余した〈モノ〉たちが、都の中に封じられることになったんだ」

「それって、永遠に封じ続けることができるの？」

　ふと、今までこちらの話に興味を向けていなかったように見えた綾佳が言った。大きな目を開いて、七倉の方を見ている。

「……多分、そうはいかないだろうね。結界は時と共に弱り、揺るぎだす。何かのきっかけがあればすぐにでも封じられた〈モノ〉が出てきてしまうだろう。その時、もう一度封じ直すことができる人がいるだろうかと考えると、正直ぞっとしないね」

　七倉は言葉を切ると、気を取り直すように頭を振って微笑した。

「まあ、京都の仕事が多いのは、単純にうちの本家が京都にあるから、依頼が持ち込まれやすいっていうこともあるんだけどね」

「おっさんの実家か」

「……おっさんと呼ばれてへそを曲げる権利は、私にもまだあると思うんだが」

「あー、七なな倉くらさんのご実家ですか？」

　七倉は苦笑した。

「実家というわけじゃないよ。私の両親はモノ祓ばらいのようなおかしな能力とは縁がなくて、まったく別の場所に住んでいるし。本家では私の祖父母と伯お父じ夫婦、従い兄と弟こたちの三代が暮らしている。他ほかにも、分家の人々や、私とはどういう縁えん戚せき関係になるのかよくわからないような遠縁の人たちも出入りしてる」

「それって、全部モノ祓い師なわけ？」

「全員というわけじゃないさ。でも、その多くがこの仕事になんらかの形で関かかわっていることは確かだ」

「その中で、あんたはどうなの。どのくらい強いんだよ？」

　七倉は困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「強い弱いという表現が適切かどうかは疑問だが、そうだな、モノ祓い師としての私の力はかなり高い部類に入るようだ」

「あんた、いつか言ってたよな。他の奴やつらには手に負えない〈モノ〉が出たときだけ仕事を受けてるって」

「今は君たちの食糧確保のために、なるべく手広く仕事を取っているつもりだよ。だけど、基本的にこの仕事はあまり好きじゃないからね」

　黙って純じゆんと七倉のやりとりを聞いていた綾あや佳かが、二人の方を見ないままぽつりとつぶやく。

「それでも必要とされるほどに、七倉さんの力は別格ってわけね」

　七倉は肯定も否定もせずに笑った。純もそれ以上突っ込んで尋たずねることはしないで黙った。

　車内はすいていた。後ろに座っている水み藤とうと十じゆう文もん字じの間にも今は会話がないらしく、静かだった。単調な走行音と冷たい風を吹き出す冷房の音だけが耳の中で響く。

　ぼんやりと前の座席を眺ながめながら、ふと純は思った。

「七倉さん」

「なんだい」

「本家の奴らは、今でも俺おれたちを祓った方がいいって思ってるのか？」

　隣で、綾佳が少し背を浮かせる気配がした。

　七倉は答えなかった。無表情のまま窓の外に視線を向け、独り言のように言った。

「もうすぐ着くよ」







　七倉の話を念頭において歩いてみると、町のあちこちに張られている結けつ界かいは、純にも容易に見つけることができた。七なな倉くらの使う〝壁〟にも似た、だがもっと複雑で細かい気配がそこら中に漂っている。糸のように細い刃物で、執しつ拗ようなほど念入りに編みあげられた籠かごのようなものだ。その気になってよく目を凝こらし気配をたどれば、どのような形に編みあげられているのかも見て取ることができるだろう。

　今まで幾度も京都での仕事はこなしてきたが気づかなかった。他ほかの場所よりも自分たちが祓はらうべき〈モノ〉の気配がわかりづらいとは思っていたが、それもそのはずだ。これだけ複雑に結けつ界かいが張られているのでは、仕事相手の気配などすぐに紛れてしまう。封じられた大きな〈モノ〉どもの気配がにじみ出して、古くからの都の空気は混こん沌とんとしていた。

「今までまったく気づかなかったとは、我ながら迂う闊かつだ」

　夜の都を歩きながら、純じゆんは独りごちた。

　一度気づいてしまうと、その結界はいかにも危なっかしく思えた。古くなって、ガタがきている感じだ。

　純は結界から意識を離し、〈モノ〉の気配を探ろうとしたが、綾あや佳かたち三人の気配を離れた場所にぽつぽつと感じることしかできなかった。さすがに自分と同じ気配は混沌の中でも嗅かぎ分けられる。

〈モノ〉の捜索を始めてから、今日で四日目だった。今まで、依頼を受けて現場に行ったはいいが、結局〈モノ〉が姿を現すことなく仕事が中止になったことが二度ほどあった。今回もそんなことになりはしないだろうかと、危き惧ぐを覚え始めていた。

　湿し気けった風がゆるゆると通り過ぎていった。暑さと湿気が夜の底に沈殿している。

　空の色は黒というより濃のう紺こんで、揺れる木の影が黒々とその輪りん郭かくを浮き立たせていた。空気そのものが、透き通った深い青色に染まっているかのようだ。

「おや、誰だれかと思えば」

　純の後ろから声がかかった。振り返る。京都に知り合いなんかいたかな、と頭の隅で考えた。

　そこには、小さな子供がいた。六歳くらいの男の子。

　ざんばら髪で、平安貴族が着ていたような着物──狩かり衣ぎぬといったっけ──を身にまとい、唇くちびるを上向きの三日月形に引き上げて笑っている。

　濃紺の空気の中で、白い狩衣と白い子供の顔が、ぼうと浮かび上がっていた。

　しばらくの間、純は魅み入いられたようにその子供と向き合って突っ立っていた。

　目の前の子が〈モノ〉であるという認識は、すぐにはわかなかった。

　格好は異様だが、それを差し引けば普通の子供にしか見えない。

　しかも、この子は今、人間の言葉でしゃべったじゃないか。

　子供は口元だけで笑ったまま、すい、と背を向けた。そのまま足音もなく駆けだし、角を曲がる。

　その瞬間、純の呪じゆ縛ばくが解けた。慌あわててあとを追ったが、子供が曲がったはずの角の向こうには、誰だれもいなかった。気配を探っても、やはり混こん沌とんの中に紛れてしまっている。

　純じゆんはポケットから携帯電話を取り出して、七なな倉くらにかけた。呼び出し音が途切れると、相手が声を発するのを待たずに言う。

「今、〈モノ〉を見た。なんだありゃ。人間の子供みたいだったぞ」

　そうか。と、七倉は無感動な声を出した。

「しかもしゃべった。向こうから声かけてきたんだ。あんなのありかよ」

『ありだろう。私はまだ経験ないが、〈モノ〉と言葉を交わしたという記録はいくらもある。少なくとも、一年前の君たちの体験よりはずっと普通のことだよ』

「そうかよ」

『それで？　見たって言うことは、まだ喰くってないのか』

「逃げられた」

『なるほど。それじゃあ、あとの三人をその場所に集めるのは性急に過ぎるな。純のいる場所を中心にして三人には周囲を捜させよう』

　純は自分の居場所を伝えて電話を切った。

　顔を上げる。

　視界の端を、白いものがよぎった。

　はっと顔を向けると、一区画向こうを白い狩かり衣ぎぬが横切っていった。純はぎょっとして一瞬立ちつくし、すぐに我に返ってそちらへ向かって走る。だが案の定、角を曲がると白い子供の姿はどこにもない。迷まい子ごのようにきょろきょろと辺りを見回すと、先ほどまで純がいた角に狩衣の袖そでがちらりと見えた。

　今度はすぐに走りださずに、冷静に気配だけを追う。だがやはり、それもすぐに見失ってしまった。

　仕方なく、今袖が見えた角まで戻る。走っても仕方がない気がして、周りに注意を配りながらことさらゆっくり歩いた。

　角を曲がる。

　ざんばら髪の子供がそこにいた。三日月の口元で、純を待っていた。

「お前っ！」

　思わず叫んで飛びかかると、子供はまた身を翻ひるがえして駆けた。

　ふふふ、と、子供らしからぬ忍び笑いがなびくように流れてきた。

　どこかに誘い込もうとしているのか。

　そう思い、警戒する。だが、一つ角を曲がると、再び子供の姿は消えていた。

　誘い込もうとしているんじゃない。からかっているんだ。

　あれは子供じゃない。だけど、子供のように純粋に、ただ純をからかって楽しんでいる。

「出てこい！　俺おれはお前と遊ぶ気はねえんだ！」

「非ひ道どいな。ずいぶんと手前勝手な言い分じゃあないか」

　すぐ後ろから声がした。純じゆんは振り向くと同時に数歩分飛び退のいた。触ふれそうなほど近くにざんばら髪の頭があった。

　子供は面白そうな顔をして、純を見上げた。

「貴様は俺おれを喰くうのだろう？　それならばその前に、少しばかり遊んでくれても罰ばちはあたらないと思うのだがね。第一、これから喰ってやろうという相手に対して、出てこいはなかろう。そんなことを言われて出てくる奴やつぁそうそういないよ」

「お前は出てきたじゃねえか」

　子供は、さも愉快そうにくつくつ笑った。

「そうさね。そんなのは俺くらいだろう」

「お前みたいな饒じよう舌ぜつな奴は初めてだよ」

「そうかい。貴様の中に溶けているそいつがあんまり懐なつかしいものだから、つい話しかけたくなったのさ。そいつと俺は性質が近いから、言葉も通じやすくていい」

　純は目を見開いた。思わず半歩あとずさる。

「お前、俺の中の奴と知り合いか」

「面白い奴だったから良く覚えているよ。おかしな奴という点では、俺もあいつも同類だ。性しようは俺と正反対だったがね。奴ぁ食欲旺おう盛せいで、存在することに対してずいぶんと貪どん欲よくだった。お陰で珍妙な最さい期ごを迎えたようだな」

「お前はどうなんだ」

「俺は面白いことが好きだ。存在し続けること自体にとりわけの執着はない。いずれにせよ、俺は貴様に勝てぬ。喰らうが良い」

　濃のう紺こんの空を雲が泳ぎ、月の前を横切った。月光が弱まる。

「お前、強いんだろ。俺に溶けた奴と同じくらい強いって聞いた」

「何、貴様ほどではない」

「俺に溶けてるのは四分の一だけだ。切れっ端ぱしだよ。それなら、お前の方が強いんじゃねえのか」

　子供は目を細め、ふふん、と声を出した。

「本当にそう思っているのなら、たった一人で俺を捜してうろついたりはすまい。貴様は共喰いを繰り返しながら奴の切れっ端を大事に育て、強くなっていったのだろう？」

「共喰い？」

　純は顔をしかめた。

「人を喰わずに共喰いをする。貴様も面白い奴だ」

　こめかみの脈動が強まった。血流が速まり、頭に血が上っていく。

　純は拳こぶしを握りしめて、子供の姿をした〈モノ〉を睨にらみつけた。

「俺おれは人間だ。共とも喰ぐいなんかじゃない。モノ祓ばらい師として、人間を喰う化け物を退治しているだけだ」

「ほう」

　子供が、馬ば鹿かにしたような声をあげた。

　純じゆんは地を蹴けった。子供につかみかかる。子供は笑みを浮かべたままかわし、ふわりと舞うように逃げた。

　視界から逃したら、また消えちまう。

　純は体勢を立て直して子供を追う。

　ふと、その進行方向に人影が現れた。

「矢や代しろ？」

「十じゆう文もん字じ！　その子供だ！」

　十文字の反応は速かった。脇わき道みちと本道を両方ふさげる位置に走り込む。

　子供は立ち止まり、純の方を振り返った。純はもう迷わずに、〈モノ〉の首に手をかけた。

　人間の子供と同じ、細くて頼りない感触だった。

　子供はまだ、三日月形の口をして笑えんでいた。

「貴様の顚てん末まつ、貴様の腹の中から見ていてやろう」

　手の中の細い首が、ぼろりと崩れた。

　最さい期ごまで笑みを刻んだままであった白い顔も、時代錯さく誤ごの白い狩かり衣ぎぬも、一瞬のうちに黒い土くれに変わって純の足あし下もとに落ちた。

「終わったな」

　十文字が言った。純は頷うなずく。

「変な奴やつだった。人間の子供みたいな姿していて、人間みたいにぺらぺらしゃべってたよ」

　もうこういう奴を喰うのは嫌いやだ、と純は思った。子供の姿をした〈モノ〉は、人と同じ思考力を持っていて、人間の言葉で語りかけてきた。これじゃあ人間とどこが違うのかわからない。

　共喰い、という言葉が純の耳について離れなかった。共喰いなんかじゃないと言い返したが、結局純は元人間であるいわゆる幽ゆう霊れいも食糧にしているわけで、そうするとどっちに転んでも共喰いになってしまっているのかもしれない。

「何陰いん鬱うつな顔してんだ。さっさと分けろ。こっちも腹へってるんだよ」

　十文字が苛いら立だたしげな声を投げた。純は憮ぶ然ぜんとして彼を見返す。

「今分ける。がっつくんじゃねえよ」

　今はまだ、〈モノ〉を仮に体の中に取り込んでいる状態だ。いわば、リスが頰ほお袋ぶくろに食糧を一時ためているようなものだ。これを四人で分け、それからようやく消化を始める。

　純はまず十文字に取り分を食べさせるため、握手を求める形で手を差し出した。十文字がその手を取ろうとしたとき、こちらへ向かってくる軽い足音が聞こえてきた。

　十じゆう文もん字じは手を止め、足音の方向に顔を向けた。気配を感じ取ろうとしているようで、細い目をさらに糸のように細くしている。

「早はや瀬せだな」

「ああ」

　角を曲がり、長い髪を散らして女が現れた。

「いた！　二人の気配が固まってるから何かあったのかと思って」

　言葉の途中で、綾あや佳かは純じゆんの足あし下もとに積もっている土くれに目を落とした。

「あ、もう終わったの？」

　そうだよ、一足遅かったな。

　そう言おうとした。

　だがそれは言葉にならなかった。純の意思に反して、口の代わりに体が動いた。

　地面を蹴けり、手を伸ばし、綾佳の白い首をめがけて襲おそいかかる。

「えっ？」

　綾佳は目を見張った。立ちすくんだまま純の顔を見返している。

　顔の筋肉が動き、自分の顔面が笑みの形を作ったのを感じた。

　純の指先が綾佳の首にかかり、彼女を押し倒した。

　背をしたたかに打ちつけ、綾佳の顔が歪ゆがむ。

　指に力を入れる。その瞬間、純の腕と胸ぐらが乱暴につかまれた。背中から石いし畳だたみの上に叩たたきつけられる。

　十文字は怒りの形相で純の体を地に押さえつけ、唸うなるような声を出した。

「お前、なんのつもりだ」

「ふふ。最後に少々悪ふざけをしてみただけさ。気を悪くするな」

　純の口から、子供の声が出た。

　十文字がわずかに身を引く。純は喉のど元もとに手をやった。体は自由に動くようになっていた。

「お前」

「戻った。戻ったよ、俺おれだ。矢や代しろ純だ。だからもうどけ」

　純がそう言って両手を軽く上げてみせると、十文字は気味の悪そうな顔をして体を離した。

「なんだ、今の」

「今喰くった、〈モノ〉、だろ。多分……」

「取り憑つかれてるのか、お前」

　取り憑かれている？　まさか。喰ったのは俺の方で、喰われたのは向こうの方だ。

　──心配しなくとも良い。すぐに腹の中でこなれて消えるさ。

　頭の中で声がした。純はぎょっとして、辺りを見回す。

「純？」

　綾あや佳かが怪け訝げんな顔で純じゆんの顔をのぞき込んだ。

　──貴様らのような、まじりものだらけの異端者どもが大きくなっていくのは、なかなか愉快だ。俺おれもその一助となってやろう。

　純は片手で頭を押さえ、歯を食いしばった。頭に響く声を叩たたきつぶすように、拳こぶしで石いし畳だたみを殴なぐりつける。

　薄笑いを残して、声は消えた。

「なんだお前。薄気味悪い」

　十じゆう文もん字じが露ろ骨こつに顔をしかめて体を後ろにずらした。

「うるせえ。〈モノ〉がまだ俺の中にそっくり入っていて、頭の中でごちゃごちゃ言うんだよ。早く受け取れ！　とっとと消化しちまわないと、気持ち悪くてしょうがねえ」

（人を喰くわずに共喰いをする。貴様も面白い奴やつだ）

　あの子供の姿の〈モノ〉はそう言った。

　どっちが共なのか。俺はちゃんと〈モノ〉を喰うことができたのか。それとも逆に喰われてしまったのか。

　頭がぼんやりして、何もかもが曖あい昧まいに思えた。




　　　　　　＊




　夜が明けると、寝ている四人を残したまま、七なな倉くら和かず巳みはホテルを出た。

　四日間の昼夜逆転生活のおかげで、朝の陽ひ射ざしがしわしわと目にしみた。

　気は進まなかったが、こっちの仕事を終えたからには、報告がてら本家に顔を出さないわけにはいかない。前までは、仕事を受けてやっているという立場だったので好き勝手もできた。だが、本家の反対を押し切って彼らを手元に置き、彼らの食糧のために仕事をいただいているという微妙な立場になってしまったからには、礼を欠くわけにはいかなかった。

　門をくぐると、家政婦が七倉に気づいた。彼女に導かれ、客間に通される。

　畳を替えたばかりなのか、新しい藺い草ぐさの匂においがした。庭に面した側の障しよう子じは開け放たれていて、庭園の緑に日の光が落ち、風で葉が揺れるたびにキラキラと白く反射して光るのが見える。蟬せみが鳴いている。

　廊下側の障子が音もなく開いた。

「和巳」

　押し出しのいい、五十代後半の男が入ってきた。髪には白いもの、というより銀色のものが多く混ざっている。

　七なな倉くらは丁てい寧ねいに礼をした。男は七倉の向かい側に腰を下ろした。

「昨夜、ご依頼のモノ祓ばらいを完了しました」

「うん」

　男は腕を組み、少し困った顔をした。

「知っているよ」

　七倉は眉まゆをひそめた。知っている？

「なあ、君はいつまで彼らの面倒をみるつもりだ」

「一生です」

「しかし、いつまでもこんな状態を続けられるとは……」

「晴はる輝き伯お父じさん。このことはもう何度も話し合ったはずです。責任は私が取ります」

　伯父は沈黙した。ためらうそぶりを見せる。

「……昨夜、矢や代しろ純じゆんが少々暴走したようだな」

「暴走？」

「喰くった〈モノ〉の影響で、仲間に襲おそいかかった。知らなかったのか？」

　初耳だった。そんなこと、彼らは何も言っていなかった。

「見張らせていたんですね」

「そうだ。黙っていて悪かったが、言えば君は嫌いやがるような気がしてね」

「いえ、伯父さんが必要だと判断したのなら結構です」

　うむ、と唸うなるような声を出して伯父は頷うなずいた。

「それで、結局昨夜は事なきを得たようだが、もし彼が襲いかかった相手が一般人だったなら、最悪の事態が起きていたかもしれんのだ」

　七倉は膝ひざの上で拳こぶしを握り込んだ。

「しかも、君はそれを知らなかった。そんなことで、どうやって責任を取るというのだね。いや、知らなかったことを責めているわけじゃない。彼らだってそんなことを君に報告したくはなかっただろうし、君も四六時中彼らに張りついて監視するわけにもいかない。君に彼らの行動のすべてを把は握あくすることなど、ましてやコントロールすることなどできん。だがな、昨夜はもし悪い偶然が重なっていたら、普通の人が彼に殺されていたかもしれないんだよ。そうなっていたら、君はどうする。反はん魂ごん術じゆつでも使って被害者を蘇よみがえらせられるとでもいうのかね。いいか和かず巳み。責任を取ることなど誰にもできないんだ！」

　伯父は声を張りあげた。大声のあとの沈黙は耳の奥が痛む。蟬せみの声だけが響いている。

「今回、こちらの方での仕事だったので監視をつけさせたが、東京での日常生活まで絶えず見張らせ続けることはできない。いや、たとえ見張らせ続けたとしても、いざというときに誰だれが彼らを止められる。今のうちに彼らを祓うべきだ」

「なりません。彼らは人を殺したりなどしない」

「何な故ぜそう言い切れる。言っておくが、彼らのことを信じるとか信じないとか、そういうレベルの話はしていない。いつか、彼らの人間としての意思に反して、そういう事態が起こってしまうかもしれないと言っているんだ。そうなる前に祓はらってしまうのが、彼らのためでもある」

「都合のいいことを言わないで下さい」

「一年前に比べて、彼らはずいぶんと強くなったそうじゃないか。単に戦い慣れただけではあるまい。〈モノ〉を喰くうたびに、彼らの力は増しているんじゃないのか。手に負えなくなる前に、決断を下すべきだ。君なら、今の彼らを祓うこともできるだろう。いや、君に祓えなどと酷こくなことは言わない。人数さえいれば和かず巳みでなくても……」

「いい加減にして下さい。彼らは人間です。彼らを祓うのは人殺しだ！」

　七なな倉くらは声を荒げた。もうこんな話はしたくない。

　だが、伯お父じは引き下がらなかった。

「ならば言い方を変えよう。今のうちに、彼らを殺してしまうべきだ」

「ふざけるな！」

　七倉は座卓を叩たたいた。

　伯父は、哀あわれむような目をして七倉を見た。

「和巳、君の気持ちはわかる。自分のミスのために人生を狂わされてしまった彼らに、これ以上の不幸を与えたくないのだろう？　しかし」

　もういい。

　七倉は立ち上がった。

「これ以上話しても無む駄だでしょう。彼らは私が守ります。そして、彼らから他人を、ちゃんと守ってみせます」

　失礼します、と言って、七倉は廊下に出た。

　苛いら立だったような伯父の声が追ってきた。

「思い上がるなよ、和巳！」













　　　第三章　反転〈冬〉







　ここしばらくの間、非常に飢うえていたのは確かだった。

　最近校内で悪いことが続いているので、もしかしたら何か憑ついているのかもしれない。不安だから清めてくれという、普段の七なな倉くらなら絶対に引き受けないようなきわめて漠ばく然ぜんとした仕事を受けたのも、少しでも純じゆんたちの飢えをしのぐことができればと慮おもんぱかってのことだったはずだ。

　だから純は最初から、この仕事に期待などしていなかった。

　半物質的〈モノ〉などいるはずもなかったし、霊れい的てき〈モノ〉でさえ、本当にいるかどうか怪しいと思っていた。

　最初から期待などしていなかった。だから、何も欲張る必要などなかったのだ。

　純は十じゆう文もん字じの顔を正面から睨にらみつけた。

「なんで彼女を喰くった」

　十文字はうるさげに顔をしかめ、純を見やる。

「なんでも何もねえだろう。幽ゆう霊れいを喰うぐらい、お前も何度もやってるだろ」

　依頼の高校の校舎に入ってみると、案の定そこには確固とした霊的〈モノ〉もなく、ただ雑多な霊の集合体がぼんやりと校内に漂っていただけだった。

　その中に、少女はいた。死にたての魂たましいのような、みずみずしい霊だった。文化祭の準備中、踏み台から転落し、看板の下敷きになって圧死した不運な子。校内に漂う集合霊のせいで、学校の中から出ることもできず、逆にその中に取り込まれそうになって怯おびえていた。

　霞かすみを喰うようなものだったが、純たちは校内に充満していた霊の集合体を喰いつくした。

　それで、少女は自由になるはずだった。

　純とて、食欲を感じないわけではなかったが、安あん堵どに緩ゆるむ少女の顔を見ると、もうそれだけで満足だった。

　それなのに。

　十文字は、消えていこうとする少女の霊をねじ伏せ、喰った。

　瞬まばたきをして涙を散らし、純たちに礼を言うように微笑ほほえんだ少女の顔に驚おどろきが浮かび、すぐに恐怖と悲しみに歪ゆがむのを純は見た。悲鳴の形に開かれた薄い少女の唇くちびるを、助けを求めるように突き出された手を、目の前で見た。制止は間に合わなかった。

「飢えてんのはわかるよ。俺おれらみんなそうだ。だけど、あんな子を喰うことはなかっただろうが！　あんな可哀かわい想そうな……」

　はっ、と十文字は息だけで笑った。

「幽ゆう霊れいなんてみんな可哀かわい想そうなもんだろ。どこでそれを差別化するんだよ」

「あの子はここに閉じ込められていただけだった。解放されて、喜んで消えていこうとしていただろ！　この世に齧かじりついてとどまっているような霊とは違う！　安らかに眠ろうとしていた奴やつを力ずくで引きとめて喰くらうのはルール違反だ！」

「お前の中のルールなんて知ったこっちゃねえよ！」

「笑っていた子の顔を苦痛に歪ゆがませて、てめえはなんとも思わないのかよ！」

「純じゆん」

　横合いから、七なな倉くらの声がかかった。

「十じゆう文もん字じを責めるのは、筋違いだよ」

　七倉は腕を組み、難しい顔をしていた。綾あや佳かと水み藤とうは仲裁に入る気はないようで、黒板の横と窓まど際ぎわに立っておのおの別の方向を見たまま押し黙っている。

「うるせえよ。おっさんにはわからねえ」

　わかるわけがない。飢うえと闘たたかう辛つらさも、その中でぎりぎりの良心を守ろうとする気持ちも。

　十文字は不愉快そうに眉まゆを寄せて、じっと純を見ていた。やがて、声のトーンを落として吐き出す。

「死んでる人間と自分たちが生きていくこと、どっちが大事なんだよ。綺き麗れい事ごと言うな」

「生きるためなら何をしてもいいとは思わない。それが綺麗事かよ」

「綺麗事だ。消えていきそうになった幽霊喰ったことが、そんなに大おお事ごとかよ。お前、気が向いたときだけ善人ぶって、自分を正当化したいだけなんじゃないのか」

「なんだと？」

　十文字は冷笑した。

「それとも、腹がへって気が立ってるだけか？　心配しないでも、今喰った分はちゃんと分けるさ」

「てめえ！」

　頭にカッと血が上り、純は十文字につかみかかった。二人の間にあった机が耳みみ障ざわりな音を立てて倒れる。胸ぐらを締めあげ、頰ほおを殴なぐりつけた。十文字の体が後ろによろめき、さらに机が倒れる。

　高い舌打ちが聞こえると同時に、肩に衝しよう撃げきがきた。純は背後の壁に叩たたきつけられる。

　拳こぶしが飛ぶのが見えた。とっさに半身をひねってよける。耳の側そばで鈍い音がして、背そむけた顔の上にコンクリートのかけらが降ってくる。

　肩を壁に縫ぬいつける十文字の腕に、純は指を食い込ませた。十文字の腕はさほどの抵抗もなく外れ、肩が自由になる。そのはずみで一歩よろける。十文字の腕が持ち上がった。

　外側へ、薙なぎ払うような一撃。右頰に思いきり食らって、純の体が浮く。床に手をついて辛かろうじて転倒を避ける。

　純じゆんは口の中ににじんできた血を吐き出して、再び飛びかかった。もみ合った末、お互いに相手の胸ぐらを取り合う形になる。

「いい加減にしないか！」

　七なな倉くらの叱しつ責せきが飛んだ。

　そのとたん、二人の間に〝壁〟が生まれ、それにはじかれて、純は十じゆう文もん字じから引き離された。すかさず〝壁〟が純を取り巻き、身動きを取れなくする。

「くそっ」

　純は毒づいて、自分を包む〝壁〟に抵抗しようとした。

　だが、すぐにやめる。

　無む駄だな抵抗だと思ったからではない。体に当たった〝壁〟が、思いのほか脆もろく感じられたからだ。少し力を込めれば、簡単に破ることができそうなほどに。

　七倉の〝壁〟の弱さに、純は少なからず戸惑った。

　十文字も抵抗をやめていた。そして、おとなしくしてろ、とでも言うような目をして純を見た。

　七倉は今までにない厳しい顔で、純と十文字を睨にらんでいた。窓の外からもれ入る月明かりしかない暗くら闇やみの中でもわかるほど、七倉の顔色は白かった。




　　　　　　＊




「険悪なムードでつつく鍋なべほど最低なものってないわよね」

　綾あや佳かがうんざりした顔で言いながら、豆とう腐ふと白はく菜さいをすくい取って自分の皿に入れた。

「じゃあなんで鍋なんだよ」

「場が和なごむかと思ったのよ。察しなさいよ、私の心こころ遣づかいを」

　純はちらりと視線を上げて、向かいに座る十文字を盗み見た。十文字はしゃべる機能など最初からないような顔をして完全に押し黙り、そばをすすっている。

　昨夜の一件以来、十文字とは一言も口をきいていない。とりわけききたいとも思わないし、まだ腹も立てているのだが、いきなり殴なぐりかかったことは悪かったと少し思っている。

　もともと、純は十文字とはそりが合わなかった。何かとつっかかってくるのは綾佳も一緒だが、十文字には彼女のような単純な明るさがない。十文字の言動が癇かんに障さわることは多かったし、向こうにとってもそうなのだろうと思う。

　正方形のこたつをぎすぎすした思いで四方から取り囲んで鍋を食うというのは、確かにどう考えても素敵な食事ではなかった。ただ水み藤とう一人は空気の悪さを気にした様子もなく、うどんがなかったからといって代わりに鍋にそばを入れるのはいかがなものだろうかと提言し、文句があるのなら自分で作れと綾あや佳かに叱しかられている。

　袖そでを捲まくり上げた十じゆう文もん字じの腕が、鍋なべの上に伸びた。純じゆんはその腕の内側に、ふさがりかけの細長い傷を見つける。

　大たい抵ていのことでは怪け我がなどしないくせにどうしたのだろうと少し考え、昨夜の殴なぐり合いの喧けん嘩かを思い出した。自分の手を見下ろす。少々爪つめが伸びていた。もみ合っているときにひっかいたのだろう。

　純は立ち上がった。

「もういいの？」

「ああ」

　綾佳は少し嫌いやな顔をした。

「あんまり食べてないじゃない。せめて胃袋くらいは満たしてやりなさいよ」

　あー、と適当な返事をして、自分の食器を片づけると、薬箱から爪切りを取って自分の部屋に入った。

　ベッドの上であぐらをかく。考えてみれば、ずいぶんと長い間爪を切っていない気がした。だがそのわりにはたいして伸びていない。純の爪は透明度が高く、つやつやと光っていた。昔と爪の質が変わったように思える。

　爪切りの刃の間に爪を挟はさみ、力を入れる。だが思ったよりも硬く、切れなかった。もう少し力を加える。すると、ぱちん、という高い音の代わりに、がきっと鈍い音がした。

「え？」

　思わず声が出た。破片が足の上に落ちた。爪の破片ではない。爪切りの破片だ。

　爪切りの刃が、爪の硬度に負けて割れていた。
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　苦々しい思いで、純はしばらくの間壊れた爪切りを見つめていた。

　また、体の変化が進んでいる。

「また化け物に一歩近づいたってわけかい」

　爪切りに向かって愚ぐ痴ちってみたが、空むなしくなっただけだった。

　純は爪切りを机の上に放りなげ、布ふ団とんを被かぶって横になった。

　飢うえていた。最近、半物質的〈モノ〉を祓はらう仕事がとんと来ない。霊れい的てき〈モノ〉だけでは飢えをしのぎきることはできない。

　このまま仕事が来なければ、俺おれたちはどうなるのだろうか、と考える。飢え死にだろうか。

　だけど、もし次々とモノ祓いの仕事が舞い込み、食糧に困らない状況になったとしても、この先どうなるのだろうかという疑問は同じだ。〈モノ〉を喰くって、満たされ、強くなり、どんどん化け物に近づいていく。俺たちの体はどこまで変化し続けるのだろうか。いつまで、人間でいられるのだろうか。

　自分の思考が完全に後ろ向きになっていることに気づいて、純はため息をついた。

　その時、椅い子すの背にかけてあるコートのポケットで携帯電話が鳴った。

　純じゆんはかったるい思いでベッドから這はい出し、電話を取り出す。ディスプレイを見ると、紗さ也やからだった。

「何？」

『あ、ごめん。今忙しい？』

　純の声に不機嫌さがあったのか、紗也はいきなり謝った。純は意識的に声を改める。

「いや平気。なんの用？」

　いくら好意的な声を出してみたところで、出てくる言葉がこれでは、用がなければ電話をするなというニュアンスに取られても仕方ない。取り繕つくろう言葉を考えていると、先に紗也が遠慮がちな声を出した。

『用ってほどじゃないんだけど……。純、全然実家に寄りつかないでしょ。小お母ばさんが心配して、私のとこに相談にきたの』

「年越しは帰ったよ」

『でも大おお晦日みそかの夕方に来たのに、一日ついたちの夜にはもう高こう円えん寺じのマンションに戻ったっていうじゃない』

「だからなんだよ。お前俺おれに説教するために電話してきたのか」

　思わず声が尖とがった。これでは八つ当たりだ。自分に腹が立つ。

　電話の向こうで、紗さ也やが怯ひるんだ気配がした。だが再び聞こえてきた彼女の声は、予想外に毅き然ぜんとしていた。

『心配してることを伝えるのが説教だっていうなら、そうだね。私は説教するために電話をかけたんだ。小お母ばさんだけじゃない、私もずっと心配してる』

　純じゆんは一瞬なんと返していいのか迷い、言葉に詰まった。

「悪かったよ」

　結局、何に関して謝っているのかよくわからないまま、純はそう言った。

　紗也はしばらくの間黙った。

『純、変わったよね』

「ああ、変わったさ」

　身体的にも精神的にも、取り返しのつかないほどに変わった。

（他人と深くつきあうのはやめなさい。今近くにいる人たちからは離れた方がいい）

　最初の頃ころに七なな倉くらにそう言われた。それを無視して、紗也とだけは変わらぬつきあいを続けてきた。だけどそれももう限界なのかもしれない。

『私考えたんだ。いつから、純が変わったのか。色々考えて、結局あの日だと思った。純が塾からひどい格好で帰ってきた日』

　心臓が一拍跳はねた。

『何があったのか、話してはくれないの』

　純は目をつぶる。もう、潮時なのかもしれない。

「話せないよ」

　別れよう。そう言うべきだと思った。だが、電話じゃない方がいいのではと思い、なにも今じゃなくても、と思った。その場しのぎの逃げだとは自覚していたけれど。

　そのあと自分が何を言って、紗也が何を話したのか、よく覚えていなかった。気がつくと電話を切っていて、純はそれを手にしたままぼんやりしていた。

　幼なじみだった。紗也とは小学校、中学校、高校とずっと一緒だった。異様に近い位置に建っている隣同士の家に住んでいて、しかもお互いの部屋の窓は向かい合わせ。最初は照れくささもあって、すごく嫌いやだった。けれど、電話いらずだし、手を伸ばせば届くほど近いために物の貸し借りも簡単なので、次第に便利に思うようになっていった。そしていつからか、窓ガラス二つ隔へだてた向こうに紗也がいることを、なんとなくうれしく感じるようになっていた。

　親友で、理解者で、大事な人間だった。大事な女だった。

　別れようと決意しては、自分の執着の深さを思い知る。







「早はや瀬せ」

　一言も発さずに黙々と鍋なべを食べていた十じゆう文もん字じが突然声をかけてきた。綾あや佳かは石像がしゃべったのを見たかのように驚おどろいてしまった。

「何？」

「多少言いすぎたような気がしないでもないんで、フォローしておいてくれ」

　なんの話かと思ってきょとんとしていると、水み藤とうが苦笑して問い返した。

「純じゆんに？」

　そこでやっと、昨日の喧けん嘩かの話だと理解する。十文字は顎あごをわずかに引いて頷うなずいた。

「まあ、基本的には言った言葉を撤てつ回かいするつもりはないけどな」

　綾佳は小さくため息をついた。

「やれやれだわ。いいけどね」

　綾佳は立ち上がって食べ終えた鍋を片づける。急きゆう須すに茶葉を入れて、湯飲みを棚から取り出した。ゆず色に白化粧をほどこしてある信楽しがらき焼やきの湯飲み。七なな倉くらが四つそろいでくれたものだ。

　熱い緑茶を入れて戻ると、十文字が自分の手のひらを見下ろしていた。綾佳が湯飲みの一つを彼の前に置くと、微妙に視線を揺らした。めずらしく、何かをためらっているように見えた。

「どうかした？　他ほかにも何か？」

「昨日の、いらないか」

「昨日の？」

「俺おれが喰くった、霊れい的てき〈モノ〉」

　まさに喧嘩の原因となった、例の少女の幽ゆう霊れいだ。綾佳は驚いて目を見開いた。

「まだ消化してなかったの？」

　十文字はきまり悪げな顔をした。

「別に、自分一人のために喰ったわけじゃない」

　昨日の少女は霊的〈モノ〉としては濃い方だったが、飢うえを癒いやせるほどではない。分け合ってしまえば一人分は本当に微々たるものだろう。それでも一人で喰ってしまわずに、綾佳たちに分ける機会をうかがっていたのかと思うと、その律りち儀ぎさに思わず苦笑してしまった。

　旅立とうとしていた少女の霊に対する十文字の暴力的な振る舞いには、正直綾佳もいい気持ちはしていなかった。だがここで断れば、十文字をただの悪者にしてしまうような気がして、綾佳はためらいがちに手を差し出した。

　十文字は水藤を見た。その視線を受けて、水藤は微笑するとゆっくりと首を横に振った。

「俺はいいよ。二人で分けてくれ」

　十文字は綾佳の手を取った。つながれた手から、熱いものが流れ込んでくる。それはすうっと冷たくなり、また熱くなった。

　悪意のない綺き麗れいな〈モノ〉だった。わずかに満たされはしたが、綾佳は少し悲しくなった。

〈モノ〉を分け終えたあとも、何な故ぜか十文字の手はすぐには離れず、長く骨張った指はきつすぎない強さで、けれどしっかりと綾あや佳かの手を包み込んでいた。
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　純じゆんは大学の帰りに七なな倉くらの店に向かった。荻おぎ窪くぼの駅で降りて、だらだらと歩く。無む声せい音おんのか細い悲鳴みたいな音を立てて風が吹きつけた。向かいから歩いてくる男女のカップルが、申し合わせたように首をすくめて目を細める。二人は身を寄せ合い、風が吹き過ぎるまで、女はマフラーに顎あごを埋うずめ、男はコートの襟えり元もとを片手でかきよせていた。純は彼らとすれ違いながら、そういえば俺おれはいつの間にか寒暖の感覚が鈍くなったな、と思った。

　なだらかな坂を上りきると、丸太小屋のような外装のこぢんまりとした店が見えてくる。七倉が経営している和食器の店だ。

　店内は照明がしぼられていて薄暗い。蘇す芳おう色いろの布を敷いた陳列台の上には、陶器や磁器の茶ちや碗わんや皿が並べられていて、黄色味を帯びた柔らかい照明がそれを照らしている。

「純か。今日は学校帰りかい？」

　店の奥から、笑いを含んだ声がかかった。カウンターの内側で七倉が頰ほお杖づえをついてこちらを見ている。

「そりゃあ平日のこの時間なら当然学校帰りだろ」

「そうかな。君は手ぶらでやってくることもよくあるように思うけど。君が鞄かばんも持たずに大学に通っているとは知らなかった」

　七倉は眉まゆを下げて笑うと、立ち上がって店の奥の引き戸を開けた。

「まあ、あがりなさい」

　純は、この七倉の店を二カ月に一度訪れている。四人の生活についての報告と、自分の体の状態の申告をするためだ。

　七倉は、純たちが高校を卒業すると、四人に共同生活を命じ、部屋を見み繕つくろってきた。そして、二週間ごとに交代で七倉のもとを訪ね、自分と自分の目から見た他ほかの三人の様子を包み隠さず報告するよう指示した。純たち四人を監視するための工夫の一つだ。

「君たち、大学を卒業したらこの店でも手伝うかい？」

　塩しお大だい福ふくとほうじ茶を用意しながら、七倉が言った。純は苦笑する。

「この店、あと四人も人手いらないだろ、明らかに」

「じゃあ君らのために二号店でも出そうか。貯金ならそこそこあるよ」

　ふざけた声こわ音ねで言う七倉につきあって、純も少しだけ笑った。それから、笑いを引っ込める。

「なんでそこまで面倒みてくれるんだ」

　両手で包んだ湯飲みの中に目を落として、純は言った。

「感謝してるって意味じゃねえぞ」

「わかってる。感謝されても困るさ。私は君たちに対して責任ある立場だ。それだけだよ」

　純じゆんは七なな倉くらを見た。初めて会った頃ころ感じていた、正体不明の恐怖も神秘性も、今の七倉の上には感じられなかった。

「あの時、あんたが〈モノ〉を取り逃がしたせいで俺おれたちはこんなことになったから、その責任を取ってるってこと？」

「そうさ」

　七倉は気軽な調子で頷うなずいた。

「自分で言うのもなんだが、確かに私はモノ祓ばらい師としては別格だったからね。驕おごっていたし、常にどこかで相手をなめてもいた。あの時も、きちんと周りに〝壁〟を立てて万全の態勢で臨のぞんでいれば、おそらく君たちが〈モノ〉と同化してしまうようなことも起きなかっただろう。私の驕りが、君たちの運命をねじ曲げたんだ。責任は私にある」

　言葉の内容のわりに、七倉の口調はあっさりしていた。

「なんで今さらそんなこと言うんだよ。あんた、ずっと俺たちに対して余裕ぶってて、高圧的に接していたじゃないか」

「純の言う通り、私は余裕ぶってただけさ。なめられたらおしまいだと気負う新米教師みたいなもんだ」

　茶をすすりながら七倉は言った。

　純はじっと七倉を見つめた。七倉は純を見返さない。食い入るような純の視線を無視して、畳たたみの目でも数えているような顔で、やや前方の床を見ている。

「俺たちが怖いのか」

　純は言った。初めて会った日、七倉に同じことを問われたのを思い出した。

「怖いさ」

　さらりと七倉は答えた。

「だが怖がっていては君たちを守れない」

「守る？」

　七倉は湯飲みを置き、突然立ち上がると引き戸を閉めた。木製の戸を閉めてしまうと、店の方を見通せなくなる。客が来たら困るのではないかと純は訝いぶかしんだが、質問をためらわせる雰囲気があった。七倉は純の正面に座り直し、ようやく目を合わせた。

「手に負えなくなる前に君たちを祓ってしまおうという動きが強くなっている。夏の始めに、京都でかなり物質度の高い〈モノ〉を祓っただろう。あの時以来、その動きが強まってきていて、今がその最高潮にあるんだ。君たちを殺すことができる時期の、ぎりぎりの境界線は今だとね。ばらしてしまえば、ここ最近はずっと、君たちに本家の監視がついている」

　純は息を吞のんだ。目を見開き、思わず七倉の全身を眺ながめ回す。

「なんで、それを俺に教えてくれる」

「言っただろ、君たちを守るためだ。正直に言おう。私はもう、今の君たちには勝てない。この前の、純じゆんと十じゆう文もん字じの喧けん嘩かの仲裁で、それをよく思い知った」

　あの時、純はそうしようと思えば七なな倉くらの〝壁〟を破ることができた。それも、たやすく。

「もう私の力とはったりでは、君たちを抑えられない。だから率直に話す」

「つまり……今、俺おれたちは命を狙ねらわれてるってことか？」

　七倉は首を横に振った。

「いいや、まだそこまではいっていない。様子見の段階だよ。だが、いつでも計画を実行に移せるようにしておくための様子見だとも言える」

　純は黙ったまま唾つばを飲み下した。動どう悸きがする。

「私一人が正面からぶつかって勝てなくとも、数にものをいわせて君たちを暗殺することならできる。だがそうはさせない。本家において、私の発言権は健在だ。君たちを祓はらおうとする勢力は私が抑える。君たちは親兄弟もいれば戸こ籍せきもある、れっきとした人間だ。もしも本家が早まるようなことがあれば、公おおやけに訴え出てやると言ってある」

　七倉は一度言葉を切って、試すような目をした。

「だがこれ以上問題が起これば、もう庇かばいきることはできなくなるんだ」

「……俺たちはどうすればいいんだ？」

「おとなしくしていなさい。たとえ仲間内のいさかいであっても、もう二度と暴力的な振る舞いはするな。真ま面じ目めに大学には通い、他人とは距離を取って、飢うえていることは表面に出さず、静かで平へい穏おんな生活を送るんだ。そうしている限り、私は君たちを守ることができる」

　純は、座卓の下で拳こぶしを握り込んだ。

　静かに、平穏に。簡単に言ってくれる。飢えの苦しさも、人と深く関かかわれない孤独も、理り不ふ尽じんな現状への苛いら立だちも未来への不安も、何も知らないくせに。

　だが、七倉が本気で純たちを守ろうとしていることも確かで、純は腹の底からわき上がる反はん駁ばくの言葉を押しとどめ、ただ一言だけ訊きいた。

「いつまで？」

「いつまでもだ」

　反論を封じるような言い方で、七倉は答えた。純は沈黙した。

「君たちを消そうとする動きが強まっていること、まだ他ほかの三人には言わないでおいてほしい。特に十文字には」

「なんでだよ」

「私は、十文字には少し不安を感じている。彼がこのことを知ったら、逆に無茶なことをするんじゃないかと心配しているんだ。彼が無鉄砲だとか、そういうことではなく……むしろ、落ち着いているという点では十文字が一番落ち着いていると思うのだけど……ただ、彼の持つ価値観は、私とは違う気がする」

　七なな倉くらにしては歯切れの悪い口調だった。

「だから、彼には知らせたくない。しかし、彼にだけ隠すのもよくないだろう。今のところは、君が状況を理解し、三人の様子にも気をつけていてくれ」

「なんか、スパイみたいで嫌いやだな」

　ぼそりと純じゆんがこぼすと、七倉は苦笑いして、仕方ないだろうと言った。純はため息をついて了解の意を告げると、立ち上がった。

「純、立ち入ったことを言うが、君は伏ふし見み紗さ也やさんといまだにつきあっているね」

　帰りかけた純を、硬質な七倉の声が引きとめた。純は振り返る。

「調べたのか」

「君を監視している本家の人間からの報告だよ」

　いくつかの言い訳やごまかしの言葉が浮かんだが、口にのぼるものは何一つなかった。純はただ無表情に七倉を見つめ、七倉も同じような顔で純を見ていた。

「純。『雨う月げつ物もの語がたり』の『青あお頭ず巾きん』って知っているかい？　愛する稚ち児ごの死し骸がいを喰くらって鬼になった坊ぼう主ずの話」

「……何が言いたいんだ」

「愛情は憎しみと同じくらいやっかいなものだということさ」

　純は顔をしかめた。

　嫌みったらしい言い方しやがって。言いたいことがあるならはっきり言え、このくそおやじ。

　仏ぶつ頂ちよう面づらを背そむけて引き戸を開け、店の方に出ると、後ろから七倉の静かな声が追ってきた。その声は、さっきよりは率直な言葉をつづった。

「他人に執着するな。本物の鬼になるぞ」
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　授業を終えて、講師室で生徒の個人カードを記入していると、同どう僚りように呼ばれた。

「水み藤とうくん、女の子が呼んでるよ。見かけない顔だから、多分うちの生徒じゃないんじゃないかなあ」

　にやにやしながら言われて、水藤は苦笑しながら礼を言うと席を立った。

　生徒以外に自分を訪ねてくる人間の心あたりなどないけど、と考えながら廊下に出る。ドアの脇わきに立っていた女が、くるりとこちらを向いた。水藤は息を吞のんだ。

「涼りよう子こ」

「久しぶりだね、お兄ちゃん」

　涼子は怒った顔でそう言ってから、少しだけ笑った。

　水藤は少なからずうろたえながらも、彼女を連れ出して塾の隣の喫茶店に入った。一年近く会っていなかった妹は、また少し大人おとなびたように見えた。

「どうして俺おれがあそこで働いてるってわかったんだ」

　コーヒーを二人分注文し、腰を落ち着けるとすぐに、水み藤とうはそう訊きいた。

「友達の彼氏が、そこの塾に通ってるの。それで、塾が終わる頃ころに彼氏を迎えに行ったら、お兄ちゃんを見かけたんだって。その友達が教えてくれた」

「そうか」

　水藤はため息をついた。

「しかし、お前の友達は俺の顔を知ってたのか」

　妹の友人をほとんど把は握あくしていなかった水藤がやや驚おどろいて言うと、涼りよう子こは呆あきれた顔をした。

「何度かうちに遊びに来てたもの。その子、前お兄ちゃんのこと好きだったんだよ。顔が綺き麗れいで、優しくて頭がよくて……」

「将来は総合病院の跡取りの座が約束されていて？」

　水藤は苦笑した。

「なるほど、俺は優良物件だったわけだ。だけど、重要なセールスポイントがぼろぼろと剝はがれ落ちて、値は大暴落だな」

「そんな言い方しないで」

　涼子は優しく咎とがめる言い方をした。

「うん」

　自分のいじけたような言い様を反省して素直に頷うなずくと、涼子は表情をやわらげる。

「ところで、涼子は大学どうするんだ。今は受験シーズン真っ盛りじゃないか」

「私はもう推すい薦せんで決まってるから。短大に行くの」

　コーヒーが運ばれてきた。涼子は手をつけずに、じっと黒い水面を見つめた。

「なんでお兄ちゃんがいきなり医学部進学をやめたのか、今さら訊いたりはしないよ」

　涼子は視線を上げずに言う。

「あの時、誰だれが何を訊いても、絶対に何も言わなかったもんね。だけど、家を飛び出したっきり一度も連絡もしてくれないのはひどいんじゃないかな。私にくらい居場所を教えてくれたってよかったじゃない」

「悪かったよ。でも、完全に家から離れたかったんだ。俺はもう、親の期待には何一つそえないから、それなら中途半はん端ぱに思いを残させるよりは、いっそ縁を切ってしまった方がいい。死んだものと思ってくれたらいいって、考えてた」

　涼子の顔が悲しげに歪ゆがんだ。水藤の胸が痛む。彼女の悲しい顔はあまり見たことがなかった。いつでもどんなときでも、涼子は笑っていたような気がする。

「そんなこと言ったって、お兄ちゃんは生きているもの。せっかく会えたんだから、住んでる場所くらい教えて。お父さんにばらしたりなんてしないから」

　水み藤とうがためらっていると、教えてくれない限り帰らないから、と涼りよう子こは柔らかい声で、それでも頑固に言い張った。

「まあいいけど……。でも来るんじゃないぞ。人と一緒に住んでいるから、来ても家にはあげられない」

「まさか、女の人？」

「馬ば鹿か」

　涼子が笑う。

　そういえば綾あや佳かさんは女だったな、と水藤は遅ればせながら思い出した。

「父さんと母さんはどうしてる？」

「元気だよ。お兄ちゃんの話は、二人の間でタブーになってるみたいだけど。代わりに私の結婚相手の話を時々してるよ。将来、有望そうな医者をお婿むこさんにもらわなきゃいけないからね」

　涼子の結婚相手に病院を継がせるつもりなのか。

　水藤は眉まゆを寄せた。水藤のつけを、涼子が払わされる。

「ごめん」

　真ま面じ目めに謝ると、涼子は仕方ないなあという顔をした。

「そのことは別にいいんだ。うちの病院継いでくれる人と結婚するのは嫌いやじゃない。私、結構誰だれとでも幸せにやっていける自信あるし」

　涼子はあっけらかんとして言った。

「私、恋愛体質じゃないし、親の決めた結婚だって構わないって思ってる。うちのおばあちゃんだって、お嫁にいくまで相手のことほとんど知らなかったらしいけど、おじいちゃんと仲よく暮らしてるもんね」

　水藤はなんと答えていいのかわからず、曖あい昧まいな苦笑をもらす。

「恋、したくはないのか」

　言ってしまってから、とてつもなく馬鹿な質問だと後悔した。そんなこと、訊きいてどうする。

　ぷ、と涼子が軽く噴き出した。

「うーん、どうかな。憧あこがれないわけじゃないけど、積極的に求めてるわけでもないよ」

　涼子は昔と変わらず、恋に関して淡い質たちであるように見えた。この子は、ずっとこのままなのかもしれない。恋に漠ばく然ぜんとした憧れを抱いだき、そのくせ具体的な誰かを求めない少女のまま。それは彼女の一面しか見ていない兄の、勝手な思い込みかもしれないけれど。

　不意に、涼子が困ったようなはにかんだような顔をして言った。

「お父さんの病院に勤めてる、遠とお野のさんって若いお医者さん知ってる？」

「知ってるよ。去年の春うちの病院に来た内科医だろ。父さんに頼まれたらしくて、俺おれに医学部についてや研修医の仕事について、よく話してくれた」

　涼子の顔が少し曇った。思い出したくないことを思い出させてしまったと感じたのかもしれない。水み藤とうは笑ってみせた。

「彼がどうかした？　告白でもされたの」

　涼りよう子こはもぞもぞと口を動かす。

「うん、まあ、そうかな。悪い人ではないと思うんだけど……」

「つきあう気はないわけだ」

「うん」

　涼子はきまり悪げに頷うなずいた。水藤は息を吐く。

「俺おれも、あの人は薦すすめない」

　自分の個人的な印象でこんなことを言うのはよくないのかもしれない。だけど。

　遠とお野のは、飄ひよう々ひようとしてつかみどころのない男ではあったが、明るく親切だった。ただ、時々、笑顔の下から、暗く粘ねん着ちやく質しつな感情をのぞかせることがあった。君は将来を約束された子なんだから、頑張らなきゃね。そう言って笑う遠野の目は、口調の明るさとは裏腹の、妬ねたむような暗さがあった。

　涼子は困惑げに笑った。

「あの人はお医者さんだし、つきあってもいいのかもしれないけれど」

「そんな理由で決めるもんじゃない」

　水藤は言った。まだ十八なのに、恋愛感情以外のところで交際相手を選ぼうとする妹を、悲しく思った。

　水藤の気持ちを察したのか、涼子は表情を改め、明るい声を出す。

「そうだね。結婚なんて、まだまだ先の話だし。もしその頃ころまでにすごく好きでたまらない人ができたら、お兄ちゃんを見習って駆け落ちでもしようかな」

「そうさ。お前の人生なんだから、好きにすればいいんだ。駆け落ちの際は連絡してくれ。助すけ太だ刀ちしてやる」

　まぜっかえすような涼子の口調に乗って、水藤も笑い交じりに言う。

　すると、つと涼子が真顔になった。

「お兄ちゃんもだよ」

　大切な壊れ物をそっと取り出すように、涼子は言った。

「お兄ちゃんの人生だってお兄ちゃんのものなんだから、好きにしていいんだと思うよ。お父さんだって、ちゃんと話せばわかってくれると思う。でも、お兄ちゃん何も言わないんだもの。何も言わないでいきなり変わっちゃったら、そりゃ心配するよ。ねえ、わかってる？　私たちみんな、怒ってるんじゃないんだよ。心配しているんだよ？」

　返す言葉がなくて、水藤は黙り込んだ。

　涼子は、寂しそうに微笑ほほえんだまま、返答を求めることもなく静かにカップを口に運んだ。
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　帰ってきた十じゆう文もん字じの姿を見て、綾あや佳かは目を剝むいた。

「何、お葬式だったの？　誰だれの？」

　喪も服ふくに身を包んだ十文字は、黒いネクタイをほどきながら短く答えた。

「母親」

　綾佳は絶句した。

　昨夜、十文字から、今日は帰らないとメールをもらっていた。特に気にとめなかったし返信もしなかったけれど、じゃああれはお通つ夜やだったからなのかと、呆ぼう然ぜんとする。

「なんで言ってくれなかったのよ」

　何か言わなきゃと思って口を開いたら、そんな言葉が出た。

　なんで私は親を亡なくした人を前にして、恨うらみ言ごとみたいなことを言ってるんだと自分に腹を立てて口をつぐむ。

「別に、聞いて楽しい話でもないだろ」

　十文字は気にした様子もなく、こともなげに言った。

　綾佳は言葉を探して視線をさまよわせた。

　ご愁しゆう傷しよう様さまと言うのは、皮肉っぽく、白々しく聞こえるような気がする。ご愁傷様です。こんな重要な場面で言うべき言葉なのに、どうして日常生活の中で軽々しく使われていたりするんだろう。

「水み藤とうと矢や代しろは？」

　綾佳が言葉を見つけるよりも先に、十文字が訊きいた。

「水藤くんは仕事。純じゆんは七なな倉くらさんのところに定期報告に行ってるはず」

「そうか。なら、外に飯食いに行かないか」

　珍しい申し出に、綾佳は一つ二つ瞬まばたきをした。







　じゅわっと鮮やかな音で鉄板が鳴った。ソースの香ばしい匂においと熱い湯気が立ち上っている。

　何を食べるか協議した末、二人はお好み焼きの店に入っていた。夕食には少し遅い時間になっていたせいか、店内はほどよくすいている。

　イカ天、豚天、ピザ風お好み焼きや、チーズと餅もちのトッピングのものなど、色々な種類のタネを頼んで焼き、小さく切り分けてお互い好きに取って食べた。十文字は、死んだ母親の話も、今日の葬式の話もしなかった。たわいもなくくだらない話をして笑ったり黙ったりしながら、ひたすらに食べた。

「早はや瀬せ、兄弟いる？」

　お好み焼きに飽あきて、もんじゃ焼きと焼きそばに移行した頃ころ、ふと十じゆう文もん字じが言った。

　そういえば、一年近くも一緒に暮らしているのに、お互いの家族について何も話したことがないのだと、綾あや佳かは今さらながら気づく。

「いるわよ、たくさん。私五人兄弟の二番目だもの。一番下の妹なんてまだ三歳よ。……言っておくけど、父親が若い女と再婚して産ませたとか、そんな話じゃないわよ。うちの両親、今でも手をつないで外出するようなバカ夫婦だからね。でも、私やお姉ちゃんが一番下の妹連れてると、あらあなたのお子さん？　なんてからかわれて嫌いやなのよ。まあ、からかわれるならまだいいけど、密ひそかに『最近の若い子は……』なんて本気で思われてたらたまらないわよね」

　十文字はおかしそうに口の中で笑った。少しだけ目め尻じりが下がる。

　彼がこんな顔をして笑うのは珍しいので、綾佳はまじまじとその顔を見てしまった。

「五人兄弟で一番上と下が女で、あとの二人は？」

「二人とも男よ。今中学生。これは年子なんだけど、もううるさいのなんのって」

　言いながら、賑にぎやかな実家の風景が目の奥によみがえった。構ってもらえないとすぐに拗すねて、無理矢理膝ひざの上によじ上のぼり気を引こうとする小さな妹。いつもつるんで遊んだり悪戯いたずらしたりしているくせに、しょっちゅうとっくみ合いの喧けん嘩かをするやんちゃな弟たち。綾佳、浩こう平へいと清せい治じがあんたの部屋で暴れ回ってたわよ、止めた方がいいんじゃない？　たまに帰ってくるお姉ちゃんは優しいけれど要領がよくて、何な故ぜかいつも私が弟や妹の面倒をみる羽目になっていた。

　もう、戻れない場所。

　綾佳は苦笑した。

「まあそんな家だから、親も下三人の面倒みるのに忙しくて、家を出た私のことはあまり詮せん索さくしないでくれてるけどね。高校卒業と同時に一人暮らし、ってパターンはお姉ちゃんで慣れてるし」

　けれど、いつまでこんな生活を不審感を持たれないまま続けることができるだろう。少しうつむくと、空気が急に沈んだ。綾佳は気持ちをごまかすように微笑して訊きいた。

「十文字くんは？」

「弟が一人」

　簡潔な答えが返ってくる。

　向こうから家族の話を振ってきたということは、母親のことを訊いてもいいということだろうかとふと思いあたって、綾佳はそっと言ってみた。

「お母さん、どうして亡なくなったの？」

「病気だよ」

　十文字はそれだけ言って黙り込んだ。

　クレープに似た甘い生地を焼き、チョコレートやチーズを巻いて食べる「くるくる巻き」なるものを最後に食べて、二人は食事を終えた。

　胃袋は限界まで詰まっていたが、満足感は半分だ。体のもう半分は、長く半物質的〈モノ〉を摂せつ取しゆしていないために、変わらず飢うえを感じている。

「お腹なかすいたね」

　思わず綾あや佳かがつぶやくと、お茶を運んできた店員がぎょっとした顔をした。







　店の外に出ると、店内の熱気で紅潮していた頰ほおに、冷たい夜風が気持ちよかった。

　少し遠回りして帰ろうと十じゆう文もん字じが言い、綾佳はそれにつきあって二人で川沿いを歩いた。

「母親、末期ガンだったんだ」

　唐とう突とつに十文字が言った。

「三年前に発覚した。余命一年って宣告だったから、かなり長持ちした方」

「そう」

　他ほかに答えようもなくて、綾佳はただ静かに頷うなずいた。

　月を映した川かわ面もが揺れて、白い光が未知の水中生物のようにぐねぐねと変形しながらうごめいている。

「うちの家族はもともと破は綻たんしてた。よくある話だけど、父親が余よ所そに女作ってね。母親もそれに気づいていた。冷えきったまま、お互い離婚を言いだす機会をうかがっている状態が長く続いたんだ。そんなとき、母親の病気が発覚したわけだ」

「それで、夫婦仲は修復されたの？」

「いいや。まあ、父親としては離婚を言いだしにくい状況になっただろうけど、代わりに母親の方が決断した。『病を楯たてにあなたを縛しばりつける気は毛頭ない。別れましょう』とな。我が母親ながら潔いさぎよい女だったよ」

　他ひ人と事ごとのような口調だった。綾佳はそっと隣の十文字の顔を見上げてみたが、そこにはなんの表情も浮かんではいなかった。

「父親は、すぐにでも愛人と結婚したかったから、その申し出はありがたかったろうよ。ただ困ったのは俺おれの処遇だ」

「弟さんは？」

「俺が言うのもなんだが、弟は可愛かわいかったからな。素直で元気で、大人おとなにやたらと可愛がられていた。あんなコブなら、少しも再婚の妨さまたげになりはしないさ」

「ああ、なるほど。十文字くんは可愛くないものね」

　綾佳が言うと、十文字はむっつりとした顔でそっぽを向いた。どう見ても可愛くない。

「……まあそれで、一応俺は、両親の離婚に際して父親に意向を訊きかれたわけだ。母親のもとに残って看病すると答えたよ。他ほかに答えようもねえ」

「確かにね。お母さんを一人で放っておくのも、辛つらいしね」

　十じゆう文もん字じは痛みをこらえるような顔をした。何が彼にそんな顔をさせたのかわからず、綾あや佳かは黙った。

　しばらく無言のまま歩いていたが、十文字が「俺おれは、」とぽつりとつぶやいた。見ると、彼の顔は元の無表情に戻っていた。

「俺はどうも、家の中に居場所を作りそこねたらしい。弟がやたらと人に好かれる質たちだったから、ガキの頃ころはよく疎そ外がい感かんを感じてた。けどまあ、いじけた気持ちをあからさまに外に出さないくらいのプライドは、子供ながらにもあって、俺は弟とは逆の人間になるんだって密ひそかに思ってたんだ。あいつは可愛かわいがられて大事にされて育てばいい。だけど俺は、誰だれにも頼らずに生きていける人間になるんだって」

「前向きなんだか後ろ向きなんだかわからない決意ね」

　綾佳は半ば呆あきれてコメントしたが、十文字はあまり聞いていないようだった。

「そんなふうにして成長してったら、いつの間にか俺は家の中で半分客みたいに扱われるようになってた」

「客？」

「そう。親と弟が楽しそうに笑っている居間に俺が入っていくと、不意に話をやめる。やたらと気を遣つかってくる。決して憎まれてはいなかったさ。ある程度信頼されてはいたと思うし、多少の好意も持たれていたと思う。けどその好意は、『余よ所その人』に抱いだくそれのように遠かった」

　綾佳は少しの間考えてから、口を開いた。

「十文字くん、純じゆんのこと好き？」

「は？」

　十文字は完全に虚を突かれた顔をして、口をぽかんと開いた。彼がここまで間の抜けた顔をするのを初めて見たな、と綾佳は少し満足する。

「純のこと好き？」

「いや、好きか嫌いかって訊きかれりゃ嫌い寄りだぞ」

「まあそうだろうね。じゃ、純なんかどうでもいいと思ってる？」

「そりゃどうでもよくはねえよ」

「でしょ。私たちに溶けてる〈モノ〉は一つだもんね。他にはないつながりがあるわけで、ある意味血を分けた兄弟ともいえるわよね。だから、一人の人間として自分とは相あい容いれない部分とか嫌いやな部分があっても、どうでもよくはならないし、絶対に『余所の人』なんかにはならないのよ。家族なんてそれと一緒でしょ。あんたはいじけてただけ。いじけて壁作ってたから、家族の人もその壁の内側に踏み込めないでいただけでしょ。そんなことで家の中に居場所がなかったなんて思ってたんなら、ただの馬ば鹿かよ、馬鹿」

　言ってしまってから、十じゆう文もん字じが今日母親の葬式を終えたばかりであることを思い出した。しまった、もっと優しくすればよかったと後悔して横を見ると、十文字は目から鱗うろこが落ちたような顔をしていた。

「そうか、馬ば鹿かか」

「……知ったかぶって言ってみただけよ。鵜う吞のみにしなくていいから」

「いいや。俺おれは馬鹿で、失敗したんだな」

　やはり今日の十文字はいつもと違うと、綾あや佳かは思った。いつもなら絶対に話さないような過去や、子供じみた自分のコンプレックスまで語り、不安定に揺れている。彼は見た目以上に、いやもしかしたら自分で自覚している以上に、母親の死がこたえているのかもしれない。

「俺は、母親の面倒をみるって約束しておきながら、途中で見捨てたんだ」

　十文字はどこか呆ぼう然ぜんとした声で言った。綾佳は静かに問い返す。

「私たちに〈モノ〉が溶けちゃったから？」

「直接の原因はそうだな。俺が最後に自主的に見舞いに行ったのは、エレベーターが止まったあの日だよ。だけど、母親はもう死ぬってわかっていたんだから、残された時間くらいもっと大事にしてもよかったんだ」

　十文字は低い声でつぶやくように言うと、急に口の端だけで笑った。

「後悔してももう遅いけどな。俺の家族はもうなくなったわけだから。父親は弟を連れて再婚、母親は死亡」

　彼は空を見上げて酔よっぱらいのような含み笑いをした。

「これで俺はもう、なんのしがらみもなくなったわけだ」

　ぴたりと笑いをおさめ、十文字は前方の道の上に視線を落とす。

「楽になった。噓うそじゃない」

　綾佳は何も言わずに十文字の隣を歩いていた。余計な言葉は口に出さず胸の中におさめておく。

　突然十文字が立ち止まった。綾佳は二歩ほど行き過ぎてから気づいて止まり、振り返ろうとした。

　だがその前に、十文字の額が後ろから綾佳の肩に載せられ、振り向けなくなる。

「三十秒だけ、このまま」

　肩の後ろから小さな声が聞こえた。

　綾佳は何か言おうかとも思ったが、うまい言葉も思いつかず、黙ったままじっとしていた。

　どうやら私は慰なぐさめの言葉をかけるのが苦手らしい。
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　純じゆんの母にもらった住所のメモを握りしめ、紗さ也やは六階建てのマンションを見上げていた。純の部屋は、最上階にある。

　最後に紗也が純と電話で話してから、一週間が過ぎていた。あれ以来、純は電話に出てすらくれない。

　紗也は一つ頭を振り、エントランスに向かって足を踏み出す。純が今の家に紗也を招きたがらないのはわかっていたが、直接訪ねる以外に、純と会う方法はなかった。

　紗也はエレベーターに乗って六階まで上り、メモに記されている六○五号室の前に立った。表札は出ていない。インターホンを押すのをためらっていると、階段の方から靴くつ音おとが聞こえてきた。六階までエレベーターを使わずに上る人がいるんだと感心してそちらを見ると、紗也と同じくらいの歳としの綺き麗れいな女性が現れた。彼女はドアの前に立っている紗也を見て驚おどろいたようだった。

「うちに何か用かしら？」

　女は不審そうに眉まゆをひそめて言った。

「うちって……」

　紗さ也やが呆ぼう然ぜんとしていると、女は歩み寄りながら鞄かばんから鍵かぎを取り出し、目の前のドアの施せ錠じようを解といた。紗也はさらに呆然とする。

「あの、ここ矢や代しろさんの家じゃ……」

「ああ、純じゆんのお客さん？」

　女はさらりと純を呼び捨てにするとドアを引き開ける。そのままドアを押さえて紗也を見た。紗也は意味がわからずぽかんとしていたが、女に「どうぞ」と手で玄関の方を示され、ようやくあがれと言われていることに気づく。

　玄関に踏み込んだところで再び立ち往生していると、女は紗也の脇わきをすり抜け、中に入っていった。廊下をまっすぐに進み、角を曲がる。すぐにドアを叩たたく音が聞こえてくる。

「純、お客さんよ！　いないの？」

　紗也は呆ほうけたように突っ立ったまま、声のする方を見つめていた。角から女の顔がひょいとのぞく。

「いないのかも。まあとにかくあがってて」

　女はそう言うと、再び顔を引っ込めた。紗也は慌あわてて靴くつを脱ぎ、誰だれにも聞こえないような小さな声でおじゃまします、と言うと足を踏み入れた。

　綺き麗れいな家だ。しかも、広い。

　友人と同居だと聞いていたから、普通の大学生が一人暮らしするようなワンルームよりは広いだろうと予想はしていたけれど、それにしても。

　紗也は艶つややかなフローリングの部屋に一歩入る。部屋の真ん中にはこたつが置かれていて、それをＬ字型に囲む形でソファーが据すえられている。ソファーに座ったらこたつに入れないんじゃないだろうかと紗也は首を傾かしげた。ゆったりしたソファーに比べて小さく見えるこたつは、なじめない環境に萎い縮しゆくしている異邦人のように、居心地悪そうに見えた。

　右手にはキッチンがあり、左手にはさらに部屋があるようで、木目模様の引き戸があった。

　そして、まっすぐ正面は大きな掃はき出し窓で、その外はバルコニー。そこに、見慣れた背中を見つけた。

　煙草たばこを吸っているのだろう。外を向いて手すりにだらしなく身をあずけたまま、右手だけが時折口元まで動く。

　女がつかつかとそちらへ歩み寄り、掃き出し窓を引き開けた。純が振り向く。女は体半分外に出して、純に向かって何か言っている。すると、純の視線が紗也の方を向いた。目が合ったとたん、純は啞あ然ぜんとした顔をした。指の間から吸いさしの煙草がぽろりと足あし下もとに落ちる。

　次の瞬間の、純の行動は早かった。女を押しのけるようにして部屋に入り、あっという間に紗也の目の前に来ると肩を強くつかんだ。

「お前、なんでここに来た！」

　純は声を荒げた。怒っているというより焦あせりをごまかそうとしているような怒鳴り方だったが、紗さ也やは思わず身をすくめた。つかまれた肩が痛んで顔をしかめると、純じゆんは慌あわてて手を放す。

　子供の頃ころの喧けん嘩かを除いて、純に怒鳴られたことなどなかった。紗也の怯ひるんでいた心に、徐々に怒りがわき上がってくる。今怒る権利があるのは私の方だ。

「なんでって、純がずっと電話に出ないからでしょ！　何かあったんじゃないかって心配して来たんじゃないか！　そしたら、そしたら女の人がいて……なによ、私をこの家に近づけたがらなかったのは、この人と同どう棲せいしてたからなの？」

「同居よ」

　尻しりすぼみになった紗也の抗議の言葉に、女が仏ぶつ頂ちよう面づらで訂正を入れる。

「いつから？　いつから一緒に住んでるの？」

　涙が込み上げてきて、問いただす言葉は鼻声になった。

　純は困った顔をして女の方を見る。こいつどうしたらいいかな？　と視線で相談しているかのようで、紗也は疎そ外がい感かんにますます惨みじめになった。

「ここで暮らし始めてからずっとだよ」

　ばつの悪そうな表情で、純が言った。

「じゃあ……急に東京で暮らすって言いだしたのも、彼女と一緒に住むため？」

　純は何かを決意したかのように、ぎゅっと表情を引きしめた。顎あごを少し持ち上げ、下目に紗也を見る。

「そうだよ。こいつと一緒に住むために実家を出たんだ。綾あや佳かと会ったのは一年半前の塾でだ。お前この前電話で言ったろ、俺おれが変わり始めた日のこと。あの日綾佳と会って、惚ほれたんだ。今まで隠してて悪かったけど……」

　純はそこで、綾佳という名前らしい女の手をつかんで引き寄せ、その肩に腕を回した。

「こういうことだから。お前とはもうおしまいにさせてくれ」

「何が、こういうこと、よ」

　低い声でつぶやいたのは、紗也ではなく、肩を抱だかれた綾佳の方だった。

　彼女はずっと不機嫌な顔で立っていたが、ついに我慢の限界にきたように眉まゆをつり上げ、純の腕を乱暴にはねのけた。憤ふん然ぜんと腰に手を当て、純を睨にらみつける。

「馬ば鹿か言ってんじゃないわよ！　なんで私があんたの修しゆ羅ら場ばにつきあわなきゃならないのよ。自分の尻くらい自分でぬぐってちょうだい。くだらない噓うそつかないで真ま面じ目めに話し合えば？　とにかく、人を巻き込まないでよね。あんたのためにいわれなき恨うらみをかってやるほどお人好よしじゃないわ！」

　綾佳はそれだけ言って、足音荒く部屋を横切って出ていくと、リビングのドアを高らかな音を立てて閉めた。

　紗也はしばし無言で、綾佳が立ち去ったあとを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「あの人……ただのルームメイトなの？」

　紗さ也やがつぶやくと、純じゆんは急に脱力したようにその場にしゃがみ込んで、顔を伏せた。

「……そうだよ」

　先ほどまでの紗也の疑いの心は、純の白々しい演技と綾あや佳かの怒りによって吹き消されていた。紗也は純につきあって座り込む。

「信じるよ。すごく、ものすごく疑ったけど、今まで信じてた私は馬ば鹿かじゃないかとまで思ったけど、純のへたくそな演技を見たらもう一回信じたくなった」

「そら、どうも」

「だから本当のこと話してよ。純は今どんな生活してるの？　どうしちゃったの？」

「言えない」

「どうして」

「紗也。さっきの、綾佳とのことは噓うそだけど、別れなきゃならないのは本当だよ」

「私が嫌いになったの」

「そうじゃない」

「じゃあどうしてよ？」

「……言えない」







　純はソファーに沈み込むように座った。腕を目の上に載せて視界をふさぐ。

　紗也との不毛な言い合いに疲れ果てていた。紗也の方も疲れた顔をして、今日は帰るねと言って去っていったが、決して納得はしていない。当たり前だとは思うけれど。

　嫌いになったと言えばよかったのだろう。どれほど取ってつけたような噓臭くさい言葉だったとしても、お前なんか嫌いになったと主張すれば、紗也もきっと引き下がったと思う。言葉の武器は、どれほど使い古された陳ちん腐ぷなものでも、錆さびて刃こぼれすることなくきちんと相手を傷つけるのだ。

　結局俺おれはまた逃げただけかと、純は苦いため息をついた。

　引き戸が開く音がした。純はぎくりとして顔に載せた腕を浮かせて、その陰から音がした方をのぞき見る。

　十じゆう文もん字じが自室から出てきたところだった。純には見向きもせずにキッチンに入り、茶を入れている。

　彼が使っている和室は、引き戸一枚隔へだててリビングとつながっている。他ほかの部屋とは違い、ここでの会話の内容は筒抜けだろう。

　純はきまり悪い思いで座り直し、ためらいがちに声をかけた。

「あー、十文字、あのさ」

「なんだよ」

「悪いけど、あいつとのこと、おっさんには黙っててくれないか」

「別に、わざわざ報告したりはしないけど」

　湯飲みに茶を注そそぐ手を止めて、十じゆう文もん字じは顔を上げた。流し台越しに目が合う。

「お前、馬ば鹿かだろう」

　真ま面じ目めに質問する口調で、十文字は言った。

「あれじゃあ追いかけてきてくれ、問いつめてくれって言っているようなものだ。あそこまで未練たっぷりなのを見せつけておいて別れようだなんて、引きとめてほしくて言っているようにしか聞こえない。お前、あの子に何をさせたいんだ？」

　純じゆんは苦々しく舌打ちした。

「悪かったな。うまく噓うそがつけねえんだよ。しょうがないだろ」

「そうじゃねえよ。お前の演技力のなさはよくわかったけど、お前があの子に噓をつけないのは、お前が誠実だからでも噓がへただからでもない。別れようとしているけど別れられないって状況を作り出して、逃げてるだけだ。甘ったれんな」

「なんでお前にそんなこと……」

　反論しかけた言葉は、鳴り響いたチャイムによって遮さえぎられた。

　純と十文字は怪け訝げんに眉まゆを寄せて視線を交わす。

　この家にチャイムの音が響くのは珍しい。水み藤とうが帰ってきたなら鍵かぎを使って自分で入ってくるだろうし、七なな倉くらも合い鍵を持っている。

「お前の彼女、忘れ物でもしたんじゃないのか」

　十文字が言った。純は首を傾かしげながらも玄関に行く。

　ドアを開けると、外に立っていた少女が怯おびえたように肩をすくめて二歩あとずさった。純は目を見開いて、彼女の顔を見た。

「涼りよう子こちゃん？」

　水藤の妹だ。純は一度だけ会ったことがある。〈モノ〉に耳を食いちぎられた日、手当てのため水藤に自宅に連れていかれたときだ。

　涼子の方は純のことを覚えていないらしく、変わらず怯えた顔をしている。

　こんな子だったかな、と純は少し訝いぶかしく思った。前に会ったときは、もっと気さくで明るい印象だったけれど。

「俺おれは水藤の同居人だよ。一度君とも会ったことあるんだけどね。水藤を訪ねてきたんだろ？　まだ帰ってきてないけど、あがって待ってたら」

　他人が連続して訪ねてくるなんて、今日は記録的な日だ。そう思いながら体をずらして中に入るよう促うながしたが、彼女は動こうとしない。

「あの、兄はいつ帰ってきますか」

「どうかな。今日は仕事だっけ」

「塾には、いませんでした」

「そっか、じゃあ買い物に出かけただけだと思うから、すぐ戻るんじゃないか」

　涼りよう子こはもう一歩あとずさった。そこで純じゆんはようやく、警戒されていることに気がついた。

（あー、当然か。知らない男がいる部屋にのこのこ入ってきたりはしないよな）

　思い直して、一時間後くらいに出直してくることを提案しようとした。だがその前に、涼子の顔色がひどく悪いことに気づく。

「具合悪いの？」

　訊きいてみたが、涼子は黙ったまま小刻みに首を横に振った。

　怯おびえている。

　純は微かすかに眉まゆをひそめる。兄を訪ねてきたのに部屋から見知らぬ男が出てきたら、確かに驚おどろきはするかもしれない。だけど、怯えるというのはおかしな話だ。別に無理矢理部屋に引き入れようとしているわけでもない。こっちは水み藤とうの同居人だと言っているのだし、水藤のことだ、住所を教えたからには一人暮らしでないことぐらい伝えているはずだと思う。なのに何な故ぜ、彼女はこれほど過か剰じように反応するのか。

　純の凝ぎよう視しを受け、涼子は落ち着きなく鞄かばんを持ちかえようとし、失敗して取り落とした。鞄の中身が散らばる。

　涼子は慌あわててそれを拾い集めるためしゃがみ込んだ。純も手伝おうと身をかがめて手を伸ばす。すると、涼子は小さく声をあげてはじかれたように飛び退のいた。純は彼女のペンケースを拾いかけた姿勢のまま、呆ぼう然ぜんと彼女を見た。涼子の顔からさっきよりもさらに血の気が引いていた。

　おかしい。

　怯えているのは、俺が怖いからか。俺おれが半分人間じゃないのを、彼女の本能が感じ取っているのか。──いや、多分そうじゃない。もっと単純に、彼女は、男が怖いのだ。

「ちょっと待ってろ。うち、女もいるんだ。そっちとの方が話しやすいだろ」

　一方的に言って、純は中に引き返した。部屋にいる綾あや佳かを呼び出し、手短に事情を説明する。

　さっきの続きで不機嫌だった綾佳は、すぐに心配そうな表情になって、玄関へ飛び出していった。




　　　　　　＊




「まさか君が僕に会いに来るとはね」

　白衣の男は、頰ほおに薄笑いを浮かべて言った。

「院長先生は知ってるの？　家出息子むすこが来てるってこと」

　ふざけた口調の質問には一切取り合わず、水藤は目の前の男を睨にらみつけた。男はやれやれとばかりに肩をすくめる。

「用があるなら早くしてくれないかな。仮眠を取りたいんだからさ」

「もう二度と、妹に会わないでいただきたい」

　水み藤とうは斬きりつけるような声で言った。男は面白そうに片かた眉まゆを跳はね上げる。

「いやだなあ、君は妹の恋路の邪じや魔まをしようってのかい？」

「恋だと。よくもぬけぬけとそんなことを」

　大声をあげたわけでもないのに、男はわざとらしく両耳を指でふさいでみせた。ふざけている。

　数時間前、純じゆんから電話をもらって慌あわてて家に帰ると、青ざめた涼りよう子こがリビングのソファーに座っていた。純と十じゆう文もん字じは自室に引っ込んでいて、綾あや佳か一人が心配そうに涼子の側そばについてくれていた。水藤がリビングに入ると、涼子より先に綾佳が跳ねるように立ち上がり駆け寄ってきて、お茶を入れるの手伝ってと言いながら水藤をキッチンの中に引っ張り込んだ。

　……あの子、どうも男を怖がってるみたいなの。もともと男性恐怖があるわけじゃなかったんでしょ。なにか、あったのかもしれない。

　綾佳が席を外し、水藤が側に来ると、涼子は矢継ぎ早に謝った。

「ごめんなさい、ごめんね。ここには来ちゃ駄だ目めって言われてたのに。でも他ほかに、誰だれに相談したらいいのかわからなくて」

　いいから。何があったんだ？

　水藤が優しい声で諭さとすと、涼子は急に怯ひるんだ顔をして口を引き結んだ。急せかさずに黙って待っていると、涼子はやがてためらいがちに語りだした。

「遠とお野のさんって医者の話、この前会ったときにしたでしょう。あの人の、ことなんだけど……」

　あの時、涼子は遠野に告白されたと言っていた。だが実際はそれだけでなく、かなり執しつ拗ように言い寄られていたらしい。それでも、悪い人だとは思っていなかったと、涼子は繰り返した。

「昨日の夜、大事な話があるって言って、うちに来たの。お父さんは出張でいなくて、お母さんも友達と旅行に出かけていて、私一人だった」

　入れたのか？　と水藤が訊きくと、涼子はうつむいたまま頭を頷うなずかせ、お父さんの将来に関かかわる話だって言われたから、とつけ加えた。

「いきなり、結婚を前提におつきあいしましょうって言われたわ」

　水藤は思わず、は？　と素すっ頓とん狂きような声を出してしまった。涼子は暗い笑い方をした。

「私も、びっくりしちゃった。でもあの人はすごく真ま面じ目めな顔して、もし君が断れば、お父さんが困ったことになるよって言ったわ」

　どういうことだ。水藤がただすと、涼子は小さく肩を震ふるわせた。膝ひざの上に重ねた彼女の手の甲に、水滴が数粒落ちた。

「お父さんが、医療ミスを隠いん蔽ぺいしたんだって。公おおやけになったら、君のお父さんの病院は駄だ目めになっちゃうんじゃないのって、言われた」

　水み藤とうが言葉を挟はさむ隙すきもなく、涼りよう子こは息せき切って続けた。

「君が拒むなら、僕はそのこと訴えちゃうよって。そうしたら君のお父さんは世間に叩たたかれて、医者としてやっていけなくなっちゃうかもしれないねって。今までたくさんの命を救ってきたお父さんを、たった一回の失敗のためにそんな目にあわせていいのかって。でも、君が僕を受け入れるなら、そのことを隠しておいてあげてもいい。だって、君と僕が結婚すれば、僕と君のお父さんも家族になるんだものね。家族は庇かばい合って生きるものだからね。君は、お父さんを庇わないの？　自分のわがままのために、お父さんがひどい目にあってもいいの？　そんなふうに言われて、私」

　それだけ一気にしゃべって、涼子は喉のどを詰まらせた。

「それで……それで、その夜……」

　涼子、もういい。それ以上言わなくていいから。

　水藤はそう言って、涼子の背中をさすった。涼子は開いた両手の上に顔を伏せた。

「私、嫌いやだよ。……やっぱりあの人だけは嫌だよ」

　両手で顔を覆おおったまま、涼子は言った。

　妹がこんなふうに苦しそうに泣くのを、水藤は初めて見た。

　涼子は昔から、幸せを感じることが上う手まい子だった。普通なら自分の不幸を嘆なげいて泣いてもおかしくないようなときに、涼子は小さな幸せを見つけ、それを楽しんだ。

　水藤はふと、子供の頃ころを思い出した。涼子が小学校の三年生だっただろうか、その頃、彼女は軽いいじめにあっていた。教室で誰だれかの持ち物がなくなり、捜したら涼子の机の中から出てきたとか、そんなようなことが発ほつ端たんだったと思う。おそらく、涼子を妬ねたんでた誰かが、意地悪にやったことなのだろう。涼子はそれからしばらくの間、教室の中で泥棒あつかいされ、のけ者にされていた。水藤はそれを知って怒ったが、涼子は大丈夫だよと言って笑っていた。

　たまには一人きりになるのもいいよ。休み時間に花か壇だんを見ていたら、シャクトリ虫を見つけたの。動きがとっても面白くて、今まで虫は嫌いだったけど、ちょっとだけ好きになったよ。あと、鉄棒に逆さまにぶら下がって空を見てるとね、自分の足の下に空があるように見えて、すごく気持ちがいいんだよ。

　ただの強がりではなく、涼子は本当に大丈夫そうに見えた。悪戯いたずらの犯人を捜すでもなく、誤解を解こうと頑張るでもなく、親に相談するでもなく、涼子はただ、一人の時間を楽しんだ。そしていつの間にかいじめはおさまり、涼子は元のように友達の中に溶け込んでいた。

　受け身で、流されるように生きながらも、彼女は常に何かを楽しんでいた。今自分が立っている場所に価値を見み出いだせる子だった。

　水藤はそんな彼女を時々うらやましくも思ったし、尊敬もした。不幸の中でささやかな喜びを見み出いだして、それを幸せだと感じることができるのは、ある種の才能だ。

　今回も、もしあの男が脅きよう迫はく的てきな手段に出ず、誠実なアプローチを続けていたら。もしくは、時が満ちるのを待ち、涼りよう子この結婚相手を探す頃ころに立候補したなら、涼子は熱い恋愛感情はないまでも、あの男を受け入れ、幸せに暮らすことができたかもしれない。

　窓の外がすっかり暗くなった頃、涼子はようやく落ち着いた。目元を赤く腫はらしたまま、それでも元の涼子に戻った。彼女は笑おうとして失敗したような、奇妙な顔をした。

「泣きごと言って、ごめんね。聞いてくれてありがとう。もう、大丈夫だから」

　何がどう大丈夫なんだ。あげようとした声を、水み藤とうは無理に嚙かみ殺した。

「明日は、笑うから」

　不思議と、水藤の中に煮えるような怒りはわかなかった。頭に血は上らず、冷静に対処の方法を考えた。怒りは静かに冷たく、心の底を流れていた。




　そして水藤は今ここに立ち、この男と向き合っている。

　夜の病院は静かだった。白く清潔な空間の中にありながら、雑然とした宿直室の中だけは、微かすかな煙草たばこのにおいも漂っていて異なる空気が充満している。

「僕と涼子の問題に、首を突っ込まないでもらいたいな」

　男はさらりと涼子を呼び捨てにする。

「その涼子から相談を受けたんだ」

「本当に？　困った奴やつだ。あとで叱しかっておくよ。つまらないことを言ってお兄さんの心を悩ませるんじゃないぞってね」

「真ま面じ目めに話してくれないか。くだらない時間を使いたくないんだ」

　水藤が静かに切り返すと、男はさも心外そうに両手を広げてみせた。

「失礼だな。僕はすこぶる真面目だよ。時間の浪費をしたくないのも同意見だ」

　男は愉快そうな目で水藤を上から下まで眺ながめ回した。

「それにしても君は変わったな。前はいかにも優等生って感じだったのに、今はなんだか偏へん屈くつな芸術家のようだ。社会の中で生きる人間の顔じゃない。でも悪くないよ。そんな雰囲気をまとった君もなかなか魅力的だ。君は君の世界で生きるがいい。僕や涼子なんかには構わずにね」

「あんたのやったことは、犯罪だよ」

　目を細めて水藤が言うと、男は大おお仰ぎように驚おどろいた顔をしてみせた。

「犯罪？　馬ば鹿か言っちゃ困るな。僕は涼子に愛の告白をし、彼女はそれを受け入れた。それだけさ。君は僕が暴力で彼女をものにしたとでも思っているのかい？　昨日の夜のことなら、誘いの言葉を口にしたのは彼女の……」

「黙れ。それもあんたが父の名誉を楯たてに無理矢理言わせたんだろう。脅迫罪だ」

「名誉？　なんのことだい」

「父の医療ミス隠いん蔽ぺいをばらすと脅おどしたんだろう」

　男の笑い方が少し変わった。相手を馬ば鹿かにするふざけた笑い方から、加か虐ぎやく性せいを含む笑い方に。

「隠された悪を暴あばくのは、正しいことだろう？」

「ならさっさと暴けよ。訴えるなり、マスコミに話すなり好きにすればいい。だが涼りよう子こは関係ない」

「深しん矢やくん、君はお父さんの期待を裏切って家を飛び出しただけじゃ飽あきたらず、後あと脚あしで砂をかけるような真ま似ねをしようってわけか。だがあいにく、僕は家族を守る正義も持ち合わせている」

　水み藤とうは一度黙り、男を見み据すえた。ゆっくりと口を開く。

「医療ミス隠蔽は、本当にあったことなのか？」

　一瞬だけ、男が真顔になった。だがすぐに元の薄笑いを取り戻す。肯定も否定もせずに。

「本当かどうかは問題じゃない。問題は、涼子がそれを信じ、健けな気げに父を守ろうとしたことさ」

　怒りは氷のように冷たく流れ込み続け、心の中に静かに満ちていく。

「涼子を好きなわけじゃないんだろ。あんたは、『院長の娘』が欲しいだけだ。その先につながっている、未来の院長の椅い子すがね」

　男は、口の中で笑った。今さら何を言っているんだとでもいうような笑い方だった。

「君には感謝しなくてはいけないね。君がいなくなってくれたおかげで、僕にもチャンスがやってきた」

　迷いなく医者を目指していた昔の自分の気持ちと、ねじ曲げられた自分の人生と、涼子の涙とを、水藤は順番に思い出していった。

「僕は君が捨てたものを僕のやり方で手に入れただけだ。君に文句を言われる筋合いはないよ」

　本当に機嫌がいいのか、それとも自分のやったことに興奮して躁そう状態になっているのか、男は満面に笑みを浮かべ、取り憑つかれたように早口に滑なめらかに、口を動かす。

「僕は涼子と別れる気は少しもないよ。君はどうする？　僕を訴えるのか？　その時、君は涼子に何を証言させる気なんだい？　それともお父さんに話すのかな。涼子は昨日の今日でまだ混乱してるかもしれないけれど、すぐに落ち着くさ。そうしたら絶対に、父親を悩ませるようなことは言わないだろうよ。あの子は優しい子だからね。賭かけてもいい。お父さん、私、遠とお野のさんのことが本当に好きでつきあってるのよ……」

「もういい」

　ふざけた女の声マネを断ち切るように、水藤は言った。

「もういいの？　気がすんでくれてなによりだ。それじゃ、早く消えてくれないかな」

　男は楽しそうに口元を歪ゆがめて、水藤の目を見た。

　その瞬間、男の顔に張りついていた笑みが、すうっと引いていった。

　水み藤とうは、自分が今どんな顔をしているのかわからなかった。

　笑みが消えた男の顔の上に、ゆっくりと怯おびえが上っていくのを、ただ静かに見つめる。

　水藤は手を伸ばして、白衣の男の首筋に触ふれた。

「消えるのは、あんただよ」

　息だけのか細い悲鳴が、男の喉のどからもれた。













　　　第四章　ヒトデナシ〈冬〉







　水藤は帰ってこなかった。

「これは、やばいんじゃないのか」

　明け方近くになって、十じゆう文もん字じが言った。

　誰だれかがそうしようと言ったわけでもなかったのだが、純じゆんたちは三人とも、寝ずにリビングで水藤の帰りを待っていた。わけありげな妹の訪問に、それぞれが何かしらの不安を抱かかえていたのかもしれない。

「やばいって、何が？」

　綾あや佳かが問うと、十文字は何を考えているのか複雑な顔をした。

「帰るに帰れない状況になったんじゃないだろうな」

「どういう意味だよ。あいつは妹を家に送ってっただけだろ」

「まさか、やっちまったんじゃないかと思って……」

　十文字はめずらしく歯切れの悪い言い方をする。純はふと思いあたって、十文字の方に身を乗り出した。

「お前、水み藤とうと妹が話しているとき、自分の部屋にいたよな。話の内容聞こえたんじゃないのか。何か問題のあることを言ってたのか」

　詰め寄るように言うと、十じゆう文もん字じは少しためらいを見せた末、リビングからもれ聞こえた会話の内容を淡々と二人に話した。

「何よそいつ。最っ低」

　綾あや佳かが憤ふん然ぜんと言い放つ。

「……水藤はもっと怒ってただろうな」

　十文字のつぶやきに、純じゆんはようやく彼が言わんとすることを理解した。思わず立ち上がる。

「水藤は多分、妹を送ったあと、その男に会いに行ったんだよな。……やっちまったんじゃないかって、そういうことか」

　十文字は答えない。だがその目は肯定を示している。

（君たちを祓はらってしまおうという動きが強くなっている）

　純は、七なな倉くらの言葉を思い出した。

（これ以上問題が起これば、もう庇かばいきることはできなくなるんだ）

　これ以上、問題が。

「水藤を捜しに行く。そいつ、医者なんだろ。病院に行けば居場所がわかるよな」

「病院の場所は」

「知ってる。前にあいつの家に行ったときに通った」

「よし、俺おれも行こう」

　十文字が腰を上げた。

　最悪の予感に、胃が痛んだ。
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　最悪の知らせだった。

　受話器を持つ七倉の手が、汗でぬるついた。

『被害者は遠とお野の賢けん三ぞう、二十七歳。水藤総合病院の内科医だ』

「水藤が……」

『取り返しのつかないことになったな。奴やつらを生かす責任は自分が持つと豪語していたが、こうなった今、君は一体どんなふうに責任を取ってくれるのだろうか』

　答える言葉は見つからなかった。七倉は手のひらで胸元をわしづかみにした。責任を取ることなど不可能だと叫んだ伯お父じの声が耳の奥によみがえる。

『責任は取ります。できもしないのによく言ってくれたものだ。それこそ無責任なセリフじゃあないか』

「晴はる輝き伯お父じさん、私は……」

『黙りたまえ。こうなった以上、もう君の意見は一切聞かない。和かず巳み、君には私の指示に従って動いてもらう』

　静かだが有無を言わせぬ、底に怒ど気きをはらんだ声だった。

『水み藤とう深しん矢やは監視の者たちをまいて逃亡した。今行方ゆくえを捜させているが、まだつかめていない。他ほかの奴やつらと合流されると面倒だ。まず先に、残りの三人を祓はらう』

「待って下さい！　あの三人には罪はない！」

『黙れと言っている！　君のその生ぬるい考えが、今の事態を招いたのだとまだわからないのか！』

　受話器から発せられた伯父の怒声が、七なな倉くらの耳を打った。

『君の感傷につきあって、次の被害者が出るのを待っているわけにはいかない。聞きわけろ』

「ならば、水藤深矢の居場所と引き換えならどうか！」

　必死に叫ぶと、伯父は一瞬返答に詰まったようだった。

『和巳、まさか、水藤深矢の行方を知っているのか？　知っていて……』

「いいえ、そうじゃない。だけど、あの三人なら気配で居場所をたどれるはずだ。ある意味、自分の一部なんですからね」

『助けてやるから仲間の居所を教えろと、奴らにそう持ちかけるわけか』

「ええ」

『そのやり方は、奴らにとってかえって残ざん酷こくだとは思わないのか』

「わかっています。それでも、選ぶ権利だけは与えるべきだ」

　ため息が聞こえた。電話越しに息が耳にかかりそうなほど、大きく深いため息だった。

『父は……君の祖父は、失敗したよ。君の両親は、君を普通の人に育てようとした。そうさせてやるべきだったんだ。いくら力が強くても、君はモノ祓い師には向かない』

「それでは、了承していただけますか」

『その条件だけでは不足だ。もし三人を助けるのならば、奴らに水藤深矢を祓わせろ』

　それ以上の妥だ協きようは決して許さぬ口調で、伯父は言った。

　是ぜ非ひはなかった。
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「それじゃあ、それじゃあ水藤くんはやっぱり……」

　綾あや佳かの前に、十じゆう文もん字じは一握りだけ持ってきた土くれを差し出して見せた。

「病院内に忍び込んで捜してみた。そしたら、宿直室の中で人間一人分はありそうな土くれを発見。念のため看護士をつかまえて、遠とお野の先生はいるかと訊きいてみたら、困った顔で、今ちょっといらっしゃらないみたいだと言われた。……決定だな」

　純じゆんは唇くちびるを嚙かみしめる。十じゆう文もん字じは顎あごに手を当てて思考をめぐらせている。

「どうするか。七なな倉くらにばれる前に水み藤とうと連絡を取りたいな。携帯の電源は切りっぱなしみたいだけど……。水藤の気配を探って行くか。面倒だが、あいつが俺おれたちからまで逃げようと思っていない限りは会えるだろう」

「駄だ目めだ」

　純が叩たたきつけるように言うと、二人の視線が同時に突き刺さってきた。純は迷いながらも口を開く。

「駄目だ。多分、水藤のやったことはもう本家にも七倉にもばれてる。俺たちが動いたら、やつらに水藤の居場所を教えるようなものだ」

　二人は黙ったままだった。だが視線が、純の発言の理由を問うていた。

「俺たちには、本家の監視がついているんだ」

「なんだと？」

　自分たちを殺そうとする動きが強まっていたこと、七倉がそれを抑えてくれていたこと、けれどこれ以上何かあったらその動きを抑えきれなくなるだろうことを、純は早口に語った。ただ、十文字には隠しておくように七倉に頼まれていたことを除いて。

「なんで今まで黙ってた」

「……悪い」

　うつむいて謝ると、十文字がわずかにたじろぐ気配を見せた。そういえば、十文字に対して素直に謝ったことなど今までなかったかもしれない。

「まあいい。それより、これからのことだ」

「私たち、どうなるのかな」

「今回の水藤の件で、十中八九俺たち全員の処分が決定するだろうよ」

「七倉がさせないよ、そんなこと」

　純が反はん駁ばくすると、十文字は不審そうに眉まゆを寄せた。

「……百歩譲ゆずってそうだとしても、水藤はどうなる」

　庇かばいきれない。水藤だけは、どうしても。

「それに、七倉が水藤一人の始末にとどめてくれるよう本家に頼んだとしても、ただでそれが認められるとは思えない。きっと、条件を出してくるだろ」

「条件？」

「水藤を殺すことを、俺たちに命じるんじゃないか？　今の俺たちの力は強い。別格である七倉よりもな。そうすると、いくら人数を集めても、普通のモノ祓ばらい師が水藤を祓うのは大きな危険を伴う。俺たちを使わない手はないさ」

　綾あや佳かが手で口元を覆おおった。

　十じゆう文もん字じは、純じゆんと綾佳を交互に見る。

「もしそうなったら、お前ら、水み藤とうを殺せるのか？」

「できるわけないじゃない、そんなこと」

「じゃあ、水藤と一緒にあいつらに殺されてやるか？」

　綾佳は黙った。十文字も黙る。

　純たちは三さん竦すくみのように睨にらみ合ったまま立ちつくした。

　最初に口を開いたのは十文字だった。

「七なな倉くらを、喰くうか」

「は？」

　純と綾佳は同時に声をあげた。

「水藤を捜し出して四人で逃げるなら、少しでも向こうの力を削そいだ方がいい。七倉がいなくなるのは、本家にとっても痛手だろ。それに、強い奴やつを喰えば俺おれたちの力は増す。本家が俺たちを殺そうとしているのは、今が殺せるぎりぎりの境界上だからだろ。七倉を喰えば、その境界線から一歩外へ出られるかもしれない。そうすれば本家の奴らも俺たちを祓はらうのを諦あきらめてくれる可能性もある」

「お前、ふざけるなよ！」

「冗談じゃないわよ！」

　純と綾佳は、再び同時に声をあげる。

「そんな、私たちの都合で七倉さんを喰うですって？　あの人は〈モノ〉じゃない。人間なのよ。そんなことできるのは鬼おに悪あく魔まよ！」

「……それじゃあ、水藤はすでに鬼悪魔というわけか」

「それとこれとは違うわよ！　私たちは、今まで七倉さんに助けられて生きてきたわけじゃない。なのに、そうした方がこっちに有利だからって理由で、喰ってしまおうなんて」

「助けられてきたっていっても、もともとはあいつのせいでこんな体になったんだろ」

「十文字お前、七倉を恨うらんでいるのか」

　純が言った。十文字は表情のない顔で純を見返す。

「矢や代しろは？　例えば、お前は水藤を恨んでたりするのか？」

「は？」

「あの時、水藤はちんたらやってきたお前のためにエレベーターのドアを開けて待っていた。だからお前もあんなことに巻き込まれた。もし、操作パネルのところにいたのが俺だったら、間違いなくお前なんか放っておいてドアを閉めていたよ。だから、お前は水藤を恨むのか。パネルのところにいなかった俺を恨むのか」

「何言ってんだ」

　心底呆あきれてそう言うと、自然と声も呆れ声になった。その言葉は馬ば鹿かにしているみたいに響いたが、十じゆう文もん字じはとりわけ気を悪くする様子もなく、やはり変わらない表情で純じゆんを見ている。

「多分、それと大差ないんだろ」

「何が」

「七なな倉くらを恨うらむこと。きっと、それとたいして変わらないくらい馬鹿馬鹿しいことなんだ。こうなったのは、別に誰だれかのせいってわけじゃねえ。今さら責任なんか追及したって仕方ないだろ」

「……恨んでもいないのに、都合だけで人が喰くえるのか、お前は」

「別に無理強じいしてるわけじゃない。これからどうするのか、何が大事なのか決めておけという話だ」
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　七倉は、四人を住まわせている高こう円えん寺じのマンションまで車を飛ばした。電話で連絡を入れることも考えたが、動揺させておかしな行動を取らせてしまう危険を考慮してやめた。

　なんと言って説得すればいいのか整理できないまま、マンションに着き、エレベーターに乗り込む。ともすれば震ふるえそうになる手を握り込み、目を閉じた。

　落ち着け。私が必要以上に動揺すれば、助けられるものも助けられなくなる。

　エレベーターが止まる。

　七倉はゆっくりと降りて、彼らの部屋に向かう。いつものように呼び鈴りんは押さず、鍵かぎを取り出してドアを開ける。玄関に踏み込む。

　純と十文字の靴くつが乱雑に脱ぎ捨ててあった。綾あや佳かの靴だけがきちんとそろえられている。家の中は静かだった。まだ寝ているのだろうか。

　……いや、違う。彼らの気配はリビングに固まっている。

　七倉は廊下を行き、リビングのドアを押し開いた。

　彼らはそこにいた。純、十文字、綾佳は三角形を作るように向き合って立ったまま、顔だけをこちらに向けて硬直していた。まるで三体の彫像のようだ。

「どうした」

　七倉は言った。

「喧けん嘩かでもしていたのか」

　そう言ってから、七倉はこたつの上に載っているものを見た。はっとした様子で、綾佳が隠すように体をずらしたが、遅かった。

　ハンドタオルの上に載せられた、一握りの土くれ。

「もう、知っているんだな」

　つぶやく声で七倉は言った。

「あんたも、知っているんだな」

　十じゆう文もん字じがそう応じて、七なな倉くらの方へ一歩近づいた。剣けん吞のんな目をしていた。

　ぞくっとして、七倉は押されるように一歩あとずさった。

　純じゆんが手を出して、十文字を制する仕草をする。

　もう、遅いのだ。七倉は悟った。少なくとも十文字は、もう決めている。自分たち全員が命を狙ねらわれていることも、取引のことも、彼は予想していて、その上での決断をすでに下しているのだ。

　ここにいるのは危険だと感じた。何も話さないまま七倉は踵きびすを返し、玄関に引き返した。背後から、彼らが押し殺した声で何かを言い争う声が聞こえてきた。

　再びエレベーターに乗り込む。無力感と悔しさに、拳こぶしを握りしめた。

　エントランスに着いたところで、階段を駆け下りてきたらしい純とはちあわせした。

「おっさん、悪い。さっきは十文字が……」

　七倉は首を横に振った。

「いいんだ」

　そのまま立ち止まらずに外に向かって歩くと、少しためらう様子を見せてから純があとをついてきた。

「あんたが、十文字には黙ってろって言った意味、なんだかわかったよ」

「そうか。だが、もう話したんだろう」

　七倉は振り向かないまま言う。

「ああ。水み藤とうのことがあったから、言わないわけにはいかなくて」

「わかっている。責めているわけじゃない」

　駐車場まで歩いて、七倉は車の前で止まった。

「純。私は、水藤と十文字のことは諦あきらめたよ」

　車のボンネットを見下ろして、七倉は言った。

「十文字はもう、私の庇ひ護ご下かにとどまるつもりはないんだろう」

　七倉は、今け朝さの伯お父じとの電話の内容を、なんの脚色もせずにできるだけそのまま伝えた。純は驚おどろきもせずに聞いていた。

「水藤を捜して殺せと言われて、はいそうですかと聞けないのはわかっている。私は無茶苦茶な要求をしているんだろう」

　七倉は顔を上げた。振り向いて、ようやく純の顔をまっすぐ見つめる。

「だが、君たちがそれを拒否するのなら、次に会うとき私たちは敵同士だ。私は、君の命をも狙わなければならなくなる」

　純は悲しみの上に無表情を取り繕つくろったような、不安定な表情をしていた。七倉は彼に向かって少しだけ微笑ほほえみかけた。微笑んだつもりではあったが、疲れていて、ただの弛し緩かんした顔にしか見えなかったかもしれない。

「できれば、私にそんな真ま似ねをさせないでほしい。私は、君に残ざん酷こくなことを要求している。しかしそれでも、君は人間の側がわにいてくれ。……綾あや佳かにも、そう伝えて」

　それだけ言うと、七なな倉くらは純じゆんの返事を待たずに車に乗り込んだ。







　呆ぼう然ぜんと七倉の車が走り去った方向を見ていると、靴くつ音おとが近づいてきた。コンクリートの上に散らばった砂粒をじゃりっと踏みしめて止まる。

「十じゆう文もん字じ。本気で、七倉を喰くう気か」

　そちらの方を見ないまま、純は言った。

「本気だよ。俺おれたちはずいぶん長いこと半物質的〈モノ〉を喰ってない。飢うえた状態じゃ、まともに戦えない」

「……七倉喰って、水み藤とう捜して一緒に逃げて、それからどうするんだ。モノ祓ばらいの仕事をなくして、その先はどうやって食いつなぐ」

「喰える相手なら、〈モノ〉でなくてもごまんといる」

「普通の人間を喰う気か」

「それしかないだろ」

　純は吐き捨てるように苦く笑った。

「やめようぜ、そんなこと。どうしようもないなら、俺を喰えばいい。かまわねえから」

　その一言が終わるか終わらないかの瞬間、純は思いきり殴なぐり飛ばされていた。不意をつかれて、まともに地面に転がる。

「なにしやがる！」

　口元を拳こぶしでぬぐって怒鳴ると、十文字は怒りにぎらつく目で純を睨にらみつけていた。

「そういうこと言われるのが一番腹立つんだよ。人が必死に全員生きのびる方法考えてんのに、簡単に命捨てるようなこと言うんじゃねえよ！」

「お前が言う『全員』ってのに、七倉は含まれないのか」

「当たり前だろ。瀬せ戸と際ぎわに追いつめられてるのは俺たち四人だ。他人のこと考えてる場合かよ」

　純は跳はね上がるように立ち上がり、十文字の胸ぐらをつかみあげる。

「俺はお前のその視野の狭さが大嫌いだよ！　自分たちだけよければいいっていうなら、もう人間やめちまえ！」

　その瞬間、十文字は驚おどろいたような顔をした。そして。

「なんだよ。お前、まだ人間のつもりでいたのか？」

　純は絶句した。

　十文字も呆然と純を見る。数秒間、二人は無言で顔を見合わせていたが、純はため息と共に手を放し、顔を背そむけた。

「話にならねえ」

　背を向け、疲れた足取りで家に向かって歩きだす。根底に抱かかえているものが違えば、これ以上何を話しても平行線だ。

「矢や代しろ」

　背後から声がかかり、純じゆんは一応足を止める。

「なんだよ」

「お前はこれから、具体的にどうするつもりだ」

「お前が七なな倉くらを喰くおうとするなら、俺おれはあいつを守るよ」

「七倉と本家の犬になるのか」

「本物の化け物になるよりはいくらかマシだ」

　間髪入れずに切り返すと、十じゆう文もん字じは眉まゆをひそめた。

「お前がいくら人間のつもりでも、人間様はそうは思っちゃくれねえぞ。俺たちはとっくに、正義の味方に退治されるべき化け物だ」

　純は口をつぐんだ。十文字の顔は真剣だった。必死に、純を引きとめようとしているようにさえ見えた。

　だが、純は静かに言った。

「それでも、自分が認めちまったらおしまいだ」

　そうか。と、十文字は小さくつぶやいた。純は今度こそ背を向け、マンションのエントランスに引き返した。
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　がたがたっと派手な音を立てて、机の上で携帯電話が振動した。

　伏ふし見み紗さ也やは慌あわててそれを取り上げ、膝ひざの上に隠す。大教室の後ろの方の席とはいえ、今は授業中だ。

　机の陰でこっそりディスプレイを見て、紗也は眉を寄せた。

　少しの間迷った末、急いで机の上の物を片づけると、後ろのドアからそっと教室を出る。

「どうしたの」

　電話に出るなりそう言うと、相手の不意をつかれた息づかいが聞こえた。昨日あれだけ不毛な言い合いをしたばかりなのに、一体何を言うために電話してきたのか。

『悪い。今忙しかったか』

「授業中。でももう教室出たからいいよ。何？」

『多分、お前とはもう会えないと思う』

　紗さ也やの心臓が一拍大きく跳はねた。

「どういう意味？　昨日の話の続きなら……」

『聞いてくれ。お前が帰ったあと、一晩で状況が変わった。詳しいことは話せないけど、これから俺おれが言うことは本当のことだ』

　紗也の背中にじわりと汗が浮いた。いやだな、暖房がききすぎなんだと心の中で自分自身に言い訳する。

「何？」

『紗也とつきあっていると、俺の立場が悪くなる』

「立場？」

『そうだ。俺や友人たちの命に関かかわるほどに、立場が悪くなる。だからもう会えない。……信じるか？』

　噓うそじゃない。それはわかる。紗也には決して言えない事情があることも。そして、今の純じゆんにとって、紗也が負担になっているだろうことも。

「信じるよ」

『……ありがとう』

　ほっとしたように礼を言ってから、純は何か言葉を探しているような気配をみせた。おさまりのいい別れの言葉を言おうとしているのかもしれない。

　けれど紗也は、「さようなら」も「今まで楽しかった」も聞きたくなかった。

「死なないでね」

　紗也は言った。驚おどろくほどするりとその言葉が出てきた。

『うん』

　その二文字を聞いて、紗也は電話を切った。

　紗也とつきあうことで純に危険がおよぶというのなら、別れてやる。会うことが純の不利益になるのなら、もう会うまい。

　だけど、紗也の知らないところで純が危ない目にあっているかもしれないことだけは、我慢できなかった。

　純と紗也は、恋人同士である前に、幼なじみであり、親友だ。

　通話の切れた携帯を、紗也はぎゅっと握りしめた。それこそ、今純を脅おびやかしている敵を絞め殺す代わりのように。

「冗談じゃないぞ」
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　七なな倉くらが帰ったあと、三人はまるで何事もなかったかのようにその日の残りを過ごした。

　綾あや佳かが食事を作り、三人でこたつを囲んで食べ、それ以外は自分の部屋にこもったり、リビングでテレビを見ながらごろごろしたりしていた。

　水み藤とうは今仕事でいないだけで、夜になったら帰ってくるんじゃないか。綾佳はそんな錯さつ覚かくまで覚えそうになった。

　だが、今この家の中が静かなのは、台風の目だからに過ぎない。周りでは、ひどい暴風雨が吹き荒れているのだ。

　七なな倉くらを見送った純じゆんは、彼からの伝言を綾佳に正確に伝えた。

（俺おれは七倉につくよ。明日の朝七倉に連絡する。綾佳もそれまでにどうするか決めとけ）

　夕食の片づけをしながら、綾佳は深くため息をついた。

　すっと、リビングにつながる和室の引き戸が開いた。どきりとして綾佳は食器を洗う手を止める。

　黒いコートを着てデイパックを背せ負おった十じゆう文もん字じが、部屋から出てきた。別れを告げるように、一年近く暮らした畳たたみの部屋を見つめ、丁てい寧ねいに引き戸を閉める。

　綾佳は水を止めて手をふくと、意識してゆっくりと歩み寄った。

「行くの」

「ああ」

　十文字の顔の上には、別段なんの表情も浮かんでいなかった。

「どうやって出るの？　監視がついてるんでしょう」

「屋上から隣の建物に飛び移る」

　十文字はこともなげに言った。

「純には」

「いいよ。もう別に、言うこともない」

　引きとめる言葉が喉のどまで出かかった。だが綾佳は無理矢理それを吞のみ下す。出口を失った言葉の固まりは喉に引っかかって息が詰まった。

「早はや瀬せ」

　十文字が呼んだ。

「俺と行かないか」

　平へい坦たんな声だった。表情にも特別な変化はなかった。けれど十文字の目には──気のせいかもしれないし、もしかしたら綾佳自身の感情の照り返しだったのかもしれないが──微かすかにすがるような色が浮かんでいるように見えた。

　とっさに答える言葉を見失って、綾佳は絶句した。十文字は、長くは返事を待たなかった。ほんの数秒の沈黙のあと、苦笑をもらした。

「そんな困った顔しなくても」

　それだけ言って、中途半はん端ぱな笑みを残したまま体を半分ひねる。

「元気でな」

　綾あや佳かは思わず十じゆう文もん字じを追いかけて、数歩あとに続いた。だが十文字が顔だけで振り返り、目で制した。

　一緒に来られないのなら、それ以上ついてくるな。そう言われた気がした。

　玄関のドアが開いて閉まる、金属質の寒々しい音を聞いた。

　しばらくの間、綾佳は動けなかった。どれくらい経たったのか、ようやくのろのろと首をめぐらせて部屋の中を見回してみる。いつもと何も変わらない、夜のリビング。

　だけど、もうここに十文字や水み藤とうが戻ってくることは、おそらくないのだろう。そして、自分や純じゆんも、明日の朝にはきっと、ここを出なければならない。どういう決断をするにしても。

　綾佳はリビングを出た。純の部屋をノックする。入れよ、と声がしたのでドアを引き開けた。

　純はベッドに転がって、じっと天井を見上げている。

「十文字くん、行っちゃったよ」

「そっか」

　淡たん泊ぱくな声が返ってきた。綾佳は部屋の内側に入って後ろ手にドアを閉めた。

「私、あんたは真っ先に水藤くんのこと庇かばうんじゃないかって思ってた。意外だったわ」

「見損なった？」

　綾佳は首を左右に振る。

「別に、見直すとか見損なうとか、そういうもんじゃないでしょ。ただ、意外だっただけ」

　純は天井に書いてある文字を読んででもいるような目で上を見上げていたが、唐とう突とつに腹筋だけで起き上がった。

「俺おれ、人間でいたいんだ」

　妙に頼りない声で、純は言った。

「水藤のやったことを認めて、あいつの味方になったら、もう人間じゃいられなくなるような気がした」

「人間だって、人間を殺すわよ」

「水藤は殺したんじゃない。喰くったんだよ。そりゃ、ただ飢うえてたからってだけで喰ったわけじゃないだろう。けど、腹がへっているときに許せない相手が目の前に現れて、『こいつなら喰ってもいい』ってきっと思った。俺も、最初に幽ゆう霊れいを喰ったときそう思ったもん。あの時俺は、一歩人間の道から外れたんだ。もう一歩踏み出したら、二度と戻れない気がする」

　綾佳は静かに歩み寄って、純のベッドに腰かけた。

「それに、これ以上七なな倉くらを裏切りたくない」

「……こうなった今、十文字くんは七倉さんを喰ったりしないと思うよ」

「なんで？」

「私たちが十文字くんと一緒に行かないで残ったから。ここで、もし七倉さんが喰われれば、残った私たちは本当に殺されるしかなくなるもの」

　純じゆんは言葉の意味を考えているように少し黙ったあと、ようやく硬い表情を崩した。

「ずいぶん信頼してるんだな」

　疲れた表情で微笑ほほえむと、突然純は横から綾あや佳かを抱だきすくめた。長い腕に引き寄せられて、綾佳の体はすっぽりと純の胸におさまる。

「……可愛かわいい彼女がいるんじゃないの？」

「あいつとは、別れた」

「それで私に乗りかえようと」

「そんな言い方ねえだろ……」

　抱きしめる腕にわずかに力が加わった。綾佳はその腕をぽんぽんと優しく叩たたく。

「あんたはね、好きになっていい相手が私しかいないって思ってるだけよ。普通の女とつきあい続けるのは怖いから、同病の、傷を舐なめ合える、自分にとって楽な女に逃げようとしてるだけ。そんな消去法で選ばれるなんて、私はまっぴらごめんよ」

「なんだよそれ。そんなんじゃねえよ」

　綾佳は純の肩をつかみ、顔を見合わせられる位置まで体を離した。

「本当はまだあの子のことが好きなくせに。私の目を見て、本当に違うって言えるの？」

　間近で、純の目が揺らいだ。綾佳はつんと顎あごをそらす。

「なによ。論理的な反論をしてみなさいよ」

　純は世にも情けない顔をして、顔を伏せた。その前髪が綾佳の顎に触ふれた。

「……ごめん」

「ばかね。謝らなくたっていいのよ、別に」

　綾佳は純の頭をそっと抱き寄せる。

「こんな日くらい淋さみしい者同士が寄りかかり合ったって、罰ばちなんてあたりゃしないわ」

　静かだった。時折表の通りを車やバイクが走り抜ける音だけが聞こえる。沈黙に耳をすましながら、お互いの体温が同じになるまで、二人は不自然な体勢で抱き合っていた。

　このままではいつまでもその場しのぎの心地よさに甘えてしまいそうで、綾佳は一瞬目をつぶると、そっと腕をほどいて立ち上がった。

「おやすみ」

　笑いかけると、純も情けない顔のまま、情けない笑みを返した。

　部屋に戻ると、綾佳はドアの前でへたり込んだ。温め合った体が急速に冷えていく。

　ちぇ、と、常にないつぶやきがもれた。

「かっこつけないで、つけ込んでやればよかった」

　そう声に出してみると、自分の発想がなんだかおかしくなってちょっと笑ってしまった。

　後悔は少しだけだ。ほんの冗談程度。

　今は慰なぐさめ合っている場合でも、人肌に逃げ込んでいる場合でもないから。

　これからのことを、自分はどうするのかを、決めなければいけないから。

　綾あや佳かは膝ひざの上に顔を伏せた。長い髪がカーテンのように顔の周りを隠す。

　でも、今は誰だれも見ていないから、少しくらい泣いてもかまいはしないだろう。
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　眠れるはずがないと思っていたのに、いつの間にか寝ていたらしい。

　純じゆんが目を覚ますと、窓の外はわずかに白んでいた。手を伸ばし、枕まくら元もとの時計を引き寄せる。午前五時を少し回ったところだった。

　半分寝ぼけたまま前髪をかき上げ、起きるべきか否いなか考えていると、ふと家の中の気配に気がついた。はっとして飛び起き、部屋を飛び出す。

「綾佳？」

　廊下の角の部屋に形だけ声をかけてすぐに開く。きちんと整せい頓とんされた部屋の中には、誰もいなかった。机の上に視線を滑らせるが、何もない。

　リビングに入ると、空っぽの部屋の冷たい空気が純の体に染しみた。こたつの上にはテレビのリモコンが無む造ぞう作さに置かれているだけ。

　ただ、キッチンには一人分の朝食が用意されていた。温め直せばすぐに食べられるように。まるで、別れの挨あい拶さつのように。

「ちくしょう！」

　家の中に、純じゆん以外の気配はすでになかった。綾あや佳かも行ってしまった。書き置き一つ残さずに。

　がんっとこたつの側面を蹴けった。こたつは床の上を少し滑って向かいのソファーにぶつかり、上に置いてあったリモコンが吹き飛んで床で跳はねる。その耳みみ障ざわりな音は、寒々とした部屋の中で虚うつろに響いた。
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　潮の匂においと湿気を含んだ風が水み藤とうを包み、体温を奪って過ぎ去った。波の音は二晩ですっかり耳の中に染しみついてしまい、この場所を離れてもいつまでも聞こえ続けそうな気がする。

　近づいてくる男の姿を認めて、水藤は微笑ほほえんだ。

「君が来たのか。うん、なんとなくそうじゃないかと思っていた」

　純や綾佳では、仲間だった自分を喰くうことはできないかもしれない。一番それができそうなのは──冷たいという意味ではなく、やらなきゃならないことをちゃんと遂すい行こうできるのは、十じゆう文もん字じだろう。水藤はそう思っていた。

「ごめん。俺おれはとんでもないことをした。きっと、君たちにもひどい迷惑をかけているんだろうね」

　風がまた吹き、水藤の長い髪が空中に流れる。十文字は沈黙したまま水藤を見ている。

「情けない話だよ。俺は、飢うえを我慢することには自信があったんだ。まさか自分が、生きている人間を喰ってしまうなんて考えてもみなかった。だけど、あの時思ってしまったんだ。『こんな奴やつ、いない方がいいじゃないか』って。『こんな奴、自分の食糧で十分じゃないか』って」

「いいんだよ。そんな奴、お前の食糧で十分だったんだよ」

　きっぱりとした答えが返ってきて、水藤は驚おどろいて十文字を凝ぎよう視しした。

「生きるために他ほかの命を奪うなんてこと、誰だれだってやってる。俺たちにだって、生きたいと願う権利はあるんだ」

「十文字？」

「俺は、お前を殺しに来たんじゃない。一緒に生きるために来たんだ」

　迷いのない口調に、水藤は戸惑った。

「でも、七なな倉くらさんは……」

「必要とあればあいつとも戦うよ。モノ祓ばらいの仕事はなくなるけど、食糧なら選べばいい。生きていても害にしかならない人間というのは必ずいる。必要ない人間を喰って生きればいい」

　水藤は表情を引きしめた。しっかりと首を横に振る。

「それはできないよ。俺おれたちは神じゃない。必要ない人間だなどと決めつけることはできない」

「そうだ。俺たちは神じゃない。食わなければ生きていけない動物だ。だからこそだ」

「俺にはできない」

「なんでだ。お前はあの医者を、必要ない人間と見なして喰くったんだろ」

　十じゆう文もん字じの言葉は、まっすぐに水み藤とうに刺さった。まともに傷ついた顔をしてしまったのかもしれない。十文字の表情がわずかに揺れた。

「そうだよ。涼りよう子こを守るため、復ふく讐しゆうをするためというのは言い訳だ。俺はあの男を必要ない人間だと決めつけて、自分のために喰ったんだ。もう、あんなのは嫌いやなんだ。俺はこれ以上、自分を嫌いになりたくない」

「なんでだよ。お前のやったことの何が悪いんだよ……！」

　絞り出したようなかすれ声で、十文字が叫んだ。水藤は、十文字がこんな声を出すのを初めて聞いた。悲しいような悔しいような、不安定な表情を初めて見た。

「ごめん。でも、助けようとしてくれて、ありがとう」
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　三つの気配のどれが誰だれだかはわからない。だが、十文字が水藤のところに行ったのは間違いないだろうから、比較的近くに寄っている二つの気配のどちらかが十文字でどちらかが水藤なのだと思う。

「次の角、どっち？」

「多分、右」

　七なな倉くらの運転する車の助手席におさまって、純じゆんは彼らの気配をたどっていた。離れているため、漠ばく然ぜんとした方向はわかっても、正確な位置はつかめない。大まかな方向に車を走らせて、少しずつ近づいていくしかなかった。

　深いため息をつくと、七倉がちらりと横目で純を見た。

「大丈夫か。疲れているみたいだな」

「うん、まあ」

　曖あい昧まいに答えて、純は窓ガラスに頭をもたせかけた。つけっぱなしのラジオが明るくない話題を次々と持ち出してくる。正直気が滅め入いったが、沈黙の中にいるよりは堅苦しいアナウンサーのしゃべりでも聞いていた方がマシだったし、無む邪じや気きに明るいポップスを流されたら、余計に落ち込んでしまう気もした。

　千葉県の清掃会社のオフィスの最上階で、刃物を持った男が数人を斬きりつけたのち、女性職員を人ひと質じちに取って立てこもる事件が発生しました……。深刻ぶった男の声を片耳で聞きながら、純は遠くの空を見た。昼を回ってから、空を覆おおう黒雲の量がにわかに増え、今はすっかり暗くなっていた。

　陰いん鬱うつな気分のときは暗いものばかりが感覚のアンテナに引っかかるのかもしれない。

「どっち？」

「……左？」

　七なな倉くらは純じゆんの言葉通りにハンドルをきりながら、小さな声で言った。

「さっきからどうも、同じような場所をうろついているけど、いいのかい？」

「ある程度近づかなきゃ、どこから気配がしてるのかよくわかんねえんだよ」

「それは承知しているけどね。もしかしたら、見つけたくないんじゃないかと思って」

　純はじろりと七倉を睨にらみ、すぐに目をそらす。

「見つけたいわけねえだろ。……それでも、真ま面じ目めに捜してるよ。ちゃんと見つけるから安心しろ」

「それはよかった。見張っていたにもかかわらず、一晩のうちにさらに二人も行方ゆくえ不明になって、本家の人たちはもう大騒ぎだ。早いところ片をつけないとまずいからね」

　片をつける。その言葉に、純の気持ちはさらに重く沈んだ。

「純」

　前方に顔を向けたまま、七倉が呼んだ。

「君が残ってくれたこと、感謝している」

　返事はせず、純は窓の外に視線を戻す。ぽつりと一滴雨が落ちた。
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「私よ！　だから出なさいよこの野郎！」

　綾あや佳かは携帯を額に押し当て、懇こん願がんだか悪態だかわからない言葉を口にしてから電話をかけた。

　おかけになった電話は……というお定まりの文句を聞かされるかと半ば覚悟していたが、呼び出し音が鳴った。安あん堵どしかけた心を引きしめてさらに祈っていると、相手が出た。

「水み藤とうくん！　よかった、つながって」

『綾佳さん。どうしたんだ』

「どうしたんだじゃないわよ、なにやってんのよ馬ば鹿か！」

『……ごめん』

「まあいいわ。そんなこと言うために連絡したんじゃないのよ。水藤くん今どこにいるの？　あ、ううん。やっぱり答えなくていい。私はあなたを捜してるわけじゃないし、どこにいようとかまわないもの。そうじゃなくて……」

　綾佳自身焦あせって混乱していた。気を落ち着かせるために一度口を閉じ、ゆっくり深呼吸する。

「十じゆう文もん字じくんとは会った？」

　ようやくしっかりした声が出た。水み藤とうは少しの間をおいてから、会ったよ、と答えた。

「それでどうしたの？」

『必要のない人間を喰くって生きようと言われた』

「必要のない人間……」

『できないと答えたよ』

「そう……。それから、どうしたの？」

『十じゆう文もん字じと会ったのが今け朝さで、少し話してその場で別れた。そのあと彼がどうしているのかは知らない。俺おれは、まだ同じ場所にいる』

「これからどうする気？」

　考え込むような沈黙が落ちた。だがすぐに、吹っ切れた声が返ってくる。

『十文字が俺を助けようとしてくれたことは、本当にうれしかったんだ』

　でも……、とか、ただ……、などというふうに続きそうな言い方だった。

　純じゆんのことは知っているのだろうかとふと不安になり、綾あや佳かは口を開く。

「あのね、十文字くんから聞いたかもしれないけど、純は七なな倉くらさんのところに残ったの」

『そうか。それで、俺のことを捜している？』

「多分ね。でも、できれば恨うらまないであげて」

『恨むわけないよ。うん、それならちょうどよかった』

　綾佳は眉まゆをひそめた。

「ちょうどいい？」

『二日間逃げ回って頭が冷えた。俺はこれから、七倉さんのところへ出頭するよ。今回のことは俺一人の罪だ。綾佳さんたちには本当に迷惑をかけたけど、俺さえ捕まれば、三人のことは七倉さんがなんとかしてくれると思う』

「待ってよ！　そんなことしたら、水藤くんは殺されるわよ！」

　逃げようとする携帯端末を押さえつけるかのように、綾佳はそれを力一杯握って怒鳴った。

『わかってる。でも純が一緒にいるんだろ？　あいつに喰ってもらえるのなら本ほん望もうだよ』

「十文字くんがなんのために……」

『彼の好意を無にするようで、それだけは心苦しいけど』

　申し訳なさそうに言いながらも、水藤の声は揺るがなかった。

『十文字は七倉さんたちを敵に回してまで俺を助けようとしてくれた。だけど、俺を助けることが目的のすべてじゃなかったと思う。彼は自分たちがぎりぎりのところに来ていることを悟って、自分の生きる道を自分で選んだんだ。俺は同調できなかったし、彼の言い分は正しくないと思ったけど、それでも十文字自身がその道を選んだことを否定するつもりはない』

「自分のせいじゃないって言いたいの？」

『俺のせいだよ。俺はきっかけを作ってしまった。だけど……』

「違うのよ！」

　綾あや佳かは怒鳴った。うまく伝わらなくてもどかしかった。

「十じゆう文もん字じくんは正しよう真しん正しよう銘めい、水み藤とうくんを助けるために七なな倉くらさんを裏切ったのよ。そりゃ、私たちは最近ずっと飢うえてたし本家には命狙ねらわれてたし、今回の事件がなくたって、いつか彼は同じ道を選ぶことになったかもしれないけど、それだって私たち三人のためなのよ！　十文字くんにとって私たちは家族なの！　本当の家族はもう壊れてなくなっちゃったから、きっと『今度こそ』って思ってるんだと思う」

　水藤は沈黙した。ざざざ、ざざざという音が、電波に乗って運ばれてくる。波の音だろうか。彼は海の近くにいるのか。

『なら、綾佳さん。君は俺おれにどうしろって言うんだ。君はどうしたいと？』

「私は、逃げただけよ。人喰くって生きる勇気も、水藤くんや十文字くんと戦う勇気もなくて、中途半はん端ぱに逃げただけよ」

『君は今、どこにいるんだ？』

　初めてそのことに気づいたようで、水藤は若じやつ干かん焦あせった声を出した。

「京都よ」

『京都？』

　怪け訝げんそうに、水藤はオウム返しにした。

「そうよ。逃げてみたら、情けない逃亡者にもできることはあった。今から、私の考えを話すわ。要するに、モノ祓ばらい師の奴やつらが私たちの力を必要とせざるを得ない状況を作ればいいと思うの」
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　飢えは癒いえた。

　十文字は拳こぶしを握り込む。今の状態なら大丈夫だ。ある程度の余裕を持って戦えるだろう。

　騒がしい現場付近から急いで離れる。

　時刻からすればまだ日はあるはずなのに、辺りはすっかり薄暗くなっていて、細かい雨が降りだしていた。灰色の薄布を被かぶせられたみたいにくすんだ町は舞台装置のように現実感がなく、そこで人々が暮らしをいとなんでいるとはとても思えない。並ぶ家々も実は外側だけのはりぼてで、中はがらんとした空洞なんじゃないだろうかと空想した。

　できるだけ人目につかないように雨の住宅街を走り抜け、工場の裏手にある公園に入った。藤ふじ棚だなの下のベンチに腰を下ろす。葉が落ちて枝だけになった藤は、あまり雨よけの役には立たなかったが何もないよりは多少マシだ。

　公園は、敷地こそそれなりに広いのだが、遊具はブランコとバネで動く耳の欠けたキリンしかない。しかも錆さびている。隣に見える工場のトタン屋根もすっかり錆びつくして赤茶色になっていた。灰色の町の一角にある、錆さび色いろの場所だ。

　雨に濡ぬれて、十じゆう文もん字じの体は冷えきっていた。気温の変化にも強くなったとはいえ、冬の雨が染しみた服にくるまれていると、やはり寒さは肌から体の芯しんへと染み込んでくる。

　父と弟は元気かな、とふと思った。

　もうおそらく会うことはないだろうけれど、幸せでいてくれるといい。父には、妻を捨ててでも一緒になりたかった女がいるし、弟には愛してくれるたくさんの人がいる。きっと大丈夫だろう。

　死んだ母のことが次いで浮かぶ。

　自分の死期を知っても毅き然ぜんとしていた彼女の横顔を思い出す。

　母にはもう自分しかいないのだと思い、十文字は必死につくしたつもりだった。毎日病院に通い、世話をした。

　あの日も、塾に行く前にスポーツバッグに母の着がえを詰めて見舞いに行った。

　母は苦しがっていた。十文字は励はげましの言葉をかけるのが下へ手たで、ただ手を差し伸べた。母はその手を見て、言った。

　もう、あんまりここに来なくていいわよ。受験生なんだから、家で勉強してなさい。今日は塾なんでしょ。もう行ったら。

　答える言葉もなく、十文字は病院を出て塾へ行った。そして、エレベーターは止まった。

（もう、あんまりここに来なくていいわよ）

　それ以来、二度と顔を見せなかった息子むすこを、彼女はどう思っただろうか。

　自分の言葉を重く受けとめすぎたと思ったか、それとも、そう言ってもらうまで嫌いや々いや見舞いに来ていたのだと考えただろうか。

　十文字は右手を開き、顔の上に掲げた。

　俺おれの差し伸べる手はいつも、空くうを搔かく。




　　　　　　＊




『じゃあ君は、京都に張られている結けつ界かいを壊して、〈モノ〉を外に出そうと？』

　水み藤とうが愕がく然ぜんとした声で訊きき返してきた。

「そうよ。モノ祓ばらい師たちが手に余して封印したような〈モノ〉が解放されれば、絶対に私たちの力が必要になる。それを祓ってやる代わりに、水藤くんのお咎とがめなしと、これからの私たちの生活の保障を約束してもらう」

『それはできない。第一、そんな封印など解いて、俺たちではどうしようもないような〈モノ〉が出てきたらどうするんだ』

「どうせ永遠に保もたない結けつ界かいなら、今に賭かけてみたっていいじゃない。遠い未来、モノ祓ばらい師なんていなくなっちゃった頃ころに結界が壊れたらおしまいよ。それなら、今の方が封じられた〈モノ〉たちを無事に処理できる可能性が高いわ」

『自分勝手な言い分だ』

　責める口調で水み藤とうは言った。

　わかっている。自分の言っていることは、自分を正当化するための言い訳に過ぎない。

「そうよ。誰だれも未来の人々のために戦おうなんて言ってない。私は私たちのために、そうしたいの」

『やめるんだ。綾あや佳かさんは七なな倉くらさんのもとに戻れ。純じゆんと合流するんだ。今ならまだ間に合う』

　水藤の焦あせった声が必死に説得の言葉を紡つむぐ。胸が痛んだが、綾佳は折れなかった。

「ごめんね。でも、私は相談しているわけじゃないの。これからの私の予定を話してるだけ」

『待て。せめてあと半日待ってくれ。今から俺おれもそっちに行くよ。会ってちゃんと話して……』

「うん、水藤くんにもこっちに来てほしい。だけど待たないわ。早くしないと、純と七倉さんがあんたたちを見つけてしまう。私はあんたたちが殺し合うなんて嫌いやなのよ。勝手でごめん」

　耳を離しても聞こえてくる抗議の声を無視して、綾佳は通話を切った。

（自分の決めた道、迷うなよ）

　その言葉を思い浮かべ、誰が言ったんだっけと考えた。──そうだ、塾の中で七倉の〝縄〟に追いつめられたときに、十じゆう文もん字じが言ったのだ。一か八ばちかで屋上から飛び降りるのか、それとも別の逃げ道を試すのか。

　──一か八かで。
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　曖あい昧まいだった気配がしっかりとらえられる位置まで来た。十文字の気配だとわかる。それと同時に、おかしなニュースがラジオから流れてきた。

　さっきの立てこもり事件の続報だ。どうやら、人ひと質じちにされていた女性は無事に保護されたらしい。そこまではいい。だが、立てこもっていた犯人が、警察に包囲されていたビルの中から消えたというのだ。

　人質の女性は目隠しをされ、後ろ手に縛しばられている状態だったが、犯人の気配が部屋の中からなくなったことを感じて自力で外に出、保護された、という流れらしい。犯人の動向については、彼女はほとんど把は握あくしていないようだ。

　現在ビル内の捜索と周辺の警戒を強めているとアナウンサーは語った。

　現場となったビルは、七倉の車が向かっている方向にある。

「おっさん」

　声をかけると、七なな倉くらはわずかに顎あごを引いた。

「十じゆう文もん字じだと思うか？」

「わかんねえけど。あいつが今いる場所と、事件現場はそんなに離れていないと思う」

「現場に寄りたい？」

　行ってみて、何かわかるだろうか。例えば、現場に大量の土くれが残されているかどうか。例えば、隣のビルから飛び移る影を隠すような、死角がなかったかどうか。

　純じゆんは首を横に振った。

「いい。あいつに会えばわかる」

　車は住宅街に入った。街路を徐行する。雨に沈んだモノトーンの町並みを眺ながめながら、この一年半でなじんだ気配が近づいてくるのを感じていた。間違いなく、十文字の方も近づいてくる気配に気づいているはずだが、逃げる様子は一向にない。

　向こうも覚悟済みか。

「近くまで来たら車を停とめて俺おれを降ろしてくれ。あんたは来なくていいよ」

「何な故ぜだい」

「十文字は、もしかしたらあんたを喰くおうと狙ねらってるかもしれない。わざわざ顔を見せることはない」

　綾あや佳かは、こうなった今十文字が七倉を喰うことはないと言ったが、一応用心はした方がいい。

　七倉が真剣な顔で黙っているので、純は少し笑ってやった。

「心配しなくても、今さらあいつと手に手を取って逃げたりしねえよ」

「信用はしている。だが、君一人で勝てるか？」

　ああそっちの心配かと純は納得する。

「勝てないかも。特に、ニュースの件があいつの仕し業わざだとすると、飢うえて力が出ない俺は不利だよ」

「なら……」

「でも、あんたの〝壁〟も〝縄〟も多分きかないよ。そのほかの攻撃方法だと、俺まで影響受けて痛い思いするから迷惑なんだよ。……あと、どうせ七倉さんの親しん戚せきの方々も近くまで来てるんだろ。できればそっちにも手を出させないで。あ、この辺でいいよ」

　七倉は多少幅のある道まで出て、その路肩に停車した。

　純は車を降りた。七倉は何か言いたげな顔をしていたが、純はあえて言わせずに軽く手を上げて歩きだした。

　行く手に、古びた工場が見えた。廃はい工場なのか現役なのかはわからないが、いずれにせよひどくくたびれていることは確かで、赤あか錆さびにまみれている。

　近づくと、その工場の裏が公園になっていることがわかった。藤ふじ棚だなとわずかな遊具が隅にあることで、辛かろうじて空き地ではなく公園として成り立っている。

　藤ふじ棚だなの下を見て、純じゆんは笑った。

「よお、一日ぶり」

　十じゆう文もん字じは何も答えずに、ゆっくりと立ち上がると藤棚の下から出てきた。

「今日、どこぞの会社で立てこもり事件があったらしいんだけど、お前知ってる？」

　純はわざと軽い口調で訊きいた。

「知ってるよ。犯人が消えたんだろ」

「喰くったのか」

「ああ」

　そうか、とつぶやいた。特に感想は何もなかった。

　雨が強まった。

　十文字が静かに歩み寄ってくる。純は身構えた。十文字が地面を蹴ける。

　一瞬、背せ筋すじがぞっと冷えた。頭がものを考えるより先に、本能が体を動かす。純は横に跳とんだ。風圧が純の体を煽あおる。頰ほおに微かすかな痛みが走る。

　耳の奥に刺さるような、不快な金属音が響いた。

　純は受け身を取ることも忘れて転がり、それでもすぐに地面に手をついて飛び起き距離を取る。

　さっきまで自分がいた場所を振り返り、純は唇くちびるを嚙かんだ。

　キリンの遊具がない。

　地面からは無む惨ざんに引きちぎられたバネが伸びているだけだ。視線をめぐらせると、キリンは公園の端まで飛ばされていた。首が折れている。

（一歩間違えれば、俺おれがあの姿だ）

　純は、夜の学校でやった十文字との殴なぐり合いの喧けん嘩かを思い出した。今の状況はあの時とはまったく違うのだと、ようやく現実感を伴ってそう思った。

　これは喧嘩ではなく、喰い合いの殺し合いなのだと。

　小石交じりの粗あらい砂を、十文字の靴くつが踏みしめる。近づいてくる。一歩、二歩。

　三歩目で駆けだした。二人の距離が一瞬で消え去る。

　繰り出される拳こぶしに光るエネルギーがまといついていた。それは風を起こし、小さな竜たつ巻まきを作って襲おそいかかる。

　視覚だけは十文字の動きをとらえていたが、頭も体もそれについていけず、純はよけることもできずに吹き飛ばされた。

　辛うじて体の前で交差させた腕が胴を守った。だが腕が焼けるように痛む。

　十文字が放ったエネルギーの余波が、地面を抉えぐるのが目の端に映る。

　少し、自や棄けになった。

　純じゆんは立ち上がると、拳こぶしを固めて真正面から突っ込んだ。十じゆう文もん字じはふわりと横によける。純は体勢を立て直しきれない不安定な姿勢のまま、かわした十文字の首を追って手刀を振るった。

　微かすかな手ごたえはあった。

　だが同時に脇わき腹ばらに激しい衝しよう撃げきを受けて、純は地面に叩たたきつけられる。砂の上をざりざりと滑った。砂すな埃ぼこりが立つ。

　蹴けり飛ばされたのだとわかるまで、少しの時間がかかった。

　純は腹を抱かかえて丸まり、大半が血の反へ吐どを吐き出した。

「終わりか」

　十文字が言った。無表情ではあったがその顔は蒼そう白はくで、怒っているようにも見えた。彼の首からは鮮やかな赤い血が流れていた。血は首筋を伝い、黒い服の襟えりに染しみ込み見えなくなる。

　純は腕をついて体を起こした。袖そでが破れてむき出しになったその腕は、皮が剝はげ、砂交じりの血で汚れていた。

　十文字はもう一度、終わりか、と言おうとした。

　その「終わり」の「り」が聞こえるか聞こえないかの瞬間、純は這はいつくばった姿勢のまま、手のひらで空気を切り裂さいた。

　放たれた純のエネルギーは狙ねらいあやまたず十文字の足を傷つける。十文字は膝ひざを折って地面に手をついた。

「へへ……」

　その様を見て、純は力無い笑いをもらした。

　だけど、ここまでだな、と思う。

　もうろくに体が動かない。具体的にどこが痛いのかわからないくらい、苦痛は全身に回っていた。

　それに、体が重い。飢うえによる脱力感には慣れていたつもりだったが、やはり激しい動きは身にこたえた。『食事』をすませたばかりの十文字の動きにはついていけない。

　十文字が、ふらつきながらも立ち上がった。そのまま、多少怪しい足取りで近づいてくる。

　いつの間にか、強い雨に風が伴い、暴風雨一歩手前にまでなっていた。まるでこの舞台を盛り上げているみたいじゃないかと純は思い、いやそれとも自分たちが戦っていることこそが風雨を呼び寄せたんじゃないかと冗談交じりに考えた。

　魔ま物ものが暴れるときに天候が荒れるのは、よくあるパターンじゃないか。

　十文字が目の前に立った。

　純はふっと表情を崩し、最後の力を振り絞るつもりで、拳を固めてエネルギーを込めて横よこ薙なぎに打ちつけた。

　すると、十文字が大きく跳とんだ。

「は？」

　十じゆう文もん字じは高く高く跳ちよう躍やくし、隣接する工場の屋根に後ろ向きに飛び乗った。

（なにやってんだ、あいつ）

　あそこまで跳とばなくてもかわせたはずだ。それとも、足の傷が意外と深かったのだろうか。だから逃げた？

　いや、もしそうなら、なおさら屋根に飛び乗ったりなどしないはずだ。まるで何かのパフォーマンスみたいに。

　パフォーマンス。

　純じゆんは吹き飛ばされたキリンや、やたらにエネルギーのこもった拳こぶしを思った。あれだけ破壊的な力を見せながらも、純は致命的な傷を負わされていない。こっちは防御も考えず、やけくそ気味に突っ込んでいったというのに。

　もしかすると、十文字は七なな倉くらや本家の連中に、自分の力を見せつけるためだけに戦いの真ま似ね事ごとをしていたのかもしれない。──俺おれはこんなに人間離れした力があるんだぞ。お前らでは俺に勝てない。だけど、同じ体質のこいつなら俺とでもまあまあ互角に戦える。なら、こいつは生かしておいた方が得策なんじゃないかい？

　そういうことか。

　十文字は、その考えを肯定するかのように純に背を向けた。立ち去る気だ。

「待て！」

　公園の外から声がかかった。屋根の上の十文字がそちらを見る。純もそれにならった。

　険しい顔をした七倉が、公園の入口に立っていた。

「すまないが、二人とも一緒に来てくれ。力を貸してほしい」

　叩たたきつけるような雨と風の音をくぐり抜けて、七倉の声が届いた。

「京都が、大変なことになっているようだ。百ひやつ鬼き夜や行ぎようだよ」













　　　第五章　百ひやつ鬼き夜や行ぎよう〈冬〉







　足あし下もとを〈モノ〉たちがわらわらと走り抜けていく。くすんだ赤や青や黒の肌をした小鬼たちだ。尖とがった頭やこぶだらけの頭、双頭までいる。

　水み藤とうは小さな鬼の行列を軽く薙なぎ払って残らず喰くった。

　二に条じよう城を過ぎて少し行ったところで足を止める。

「人のこと責められた義理じゃないのはわかっているけど、この有り様、一体どうするんだよ」

　髪の長い女が振り向いて、疲れた顔をして笑った。

「まいったわ。壊した結けつ界かいは一つだけなのに、あっちこっちから〈モノ〉が噴き出しちゃったみたい」

「……綾あや佳かさん。目が、赤い」

「え？　なによ。別に泣いちゃいないわよ」

　綾佳が怪け訝げんな顔をする。水藤は首を振った。

「そうじゃないよ。瞳ひとみが、虹こう彩さいが赤くなってるんだ」

　綾佳ははっとして目元を押さえた。

「だいぶんたくさんの〈モノ〉を喰ったんだろう。また体が変化してるんだ。人に見られないように気をつけた方がいい」

「だんだん体が化け物になってくのね」

　綾佳は自じ嘲ちようぎみに笑った。

「でもおかげで満腹よ。力も満ちてる。ここで喰いだめしておけば、しばらくは〈モノ〉を食べなくても生きていけるんじゃない？」

　駅からここまで来る間だけで、水藤も相当数の半物質的〈モノ〉と出会い、喰った。水藤はかつてないほど満たされていた。

「取引は成立したみたいよ」

　静かな口調で綾佳が言った。

「純じゆんから連絡があったの。今、十じゆう文もん字じくんと七なな倉くらさんと一緒にこっちに向かっているみたい。本家からここの状況が七倉さんに伝えられたらしくて、それで七倉さんが二人に協力を求めたんだって。十文字くんは、この二日間で起こったことを全部なかったことにしてくれるのなら、協力してもいいって持ちかけたそうよ」

「綾佳さんの思おも惑わく通り？」

「なんだかうまくいきすぎて気味が悪いくらいだわ」

「でも問題は、解き放った〈モノ〉をちゃんと祓はらえるかどうかだよ。肝かん心じんのその大物はどうしたんだ。物質度が低めの〈モノ〉はやたらと歩き回ってるのに、封印されていたほどの〈モノ〉は見あたらないな」

　綾あや佳かは表情を引きしめて頷うなずいた。

「現れたり消えたりよ。よくはわからなかったけど、結けつ界かい破った瞬間に見えた姿は、空飛ぶ獣けものみたいな感じだった」

　夕暮れはほとんど終わっていた。だが太陽の光は地平線からまだわずかににじみ出ていて、完全な夜が来るまで、あと少しの猶ゆう予よがあった。

「すまなかった」

　水み藤とうは言った。

「なんで謝ってるの？　むしろ私が勝手したことを怒ってたんじゃないの？」

「君にこんなことをさせたのは、俺おれだから。それから、ありがとう」

「それはなんに対するお礼？」

「俺の命を助けてくれて……かな」

　綾佳はふわりと微笑ほほえんだ。

「社交辞令でもなんでも、そう言ってくれてうれしいわ。水藤くん、本気で死にたがってるんじゃないかって、心配だったから」
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　これからのことについて七なな倉くらと話し合い、綾佳に連絡し、傷の処置をして血だらけの服を着がえ東京駅に向かってようやく新幹線の座席に落ち着くことができた頃ころには、純じゆんはもう二度と立ち上がれないのではないかと思うくらいに疲れ果てていた。

　長い長いため息をついて、背中を丸めて座席に沈み込む。隣に座っている十じゆう文もん字じは一言もしゃべらずに、窓まど枠わくに頰ほお杖づえをついて外を眺ながめていた。

　眠れはしなかったが、純は目をつぶって後頭部を座席につけたまま脱力していた。

　この二日間で、世界がひっくり返ってしまったような気がした。いや、ひっくり返るのは一年半前のエレベーターの中ですでにひっくり返ってしまっているわけだから、今のこの状況は十分に予想できることだったのかもしれない。あのエレベーターの中で純たちの世界はひっくり返り、それまでいた場所からは滑り落ちてしまった。今までは、落下の途中でちょっとしたでっぱりに引っかかっていたに過ぎないのだ。

　もうすぐ京都駅に着くというアナウンスが流れた。それでも同じ姿勢のままじっとしていると、隣で十文字が身じろぐ気配がした。

「おい」

　純じゆんは目を開いた。十じゆう文もん字じは相変わらず外を見つめたままだったので、純はわずかに背中を浮かせて同じ方向を見やる。

「うっわ」

　思わず声がもれた。

　暗い濃のう紺こんの空に、雲がとぐろを巻いていた。そしてその下を、巨大な鳥が何羽わも飛び交っていた。あちこちの家の屋根には、漆黒の猿が鎮ちん座ざしている。

　──いいや。あれは鳥でも猿さるでもない。

〈モノ〉だ。

　千二百年の歴史を持つ古都に、今、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こしている。

「今、モノ祓ばらい師たちが対処に走り回っているよ」

　後ろの座席から声がかかった。純はシートの上に膝ひざ立だちになり、背もたれの上から後ろに顔をのぞかせた。七なな倉くらは厳しい顔で腕組みしている。

「なんでこんなことになったんだよ」

「……どこかの結けつ界かいが壊れたんだ。封じられていた大きな〈モノ〉が解き放たれ、それに引っ張られて小さな〈モノ〉どもが出てきたんだろう」

「へえ。いつまでも保もつもんじゃないとは聞いてたけど、まさかいきなりこんなことになるとはな」

　何か気に障さわったのか、七倉はますます眉み間けんのしわを深くした。純は座席に座り直そうとしたが、ふと途中で動きを止め、もう一度七倉を見て訊きいた。

「この件が片づいたら、俺おれたちは元の生活に戻れるのか？」

　戻れるのだろうか。あの部屋に、四人で。

「無事に片がついたらね。約束は守るよ」

　硬い表情は崩さないまま、七倉はそっけなく言った。







　京都駅で、先に着いていた水み藤とうと綾あや佳かに合流した。綾佳は何な故ぜかサングラスをかけていて、怪しげな雰囲気を醸かもし出している。二人を前にして、純は久方ぶりの再会のような錯さつ覚かくを起こした。だが特別にかける言葉も見つからず、ただ軽く手を上げてみせた。

　駅の隅で七倉は地図を広げ、四人それぞれに場所を割り振って、その地域にいる〈モノ〉を始末することを命じた。

「私はひとまず本家に行く。その後の指示は追って連絡する。携帯の電源は入れておきなさい」

　七倉はそう言ってから、表情を改めた。できるだけ冷れい酷こくそうに見えるようにと、無理に作った顔に見えた。

「君たちは、いわば執行猶ゆう予よ中の身だ。それを念頭に置いて、何があっても必ず私の指示に従うこと。少しでも疑われるようなそぶりをすれば、刑は執行されるのだと思いなさい。不審を抱いだかれたくなかったら、勝手に連絡を取り合ったりもするな」

　それだけ言って、七なな倉くらは足早に立ち去った。足取りはしっかりしていたが、その背中には疲れがにじみ出ていた。

　七倉の姿が人込みに消えるまで見送って、純じゆんは一つ息をついた。横目で二日ぶりに会う水み藤とうを見る。

「馬ば鹿か者もの」

　つぶやくように言うと、水藤は面目なさそうな顔をした。

「ごめん」

「誰だれも怒ってはいないけど」

「綾あや佳かさんには怒られたよ」

　水藤はちらりと綾佳を見て言った。純もそれにならって彼女を一いち瞥べつする。

「許すために怒ったんだろ」

　何か言ってくるかと思ったが、綾佳は黙したままだった。サングラスのせいで表情がうかがえないので気味が悪い。

「お前、そのグラサンどうしたんだよ」

　純が言うと、綾佳は指先でサングラスを少し押し下げた。上うわ目め遣づかいに見上げてきた彼女の瞳ひとみは、赤い色をしていた。

　ああそういうことかと、小さく息を吐く。

　綾佳はサングラスを下げたまま、どこかうしろめたそうな目つきで純と十じゆう文もん字じを交互に見ている。純は嫌いやな予感がした。

「何。なんか言いたいことあるのか」

「うん。ちょっと、告白しなきゃならないことが一つ」

　そして綾佳は小さな声で言った。

　ここの結けつ界かい、壊したの私なんだ。ごめんね。

「なっ、お前……！」

「騒ぐな。誰が聞いてるかわかんねえぞ」

　大声をあげそうになった純を、十文字が低い声で制した。

「そんなこったろうと思ったよ。少しも気づいてなかったのはお前くらいだ。七倉も最初から勘かんづいてる。何百年も持ちこたえてきた結界が、なんの前まえ触ぶれもなく今壊れるなんて、俺おれたちにとって都合がよすぎるからな」

「やっぱり気づかれてるか」

　綾佳はため息をついた。

「構わない。それでも今、本家の奴やつらが俺たちを必要とする状況におちいってるのは確かだ。マッチポンプになるけど、せいぜい尽じん力りよくして俺おれたちが役に立つことをアピールしておこうぜ」

「約束、守ってもらえるかな」

　綾あや佳かが不安そうに言う。

「おっさんは俺たちの誰だれかが結けつ界かいを壊したってわかってたんだろ？　それでも、無事にすんだら今回の件は見逃してくれるって言ったんだ。あいつは言葉を大事にする人間だよ。その場しのぎで噓うその誓いは口にしないと思う」

「それに、早はや瀬せのやったことは脅おどしにもなる。もし今後俺たちに手を出したら、またこんな事態を起こすぞ、とな」

　十じゆう文もん字じはそう言って口の端で笑った。

「まあどっちにしろ、おかげで事態は好転した。これだけ大量の〈モノ〉が町中をうろつき、あまつさえ歴代のモノ祓ばらい師たちが祓えずに封印したような強力な奴やつが出現したんだ。そいつらを喰くっちまえば、また俺たちの力は増す。本家の奴らもおいそれとは手が出せないくらいになるだろうよ」

　純じゆんは肩をすくめた。

「気楽に言ってくれるな。それもこれも、俺たちがそのばかでかい〈モノ〉を無事に喰うことができたらって大前提の上でだろ」

「当然だ。だけど、その先に希望があるなら命をかける価値は十分にあるじゃねえか」

　命をかける価値。それはあるのだろう。純とて、水み藤とうや十文字と殺し合うよりは、全員で生きるために命をかけたい。だけど、その先にあるのは本当に希望なのか。

　純は綾佳のサングラスを見た。その先にある赤い瞳ひとみを、自分の鋼はがねのような硬度の爪つめを思う。

（君は人間の側がわにいてくれ）

　ごめん、七なな倉くらさん。多分もう、無理だ。
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　紗さ也やは困っていた。

　こんなつもりではなかった。純にばれないように、こっそり様子を見に行くだけの予定だったのに。

　別れの電話を受けた次の日の昼、紗也は純のマンションに行った。一晩考えに考えたが、どうしてもこのまま放っておくことはできなかった。もしかしたら、純は一人で思い詰めて、間違った道を選ぼうとしているのかもしれない。

　純が置かれている状況を少しでも探れればと思った。そしてもし、純が彼の手に負えない事態に巻き込まれているのだとわかったら、その時は嫌われても恨うらまれても、警察にでもどこにでも報しらせるつもりだった。

「本家に戻れ？　ここの張り込みはいいんですか」

「ああ。当主の指示だ。早はや瀬せ綾あや佳かと十じゆう文もん字じ誠まことがここに戻ることはおそらくないだろうからな」

　紗さ也やがマンションのエントランスに踏み込んだとき、背後で閉まりかけた自動ドアの隙すき間まから、緊張した男の声が入り込んできた。その声の調子と芝しば居いがかったやりとりに、紗也は思わず振り返った。最初は、どうしたのかなと他ひ人と事ごととして軽い興味を覚えただけだったが、すぐに何かが心に引っかかった。

　早瀬、綾佳。

　純じゆんが、同居人の女の人のことを、綾佳と呼んでいなかったか。

　紗也はくぐったばかりの自動ドアをもう一度通り抜け、そっと植え込みの後ろに隠れた。枯れた木の隙間を通して、男が二人立っているのが見える。

「でもそれなら、私たちも奴やつらの捜索にあたった方が……」

「三人の追跡は、和かず巳みさんが矢や代しろ純と一緒に行っている。それに、この事件のせいで人員のほとんどが東京に来てしまっている。本家をあまり手薄な状態にしておくのはよくないのだろう」

　純の名前が出たことに紗也は少なからず動揺しながらも、その場で息を殺してじっとうずくまっていた。目だけを動かして、男たちの様子をうかがう。

　この二人の男は刑事だろうか、とまず考えた。純は犯罪に巻き込まれているのかもしれない。それで、警察に見張られていたのではないか。刑事は捜査の際、常に二人組で行動するというし。

　だが、二人の男は、紗也の目にはどうしても刑事らしく見えなかった。片方は、気の弱いこそ泥にも吹っ飛ばされてしまいそうなほどひょろひょろにやせていて、顔色が悪かった。もう片方は体格こそ標準だが、髪が長く、仕草が異様に滑なめらかで、なんだか浮うき世よ離れしている。

「とにかく、ひとまず戻るぞ。これからの成り行きによっては、またこっちに出張ることになるかもしれんが」

「あの化け物どもめ……」

　よくわからないやりとりをしながら、男たちは歩きだした。紗也はしばらく迷った末、そっとそのあとをつけだした。

　結果から言えば、紗也の尾行は下へ手ただった。

　十五分も歩かないうちに角で待ち伏せされ、あえなく捕まった。だが驚おどろいたのは、男が紗也の顔を見たとたん、目を見開いて「伏ふし見み紗也！」と叫んだことだった。

　男たちと紗也はお互いに啞あ然ぜんとしたまま向き合った。

　男は「何をしているんだ」と言い、紗也は「どちらさまですか」と間の抜けたことを言った。

　そしてどういうわけか、紗也は今京都にいる。

　詳しい話を聞きたいと言われて、それはこっちのセリフだと思ったのでついていったら、新幹線に乗せられて京都駅で降ろされ、武家屋敷のような巨大な家に連れていかれたのだ。

　さすがに不安を感じたがあとには引けずに中に入り、中庭に面した客間に導かれた。しばしここで待てと言われたのだが、紗さ也やに事情を説明してくれる人間は一向に現れない。代わりに外がやたらと騒がしくなって、「結けつ界かいが」だとか「町中にものが」などと言いながら廊下を走り回る音が聞こえてきた。

　それから何時間か経たって、部屋の外はようやく静かになったのだが、客間に人が現れる気配はなかった。窓の外は、とっくに真っ暗になっている。

　紗也は困っていた。




　暇なので窓辺に寄って外を見ると、空が異様な様を見せていた。雲が空一杯に渦を巻いていて、真っ暗であるにもかかわらずその陰影がくっきりと見て取れる。龍りゆう神じんでも出現しそうな空だ。

　帰りたいんですけど、と言えば帰してくれるのかな。

　紗也はそう考えながら、廊下側の障しよう子じを振り返る。

　もし帰してくれなかったら、これは拉ら致ち監禁だろうか。いや、自分からのこのこついていったのだから、少なくとも拉致ではないか。

　自分がものすごく無む謀ぼうで愚おろかなことをしている気がしてきた。そうだよ、帰してもらえなかったらどうする気なんだ。と、ようやく真剣に考えだす。純じゆんは電話で、命に関かかわることだと言っていたのに。

　帰ろう。と紗也は思った。私がここにいることが、もしかすると純の足を引っ張ることになるのかもしれない。

　そっと障子を開けると、板張りの廊下が長くのびていた。薄暗い照明に照らされて暗く光る無人の廊下は不気味だ。座ざ敷しき童わらしなどがすうっと立っていたとしても不思議じゃない気がする。

　紗也は廊下に出て、音を立てないように気をつけて歩いた。屋敷の中は異様に広く入り組んでいる。門からここまで来るのに通ってきた道を、とは思うのだが、いかんせん紗也は方向感覚には自信がない。

「こんな事態を引き起こした奴やつらに、まだ情けをかけようと言うのか！」

　出し抜けにすごみのある怒声が響いて、紗也はひゅっと身を縮めた。角の部屋に明かりがついていて、たくさんの人影が障子に映っている。紗也はそっとその部屋に這はい寄った。

「彼らが結界を破ったとはまだ決まっていません」

「本気でそんなことを思っているのか？　奴らが追いつめられていた今日というこの日に、今まで致命的な揺らぎをみせていなかった結界が偶然壊れたのだと、こう言いたいのか？」

「私は可能性の話をしているだけです」

「奴らが無実である可能性はゼロだ。あの時行方ゆくえ知れずだった早はや瀬せか水み藤とうのどちらかがやったんだ」

「そうだとしても、今は彼らの力を借りるしかないでしょう」

「そのあとはどうする気だ」

「彼らには、〈モノ〉を無事に祓はらえたら、この二日間の出来事はなかったことにすると約束しました」

「和かず巳み、貴様！」

「あくまでも、無事に祓えたらです。私とて、これ以上彼らを野放しにする気はありません。特に十じゆう文もん字じはもう、計画的に人を一人殺している。そしてこれからも、彼は自分たちが生きるために手段は選ばないでしょう。彼は始末します。それが私の精一杯の責任の取り方です」

「……あとの奴やつらは。特に、結けつ界かいを壊したとおぼしき早はや瀬せと水み藤とうは」

「結界を壊したのは、早瀬綾あや佳かである可能性が高いと思います。水藤深しん矢やは生きることに貪どん欲よくなタイプじゃない。人こそ一人喰くってしまっていますが、それも多分、一時の激情にかられてのこと。……ですが、私は十文字以外の三人は生かしてやりたい」

「馬ば鹿かを言うな。特に、結界を壊した早瀬という女。そいつを生かしておくわけにはいかん」

「私は可能性が高いと言っただけです。早瀬が壊したと決まったわけではありません。私は偶然破れてしまったという可能性も完全に捨ててはいない」

「戯ざれ言ごとは十分だ。私はもうこれ以上、無意味な押し問答を続けたくはない」

　紗さ也やはそこまで聞くと、慎重に床を這はって部屋の前を通過した。

　会話の意味はほとんど理解できなかったが、早瀬、水藤、十文字というのが、おそらく純じゆんの友達であり同居人（確かに二人の同どう棲せい生活にしてはやけに家が広かった）なのだろうということと、彼らの命が危ないということだけはわかった。それで十分だ。

　純に知らせなければならない。一刻も早く。

　その時、紗也の背後ですっと障しよう子じが開かれる音がした。
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　壊れた結界の場所は、二に条じよう城近くにある公園らしいと七なな倉くらは言った。純は綾佳から聞いてすでに知っていたが、へえそうなんだと返事をした。

　大量の〈モノ〉を喰って、純は久しぶりに満たされていた。力が満ちている。

「それで、どうすればいいんだ？　壊れた結界の場所に向かうのか」

『いや、まだいい。問題の〈モノ〉は、まだ現れたり消えたりの状態だ。今は町中に広がった〈モノ〉たちをなんとかする方が先決だ。君が担当した地区の掃そう討とうに専念してくれ』

「了解」

　純は電話を切ると、結界の方角を見た。夜の暗くら闇やみの中でも一層闇が濃くなっている。

　ヒョオオウ、と、金属的な音が風に乗って聞こえてきた。〈モノ〉の鳴き声だろうか。冷たい手で心臓に触ふれられたような気分にさせる声だ。

　結けつ界かいの方角をじっと見つめていると、ふと向こうからも見つめ返されているような気がして、ぞくりと背せ筋すじが冷えた。濃厚で淀よどんだ闇やみの中から、恐ろしい〈モノ〉の目がじっとこちらを見み据すえている。──こっちへおいで。喰くってやろう。いや、あいのこのお前を喰ったら、共喰いになってしまうかな。それなら、ただ純粋に殺してやろうか？　おいで、おいで。お前は私を食べたいんだろう？

　純じゆんは頭を振った。馬ば鹿かな妄もう想そうだ。巨大な〈モノ〉の気配に怖おじ気けづいているんだ。

　視界の片隅を小さな黒い影が横切った。純はそちらを見ないまま腕を振るって〈モノ〉を薙なぎ払い喰らう。

　大丈夫だ。かつてないほどたくさんの〈モノ〉を喰ったおかげで、力は相当高まっている。四人でかかればなんとでもなる。純は拳こぶしを握りしめた。

　絶対に、無事に終わらせる。

　束そく縛ばくされて隔離されて、それでもある程度は満たされていた四人の生活に、戻るために。
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　壊れた結界の場所は、二に条じよう城近くにある公園らしいと七なな倉くらは言った。あまり多くをしゃべるとぼろが出そうな気がしたので、十じゆう文もん字じはそうか、とだけ答えた。

『町中にあふれた〈モノ〉の原因は、封じられた巨大な〈モノ〉が外に出てしまったことだよ。元を断てば、そこらにいる〈モノ〉どもも帰るべき場所に帰るだろう』

「なら、結界が壊れた場所に向かえばいいのか」

『ああ。すぐに向かってくれ。現れたり消えたりと、境界をうろついているあの〈モノ〉を捕らえて引っ張り出すんだ。あとの三人も今向かっている』

「あいつらと合流するのか」

『いや、彼らは少し離れた場所で待機させる。君が先せん鋒ぽうだ。〈モノ〉を捕らえてこちら側に引きずり出す役は、十文字一人にやってもらいたい』

「それで、あいつらは」

『君が〈モノ〉を捕らえた瞬間を見計らって、三人にそいつを喰わせる。つまり、君は囮おとりでもある。危険な役どころだが、できるか？』

「できる」

　即答すると、七なな倉くらは沈黙した。だがそれはほんの一瞬のことで、すぐに平静な声が聞こえてくる。

『では、君は壊れた結けつ界かいの中心地点へ行け。そこで、〈モノ〉が出現するのを待つんだ』

「わかった」

『……幸運を祈るよ、十じゆう文もん字じ』

　平べったい七倉の声を最後に、通話が切れた。

　携帯電話を持つ自分の手が、汗で湿っていたことに十文字は初めて気がついた。

　十文字は壊れた結界の真上にあたる空を見た。

　今は〈モノ〉は姿を見せておらず、ただ黒い闇やみだけが漂っている。

　巨大な〈モノ〉を、一人で捕らえる。

　思わず身み震ぶるいした。胸元をつかんで気持ちを落ち着ける。

　大丈夫だ。できる。俺おれがあの〈モノ〉を捕まえることさえできれば、すぐに早はや瀬せたちが来る。そして全員であれを喰くらいつくし、四人の生活を取り戻す。七倉との約束なんぞに頼らずに、その足で逃げてもいい。これだけ喰えばしばらく絶食しても大丈夫だし、感覚も鋭くなっているだろうから、自力で〈モノ〉を探し出して喰うことも、ある程度はできるはずだ。

　どこか遠くへ行って、四人で暮らそう。化け物と罵ののしるなら罵れ。もう俺のことをかえりみる人間などいないのだから。

　十じゆう文もん字じは奥歯を嚙かみしめ、壊れた結けつ界かいの場所へと走りだした。
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　男が再び部屋に入ってきた。紗さ也やはちらりとそちらを見る。

「何度も中座してすまないね」

　七なな倉くら和かず巳みと名乗った男は、そう言いながら紗也の向かいに腰を下ろした。

　屋敷から脱出しようとしたところを見つかり、客間に連れ戻された紗也は、一年半前から今に至るまでに純じゆんたちの身に起こった出来事の一切合切を、この七倉という男から聞いていた。

「電話をしていたんですか」

　紗也は、七倉の手に携帯電話が握られているのを見て言った。

「ええ」

「誰だれに？」

　七倉は答えなかった。代わりに、曖あい昧まいな笑みを見せる。

「うちの粗そ忽こつ者ものどものせいで、君を巻き込んでしまったな」

「それはもういいです。だから、ここから出して下さい」

「不自由な思いをさせて申し訳ないが、今、外は〈モノ〉がうろうろしていて危ない。事態が落ち着くまではここにいなさい」

　七倉はそう言ってから、疲れた笑い方をした。

「もっとも、君には何も見えないだろうし、こんなことを言われてもとても信じられないだろうけれどね」

　紗也は座ざ布ぶ団とんの上に正座したまま、七倉を睨にらみ上げた。

「信じます。信じた方が納得がいくことばかりですから。それに、今は疑っている場合じゃないですし」

「どういう意味だい？」

「純たちが、危ないんでしょう？」

「純なら無事だよ」

　のらりくらりと言い抜ける七倉に、紗也はむっとして顔をしかめた。

「純の友達が危ないんでしょう？　あなたが彼らを騙だまして殺そうとしているんでしょ？」

　七倉は答えなかった。

「私の携帯を返して下さい」

「今は返せない。告げ口されるとまずいんでね」

「私のことは、生きて帰してくれるつもりなんですか」

　紗也が訊きくと、七倉はまともに驚おどろいた顔をした。

「当然だよ。君は普通の子だ。君にはかすり傷一つつけないで、無事に家に送り届けるよ。そのためにも、今外に出すわけにはいかないんだ」

「でも私、解放されたときに、もし誰だれかが死んだりひどい怪け我がをしたりしていたら、あなたのこと訴えます」

「誰にでも訴えたらいい。事実を正直に話してね。だけど、誰がそんなことを信じるだろう」

「私は信じたわ」

「そうだね。他ほかにも信じる人間が一人二人いるかもしれない。けれどそれは、私にとって深刻な痛手にはならないよ。だからこそ、君に本当のことを話したんだ。伏ふし見みさん、君の恋人だった男は、一年半前にエレベーターの事故で死んだと考えた方がいい。今の純じゆんは、普通の人間と関かかわることはできない」

　紗さ也やは静かに七なな倉くらを観察した。情のない人間には見えない。だけど、今はもうすべてのことに疲れているようだった。

「高こう円えん寺じのマンションの家賃、誰が払っていたんですか」

　紗也の突然の言葉に、七倉は面食らった顔をした。

「純のお母さん、ずっと不審がっていたんです。純、家賃や仕送りを、一切実家からもらっていなかったから。都心は家賃高いんでしょ、いくらなのって訊きいても、友達と同居だから平気だ、バイトの収入でなんとかなってるって言うだけで、具体的なことは何も話してくれないんだって、悩んでいました」

　純の母の顔が目に浮かんだ。明るく話好きの小お母ばさん。紗也はよく家の前で、友達とするようなおしゃべりを彼女とした。だけど、純が変わってしまい、家族と距離をおくようになってからは、彼女は心配そうな顔で紗也に純の様子を尋たずねてくるばかりになった。

「あそこ、綺き麗れいで広い部屋ですよね。家賃、四等分しても結構高いんじゃないですか。学生に払えるんでしょうか。ああでも、純たちは特殊なバイトをしていたわけだから、そのくらい出せるのかな。……あなたが払っているにしても、払えるような額をあなたが純たちの口座に振り込んでいるにしても、不自然じゃないですか。そもそも、それまでほとんど交流もなかった四人の男女が同居してるって時点で十分不自然だし」

「何が言いたいのかな」

「もし、純たち四人の誰かが行方ゆくえ不明にでもなったら、当然騒ぎになりますよね。ご両親も必死で捜すと思う。ちょっと調べてみれば、彼らの生活が奇妙なものだったってことはすぐわかるでしょう。その時、私が七倉さんと純たちの関係について、あることないことしゃべったら、あなた困るんじゃないですか。荒こう唐とう無む稽けいな話は脇わきに置いといたとしても、あなたは疑われる要素十分だと思う」

　精一杯脅おどす口調を作ったつもりだったが、微かすかに声が震ふるえた。冷たくなった指をぎゅっと握り込んで、紗也は七倉を見み据すえた。

　七なな倉くらは苦笑した。

「伏ふし見みさんがどうしてもそうしたいというのなら、仕方ないね。甘んじて取り調べを受けよう」

「どうしてもじゃありません」

　紗さ也やは立ち上がった。

「私を外に出して下さい」

「だから、それはさっきも言ったが……」

「私をここから出してくれたら、私は一生あなたと純じゆんたちのこと誰だれにも話しません」

　七倉は表情を消した。紗也の顔を見つめたまま、何を考えているのか、数秒間黙り込んだ。

「悪いが、断るよ。自分の身可愛かわいさに、すべてを台無しにするわけにはいかない」

　七倉は低い声でつぶやくように言った。紗也は唇くちびるを嚙かむ。

「私は、せめて動いていたいだけです。ここでじっと、誰かが傷ついたり悲しんだりするのを待っているのが、たまらないんです。電話は一切使いません。携帯はあなたが持っていて下さって結構です。私は自分の足で純を捜します。あなたは、私が純を見つけられない方に賭かければいい。見つけられなかったら、私は諦あきらめて家に帰ります。二度と純には会わない。あなたのことも忘れる。だからお願い、私に自分の運に賭けるチャンスを下さい」

　七倉が迷うそぶりを見せたことを、紗也は見逃さなかった。きっと、自分が純たちを殺さないですむ余地を、この人は心のどこかで求めているのだ。

「だが、外は危険だよ」

「何も知らないで外を歩き回っている一般人はたくさんいると思います。私だけが危険なわけじゃない」

　七倉は口を引き結んだ。
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　結けつ界かいの破れ目に近づくと、濃すぎる〈モノ〉の気配のせいで空気が泥のようだった。黒い霧が立ちこめているような深い闇やみで、視界が開けない。

　十じゆう文もん字じは目を閉じた。どうせ見えないのなら一緒だ。目を開けていると、そこから体の中に闇が侵入してくるようで辛つらい。

　濃厚な〈モノ〉の気配と混こん沌とんとした闇の中からでは、三人の気配もまったく読み取れなかった。自分一人が世界から隔離されたような気がする。

　まるで、もうすでに〈モノ〉の腹の中におさまってしまったかのように。

　弱気になっている自分に気づいて、十文字は舌打ちした。

　大丈夫だ。俺おれの役目は、〈モノ〉を捕らえ、こちら側に引きずり出すところまで。あとは三人がやってくれる。

　十じゆう文もん字じは目をつぶったままゆっくりと深呼吸した。

　早く姿を現せ。俺おれたちが、喰くってやる。
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　まったく勝算のない、無む謀ぼうな賭かけをしたわけではなかった。

　紗さ也やは、七なな倉くらが席を外している間に彼の鞄かばんをあさり、書き込みのある地図を見つけていた。

　地図の上には大おお雑ざつ把ぱに書かれた四つの囲みがあり、その一つ一つの中に名前が書き込まれていた。矢や代しろ、と書き込まれた囲みは、京都駅周辺から清きよ水みず寺でら、祇ぎ園おん界かい隈わいを含む地域だった。面積にしたら決して狭い範囲ではない。むやみやたらに歩き回って偶然会える可能性は低かった。

　それでも、駅から出発した場合に取ると思われるルートを逆にたどれば、もしかしたら。

　紗也は祇園の辺りまでタクシーで乗りつけ、そこから走った。

「純じゆん────！」

　腹の底から声を出して呼ぶと、民家の窓がからりと開いた。顔を出したパジャマ姿の男女が、寝ぼけた顔で何事かと紗也を見る。紗也は刺さってくる視線には一切構わずに、力一杯純の名を呼びながらひたすら走った。

　深夜の沈んだ空気の中に、自分の荒い息づかいと甲かん高だかい呼び声が響いた。紗也の必死の声に応こたえるように犬が吠ほえ始める。

　走り続けて体は熱を持ち汗ばんでいるのに、吹きさらしの顔と足の表面だけが冷たく感じた。風が吹くと頰ほおがぴりりと痛む。

　もう、自分がどこを走っているのかもさっぱりわからなくなっていた。真っ暗な知らない町の中で、完全に方向感覚を失いながらも、ただ止まってはいけないという思いから、紗也は走り続けた。

　夜は深く濃い。携帯電話が手元にない今、一体何時なのかわからない。時計を探している余裕もない。このまま永遠に、朝など来ないような気がした。

　なんで私は京都なんかで、夜中に叫びながらかけずり回っているのだろう。そう思うと、不意に今ここで必死になっている自分が自分じゃないような気がして、現実感が遠のいた。

　しかも純のためではなく、一度しか会ったことのない女の人や、一度も会ったことのない男なのか女なのかも知らないような人のために。

　いや、そうじゃない。紗也が必死になっているのは、彼らが死んだら純が辛つらいだろうと思うからだ。純が悲しむのは嫌いやだから、彼らを助けるのが純のためだと信じているから、紗也は走るのだ。

　叫ぶのに必死になって足あし下もとがおろそかになった。何もない道路でよろめき転ぶ。すぐに立ち上がったが、息が切れて声がかすれた。苦しさのせいなのか、それとも今自分の中に渦巻く感情のどれかのせいなのか、涙がにじんだ。




　　　　　　＊




　眠ってもいないのに夢を見た。

　とりとめのない、平凡だけど無茶苦茶な夢だった。死んだ母親や、父親や弟、早はや瀬せ、水み藤とう、矢や代しろが一緒になってリビングで談笑していた。

　夢の中に自分はおらず、隔へだたれた空間からその光景を、テレビを見るかのように眺ながめていた。

　だが意識ははっきりしていて、そんな夢とも幻げん影えいともつかないものを見ながらも、十じゆう文もん字じの注意は〈モノ〉の気配に向けられていた。

　黒々とした闇やみの中、〈モノ〉の出現を待ち続けてどのくらいの時間が経過したのだろうか。ほんの数分の気もするし、もう何日も経たっているような気もする。

　十文字は幻影の名残なごりを振り払うように軽く頭を振り、待ち続けて強こわばった体を少しは動かそうと腕を持ち上げる。

　そこで、動きを止めた。中途半はん端ぱに腕を上げたまま、耳をすませる。

　何かの鳴き声を聞いた気がした。

　目を開ける。つぶっているのとほとんど変わらない黒々とした闇が広がっている。

　だが、空気が変質していた。〈モノ〉の気配が濃くなっている。

　黒く塗りつぶされたような空気を通して、もう一度鳴き声が聞こえた。さっきよりも、はっきりと。

　金属的な細い悲鳴のような声だ。内臓が冷える心地がする。

　じわじわと〈モノ〉の気配が強く染しみ出してくるのを感じて、十文字は両手を握り込んだ。その手に全身のエネルギーを集める。手が焼けるように熱くなる。

　力を込めた拳こぶしを胸の前に寄せて、空を振り仰あおいだ。

　────来る。
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　純じゆんは足を止めた。首をひねって上方を見上げる。

　結けつ界かいの方角で、〈モノ〉の気配が強まっていた。彼ひ岸がんと此し岸がんの間を行き来している〈モノ〉が、こちら側に近づいてきているのだろう。

　純の携帯電話は沈黙していた。七なな倉くらからの連絡はあれ以来なく、次の指示はまだ与えられていない。

　今夜中に片をつけるつもりじゃないのか。

　純じゆんは眉まゆをひそめ、歩きだした。だがいくらも行かないうちに再び立ち止まる。

　悲鳴じみた女の声が聞こえた気がした。

　体に緊張を走らせ、じっと耳をすませる。

　誰だれかが〈モノ〉に襲おそわれているのかもしれない。

　まず考えたことはそれだった。救出のために自分が取るべき行動を一瞬のうちに幾通りも考える。

　もう一度、遠くから微かすかな声が聞こえた。

　それは、恐怖の悲鳴でも助けを求める声でもなかった。

　苦しげにかすれて、純のよく知るそれとは少し違っていたけれど、それでも確かに聞き覚えのある声。

「紗さ也や？」

　信じられない思いで名をつぶやいてみる。また声が聞こえた。今度ははっきりと、純の名を呼んでいるのがわかる。

「紗也！」

　純は叫んだ。一瞬の沈黙を挟はさんで、さっきよりも力強く、女の声が純を呼ぶ。

　声のする方向に向かって、純は駆けだした。こちらからも名を呼びながら走る。声が近づいてくる。もう間違えようもなく、幼い頃ころからなじんだ彼女の声だとわかる。

　もう、すぐそこにいるとわかるところまで近づいているのに、静かな空間に声が反響して、正確にどこから聞こえてくるのかわからない。向こうも走り回っているのか、声の発信源が少しずつずれていく。

「純！」

「紗也、動くな！　そこにいろ！」

　耳と、気配を探る感覚をとぎすませる。純は来た道を戻った。二つ手前の角まで戻り、曲がる。

　動くなと言ったのに、そいつは力つきかけたふらふらの足取りで、それでも止まらず走っていた。ひび割れ変質した声で「じゅ、」と叫びかけて、そこでようやくこちらに気づいた。

「純」

　かすれ声が、純の名を呼んだ。

　橋を挟んだ向こう岸に、紗也がいた。

「お前、こんなところで何やってるんだよ！」

　思わず怒鳴りつけると、紗也の両目からぼろぼろと涙がこぼれ落ちた。二重に驚おどろいて二の句が継げなくなる。

　純は何度か無意味に口をぱくぱくさせ、それからはっと目を見開いた。

　紗也の足あし下もとに、人じん面めん蜥蜴とかげのような形をした〈モノ〉がいる。

　純じゆんは飛ぶように駆け寄って、紗さ也やを押しのけると〈モノ〉を叩たたきつぶし喰くった。紗也は呆ぼう然ぜんとした顔をして、残された土くれを凝ぎよう視ししている。

「大丈夫か？」

　尋たずねると、紗也は急に正気に戻ったように、純に視線を戻す。

「大丈夫じゃない！　大変、純の友達が……！」

　つかみかからんばかりの紗也の様子にたじろぎ、純はあとずさった。

「なんだよ。友達って、誰だれのこと？」

「そらっとぼけてる場合じゃないよ！　私、七なな倉くらさんから全部聞いたの。綾あや佳かさんと、ミトウさんと、あと、ジュウモンジさんって人。特にジュウモンジさん。早くしないと死んじゃう！」

　色々な意味で衝しよう撃げきがあった。まず何に対して反応していいのかわからずに、純は数秒間放心した。

「十じゆう文もん字じが、死ぬ？」

　まだ半分停止したままの頭で、どうやらそれが一番危急の問題だと判断して訊きき返す。

「そうだよ！」

　純は気配を探った。ただでさえこの地では気配がわかりづらいのに、〈モノ〉があふれ出したせいで一層町中は混こん沌とんとしていて、自分と同じ気配を捜すことさえ困難だった。だが、神経を集中させると、その中でも二つまでは見つけられる。けれどもう一つがどうしても捜せない。

　まさか。

　純は壊れた結けつ界かいの方向を見た。

　まさか、あの中に。

「来い！」

　純は紗也の手をつかんで走りだした。〈モノ〉がうろついている中、一人で置いていくわけにはいかない。

　だが数歩走っただけですぐに紗也は転んだ。そのまま引きずりそうになって慌あわてて手を離す。

　起こしてやろうと手を差し伸べて、純は固まった。紗也の手首には赤く手のあとがつき、小さな傷ができていた。

　紗也は純の顔を見て、慌てて袖そでを引っ張り手首を隠す。

「あ、こんなの全然平気だから。純が気にするようなことじゃないから」

　純は差し伸べた手をぎこちなく引っ込めた。

「立って」

　わずかに顔をそらして言った。紗也が複雑な表情を浮かべているのが目の端に映る。だが、彼女はすぐに表情を消して立ち上がった。

　爪つめ切きりを壊してから新しいのを買うのも面倒で、純の爪は伸びっぱなしになっていた。硬く不ふ穏おんに光る純の爪は悪あく魔まの指先のように見える。下へ手たに彼女に触ふれたら傷つけてしまうのだと知った。普通の女の子に触ふれるときの力加減がもうわからなくなっていた。彼女を壊してしまいそうで、恐ろしかった。

「純じゆん、行って。私はついていけないよ」

「でもお前、見えないだろうけどこの辺りにはまだうじゃうじゃ化け物がいるんだ」

「平気。心が強い人間は物ものの怪けに手を出されないって相場が決まってるの」

　紗さ也やは笑った。一年半前、思いきり化け物に手を出されて、あまつさえ同化までしてしまった人間としては、その意見には賛同しかねる思いもあるのだが、結局純は笑い返した。

　確かに、壊れた結けつ界かいのところに紗也を連れていくわけにもいかない。

「わかった。気をつけろ」

「そっちこそ」

　疲労をにじませた顔で、それでも紗也は微笑ほほえんだ。純は一つ頷うなずいて、今度はなんの遠慮もなしに駆けだす。

　行く手の闇やみが深まっていく。巨大な〈モノ〉が、こちら側に足を踏み入れようとしているのだ。高く細い、〈モノ〉の鳴き声らしき音が聞こえた。

　純は、数時間前殺し合った相手の無事を祈った。

　生まれて初めて、本気で神に祈った。
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　十じゆう文もん字じの目の前で、突然闇が裂さけた。

　空が見える。渦を巻いた雲が見える。そして、巨大な化け鳥ちようが飛ぶのが見える。

　おかしな姿をした〈モノ〉だった。滑こつ稽けいだと言ってもいいくらいにおかしな姿だ。

　獣けものの寄せ集めのような姿の化鳥。それが、海を割ったモーセのように闇を割って飛んでゆく。

〈モノ〉が通過したあとを追って、闇が再び閉じていく。〈モノ〉はつかの間姿をひらめかせただけで、またあちら側へ姿を消そうとしているのだ。

　十文字はエネルギーを込めた両手を、〈モノ〉に向けて突き出した。自分の力を網のように広げて、飛び去ろうとするその巨大で奇妙な〈モノ〉を絡からめ取る。七なな倉くらの使う〝壁〟とほぼ同じ要領。

　十文字の力の網に捕らえられて、〈モノ〉は初めてこちらに意識を向けた。人間にも似た顔がこちらを向く。

　目が合った瞬間、十文字の全身の毛がぞわりと逆立った。

〈モノ〉が、ゆっくりと方向転換して、こちらへ近づいてくる。

　一時、捕まえておくことさえできれば。

　あとは、三人がなんとでもする。十じゆう文もん字じが持ちこたえなければならない時間はほんのわずかの間だ。

　十文字はエネルギーの網を引き絞った。〈モノ〉と自分の距離をできるかぎり縮めさせないように押さえ込む。渾こん身しんの力を込める。

　冬の凍いてつく空気の中で、額に汗が浮き、流れて目に入った。

　全身の筋肉が緊張して、やがて手足が小さく痙けい攣れんを始める。

〈モノ〉は十文字の力の網の中で身じろいだ。そのたびに全身に引き裂さかれるような負担がかかり、口から勝手に呻うめき声がもれる。吐き気がする。

　押さえる力が限界に近づいていた。自分が一本の糸になって、左右からぎりぎりと引っ張られているような気がした。外側の繊せん維いから少しずつ切れてきて、あと少しで引きちぎれる。

　だが、ここで切れるわけにはいかない。自分が切れてしまえば、三人がこいつを喰くうことができなくなる。そうすれば、三人の身も危うい。

〈モノ〉が力の網を破ろうと、体当たりするように体を動かした。十文字は歯を食いしばる。

　物欲しそうな視線が十文字に絡からみついた。喰う気だ。

　早く、早くしろ！

　十文字は心の中で三人を呼ぶ。限界の糸はみりりと千切れる寸前の破滅の音を立てた。

〈モノ〉が近づこうとする。十文字の力が押される。

　喰われる。

　糸が切れる直前、十文字は網を解といた。自由になった〈モノ〉が十文字を喰おうと飛来する。立っていられなくて、十文字は地面に膝ひざをついた。

　まだなのか。何をしているんだ。

　十文字はいまだ姿を見せない三人を思って歯がみした。腕の痙攣のためにぶるぶると激しく震ふるえる手を、無理矢理握り込んだ。

　これが最後だ。

　つぶやいて、跪ひざまずいたまま、拳こぶしに残りの力のすべてを込める。

　あと、ほんの一瞬しか食い止められない。

　襲おそいくる〈モノ〉に向かって、十文字は腕を突き出しありったけのエネルギーを放った。

　十文字の最後の力は〈モノ〉の腹に当たり、大きく抉えぐった。〈モノ〉が冷たく耳に刺さる悲鳴をあげる。

〈モノ〉は、急速に十文字への食欲を失ったそぶりを見せた。

　突然ふいと進行方向を変え背中を見せる。細長くぬらぬらとした、それ自体が生きているような奇妙な尻尾しつぽが見えた。

〈モノ〉が飛び去ろうとしている。

　その瞬間、暗くら闇やみが晴れた。

　濃厚だった〈モノ〉の気配が急激に薄れる。

　十じゆう文もん字じは三人の気配を求める。

　────いない。

　求める位置に、それはなかった。

　十文字が命がけで作ったチャンスを受け取る相手は、誰だれもいなかった。

〈モノ〉の尻尾しつぽがゆらりと動いて振りかざされる。

　認識したのはそこまでだった。

　次の瞬間には、十文字の体は宙を飛んでいた。

　飛ぶほど激しく、〈モノ〉の尻尾に打たれたのだと気づくまでに、時間はかからなかった。

　限界まで耐え抜いた十文字の糸が、切れた。

　引きちぎられるような痛みよりも、体の中が崩れていくような苦しさよりも、圧倒的な孤独感と絶望感と、一人芝しば居いを演じ続けていた惨みじめな自分を見限る思いが、最後の糸を切った。

　ああ、またか。

　地に叩たたきつけられながら、十文字は思った。

（俺おれと行かないか）

　そう言ったときの、早はや瀬せの困った顔。

　水み藤とうの優しく拒絶する声。

　矢や代しろの徹底的な反発。

（もう、あんまりここに来なくていいわよ）

　俺は誰も救えない人間だから、誰からも救ってもらえないのか。

　遠くから、自分の名を呼ぶ声が聞こえた気がした。
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　巨大な化け鳥ちようが飛び立とうとしている。

　黒い風がその中心から吹きつけてきて、純じゆんの髪を強くはためかせた。

　闇やみが吹き散らされていく。

　純は腕で顔を庇かばいながら、必死で十文字の姿を探した。名を呼ぼうと口を開くと、どろりとした生なま臭ぐさい空気が気管に入り込んで、声の代わりに吐き気を伴う咳せきが出た。

　薄くなった闇を通して、〈モノ〉の姿がうっすらと見えた。その背後から太く長いものが垂れ下がっている。それが、鞭むちのように振るわれ飛んだ。

〈モノ〉の真下に、なじんだ気配を感じた。だがそれは瞬またたく間に弱々しくしぼんでいく。

「十文字！」

　純は叫んだ。

〈モノ〉が空高く舞い上がり、旋回して飛び去る。不自然な黒い闇やみが霧散し、当たり前の夜の風景が戻ってくる。

　純じゆんは走った。壊れた結けつ界かいの中心地点へ。もう、〈モノ〉の気配も消え去ったその場所へ。

　走って走って、その公園に飛び込む。

　黄色味を帯びた街灯に照らされた児童公園。そこに立つ木の陰から、足が二本伸びている。

　純は一瞬だけ立ちつくして、すぐに駆け寄った。木の後ろ側に回り込む。両足を投げ出して、地面に仰あお向むけに倒れている男の全身が目に映る。

　十じゆう文もん字じは胸から腹にかけてを両腕で押さえたまま、つまらなそうに純を見上げた。

「遅いよ、お前」

　傍かたわらに膝ひざをつき、純は愕がく然ぜんと十文字の様子を見る。一見、外傷はない。それなのに、十文字の気配が弱っていく。

「お前、なんで一人でこんな無茶なこと……」

「何も、聞いていないのか」

「え？」

「いや、何も恨うらむ筋合いはない。あいつにはそれだけの正当な理由がある」

　あいつとは誰だれなのか、わざわざ訊きくことはしない。唇くちびるを嚙かみしめて、純はそっと十文字の肩の下に腕を入れ、抱かかえ起こした。

「おい、お前死なねえだろ。すぐ治るだろ、こんなの」

　十文字はわずかに困った顔をした。何かを答えようとして口を開き、そこで。

　血を吐いた。

　咳せきと一緒に最初のひとかたまりを吐き出し、続いて苦しげに喉のどを鳴らしながらおびただしい量の血を吐いた。

　十文字の胸と、純の腕と膝が血でぐっしょりと濡ぬれる。

「おい」

　普通に呼びかけたつもりだったのに、その声はかすれて、まるで別人のようだった。

「傷はどこだよ。こんな血ぃ吐くほどの怪け我が、どこにしてるんだよ」

「体の中だろ」

　喉からもれる空気と一緒に、十文字は言った。

「治るもんじゃない」

「おい！」

　十文字は呻うめき、また喉を鳴らした。手で口を覆おおうが、その指の隙すき間まからわき水のように血があふれ出す。

　純は自分の顔がひどく冷たくなっているのに気づいた。血の気が引いている。自分の血も一緒に外に出てしまっているのかもしれない。

　十じゆう文もん字じは浅く短い呼吸を繰り返しながら、それでも平静を装よそおった口調で言った。

「仕方ないな。お前、喰くえよ」

「やめろよ。お前、昨日俺おれがそんなようなこと言ったとき、思いきり殴なぐったくせに」

「どっちにしろ死んじまうならしょうがないだろ。喰わなきゃ、もったいないだろうが」

　言葉の最後の方は、かすれてほとんど聞き取れなかった。それでも十文字は続けて何かを言おうとしている。

　しゃべるな、と制そうとして、やめた。もしかしたら、これが十文字と話せる最後になるかもしれないのだ。

「なんだ？」

　……せめて、少しは何かの役に立つのだと、思わせてくれ。

　ほとんど声帯を使わない、ささやくような声で十文字は言った。最後の最後で、その言葉は懇こん願がんの色を帯びた。

　何か言わなければならないことがある、と純じゆんは思った。だが何を言うべきなのかわからない。

　今までなんの役にも立っていなかったかのような十文字の言い様が、悲しかった。彼の言い様に反論するべきなのだろうか、それとも礼や謝罪を口にするべきなのだろうか。

　だがどれも、最さい期ごに彼に伝えるべき言葉にはふさわしくないように思えた。

　もしここにいるのが俺じゃなくて、水み藤とうだったら──綾あや佳かだったら。十文字に返すべき言葉を言えたのだろうか。

　十文字は純を見て、何な故ぜか納得した顔をした。純が言葉にできなかったものを読み取ったかのように、彼は血だらけの口元で笑った。







　膝ひざをついたままうなだれている純の背後で、土を踏む音が聞こえた。

「純」

　呆ぼう然ぜんとした水藤の声が後頭部にかかった。

「それは……十文字か」

　純の前には、土くれの山がある。

　純は両手でそれを抱かかえたまま、動けずにいた。
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　綾佳の目に涙が浮き上がった。こぼれそうになる涙を食い止めるため、目を見開いて固く拳こぶしを握った。

「泣くな。泣くなこの卑ひ怯きよう者もの！」

　自分を叱しつ咤たする綾あや佳かを、すれ違う人がぎょっとした目で見やる。

　綾佳は歯を食いしばった。

　泣いちゃいけない。

　なんの罪もないみたいに、自分の悲しみに浸ひたってはいけない。

　大事な人を失った可哀かわい想そうな人みたいに泣くのは、卑ひ怯きようだ。

　ポケットの中で携帯電話が鳴った。綾佳は黙ってそれを取り出し、耳に当てる。

『間に合わなかったみたいだね』

　七なな倉くらの声がした。一言でもしゃべったら我慢が切れてしまう気がして、綾佳はぴったりと口をつぐんだまま耳だけ働かせる。

『十じゆう文もん字じが先走ったようだ。彼は君たちを救うために必死だったからね』

　知っている。

『だが、困ったことになった。十文字を欠いて、君たち三人だけであの〈モノ〉が祓はらえるかい？』

　今はとても、頭を回す余裕はなかった。綾佳は頑固に黙っていたが、七倉は返事を引き出そうとする様子もなく続ける。

『綾佳、これは一つの案として聞いてほしい。以前、こっちで人間の子供の姿をした〈モノ〉を祓ったこと、覚えているか？　確か、純じゆんが喰くったんだったな』

　覚えていた。〈モノ〉を喰ったあと、純が一瞬取り憑つかれたようになって綾佳に襲おそいかかってきたのだ。

　七倉は綾佳が思い出していた事実を言葉でなぞった。

『喰われる側の〈モノ〉の力がある程度強ければ、喰った側の〈モノ〉を一時的に内側から支配することも可能だということだ。……私が言いたいことは、わかるだろう』

「わかるわ」

　ようやく綾佳は口を開いた。かけていたサングラスを引き抜き、赤い瞳ひとみで〈モノ〉が飛んでいった方向を見やる。

『ひどいことを言っていると思う。だけど、このままではどうしようもないようならば、誰だれかがその役目を果たさなければならなくなるかもしれない』

「その役目を、私に？」

『どうするかは君に任せるよ』

　逡しゆん巡じゆんの時間はわずかだった。

「わかった。私が、やるわ」

　そう言うと、不思議と心が軽くなった。綾佳は少し笑った。

「まさか私の人生、化け物と心中することになるとは思わなかったけどね。でも、あのエレベーターが止まったときから、私の運命は変わっちゃったんだから仕方ないわね」

　悲ひ壮そうな決意というわけではなかった。心は逆に静まっていた。失敗をしたときに責任を取る覚悟はもとよりあった。ただ、その時が来ただけ。

　十じゆう文もん字じくんを死なせたのは私だ。

　嘆なげくよりも謝るよりも先に、自分のやるべきことをやれ。
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　ふと、声が聞こえた気がした。

　純じゆんは頭を上げ、辺りを見回す。

「水み藤とう、お前なんか言った？」

　振り向いて訊きくと、水藤は不思議そうな顔をした。

「いいや。どうして？」

　──おい。いつまでぼけっとしている。

　今度は、はっきりと聞こえた。いや、耳が聞いたのではない。体の中から聞こえてきたとでもいうのか。頭の中で声が響いた。

「十文字？」

　つぶやいてみる。すると、もどかしげな、苛いら立だったような声が返ってきた。

　──言っておくが、今だけだぞ。消化するまでの間だ。

「純、どうした」

　水藤が不審そうに声をかけてきた。純はなんと説明したらいいのかわからずしばらく口ごもってから、ようやく言った。

「十文字の意識が、俺おれの中にまだ残ってるみたいだ」

　──別にお前らとのんびり別れを惜しむために残っているわけじゃない。早はや瀬せが、多分ものすごく馬ば鹿かなことを考えている。

「綾あや佳かが？　馬鹿なこと？」

「そういえば、綾佳さんはどうしたんだ。十文字のことに気づいていないわけはないだろうに」

　──あっちだ。〈モノ〉のあとを追っている。

「え？」

　純が話を理解するより先に、純の体は走りだした。

「ちょ……おい、勝手に動くな！」

　──俺がこうやってお前を動かしているように、早瀬はあの〈モノ〉の動きを中から止めようとしているんだろう。

　純は顔を強こわばらせた。状況がよく吞のみ込めていない水藤が、純の横を走りながら問いかける視線を送ってくる。

「それって、綾佳がわざと〈モノ〉に自分を喰くわせようとしてるってことか。それで、奴やつの動きを止めたところで、俺おれたちに自分ごと始末させようと？」

　水み藤とうに対する説明半分のつもりで問い返した。ああ。と、純じゆんの中で十じゆう文もん字じが答える。

「全部、七なな倉くらが仕組んでいるのか」

　──そうだろうな。無理もないが。

「ちきしょう」

　無意味な悪態がもれた。

　無理もない。そのことは純もよくわかっている。純たちは七倉のことを裏切り続けたのだから。

　純は奥歯を嚙かみしめると、ぐっと顎あごを上げて前を見み据すえた。

　──助けろ。絶対に、死なせるな。

「言われなくても」







〈モノ〉は、北東に向かっていた。

　純と水藤はあとを追って走る。

　石いし畳だたみの坂を駆け上り、ごうごうと吹き乱れる風の流れに逆らって駆ける。

　闇やみの中で木々がうごめく。そのざわめきは魔ま物ものの話し声のようだ。

　濃のう紺こんの空を、異い形ぎようのものが飛んでゆく。体のパーツがちぐはぐな、寄せ集めのような怪物。

「あれは、鵺ぬえか」

　目を細めて、飛び行く〈モノ〉を凝ぎよう視ししながら、水藤が言った。

「なんだそれ」

「頭は猿さる、胴は狸たぬき、尾は蛇へびで、手足が虎とらの化け物だよ。いってみれば、日本のキメラだ」

　純は笑った。

「キメラか。俺たちと一緒だな」

　いつぞやに喰くった、子供の姿の〈モノ〉を思い出した。

（貴様は共喰いを繰り返しながら奴やつの切れっ端ぱしを大事に育て、強くなっていったのだろう？）

　そうだ、共喰いだ。俺たちは〈モノ〉を喰い、人を喰い、ついにはたった四人しかいないキメラの同胞まで喰ってしまった。

　共喰いで結構だ。もう無む駄だに迷わない。大事なものは、ちゃんと選ぶ。

　闇がさっきより薄れている気がした。もしかしたら朝が近づいてきているのかもしれない。その代わりに風が一層強まった。息をするのも苦しいほどになる。空に渦巻いた雲が重々しく回転する。

　走るうちに、周りに建物が少なくなり、緑が増えてきた。行く手に山がそそり立っている。

　ふと、先の空を行く〈モノ〉が失速した。山に向かってゆっくりと下降する。

「地上に降りる気だ！　綾あや佳かは？」

　──ちっ、だいぶん先だ。すぐに奴やつの着地点に着いちまう。

「綾佳が先に着く！　このままじゃ間に合わねえぞ！」

　純じゆんは水み藤とうに対して叫んだが、水藤は冷静な顔で何かを考えているようだった。

「どうした」

「確か鵺ぬえは、源みなもとの頼より政まさが矢で射い殺ころしたんだ」

「は？」

　水藤は普段は優しげな顔つきを、精せい悍かんに引きしめた。

「俺おれがここから、力であいつを射る」

「ちょっと待て。いくらなんでも届かねえだろ」

「全ぜん霊れいで撃つよ。絶対に届かせる。殺すことはできなくても、足止めくらいにはなるだろう。ただ、そのあとの戦力としては期待しないでくれ。綾佳さんのことは頼む」

　純の返事を待たずに、水藤はその場で足を止めた。前方の上空、巨大な〈モノ〉に向かって、重ね合わせた両手のひらを向けた。

　思わず純も止まりかかって水藤に睨にらまれた。早く走れと体の中から十じゆう文もん字じにも叱しつ咤たされる。

　背後で水藤の力がふくらむのを感じ、うなじの毛がざわりと逆立つ。だが純は振り返らなかった。

　純の頭の上を通り過ぎて、光る矢が、山に降り立とうとしていた〈モノ〉めがけて飛んだ。







　突然、エネルギーの矢が遥はるか後方から飛んできて、〈モノ〉に突き刺さった。綾佳は驚おどろいて一瞬動きを止める。〈モノ〉は断だん末まつ魔まの鳥に似た鳴き声を発して空気を振動させた。

〈モノ〉が傾き、山に落ちる。

　綾佳ははっと我に返って再び走りだした。今なら喰くわれてやったりなどしなくても、〈モノ〉を祓はらえるかもしれない。

　道を無視して民家の庭を突っ切る。山の傾斜にさしかかる。道など開かれていない、鬱うつ蒼そうとした木々の間に飛び込み、気配を頼りに〈モノ〉が落ちた場所を目指して山を駆け登る。

　走りながら、ごめんね。と、綾佳はつぶやいた。

　結けつ界かいを壊したせいで十文字を死なせたというそれ以上に、あの時手を取らなかったことが、胸の中に焼きついて離れなかった。

　彼は、水藤くんを死なせないために抗あらがい、純や私を守るために戦った。家族みたいに、彼が失ってしまった家族の代わりみたいに大事に思ってくれていたのに。

（俺と行かないか）

　あの時一緒に行っていれば、今とはまったく違う結果になっていたのだろうか。

〈モノ〉の鳴き声が近づいてきた。

　綾あや佳かは足を緩ゆるめて走るのをやめ、一歩ずつ慎重に進む。

　薙なぎ倒された木々が見えた。横倒しになった木の上に、奇妙な獣けものの姿がある。

　体を貫つらぬかれた〈モノ〉は、腹の部分から黒々とした血のような液体を流しながらもがいていた。甲かん高だかいすきま風のような声で鳴き、そのたびに口からもうもうと黒い霧を吐き出す。

　綾佳は両手を前にかざした。

　その姿勢のまま、ゆっくりと〈モノ〉に近づいていく。

　責任は取るから。

　綾佳は心中でつぶやく。七なな倉くらのもとから逃げたことも、結けつ界かいを壊したことも、命をかけるつもりでやった。賭かけに負けたときは、ちゃんと払うべきものを払って責任は取る。

　だけど、今ならばまだ、〈モノ〉はろくに動けない。最後の賭けだ。

　喰くえるか。







　根を踏み越えながら斜面を駆け上がっていくと、木々の隙すき間まから濃厚な闇やみが漂ってきた。

　純じゆんはその黒い空間の中に飛び込んだ。ひどく視界が悪い。思わず闇をかきわけるように手を動かした。

「綾佳は」

　──正面だ。〈モノ〉と喰い合いをしている。

　闇の中、なお一層濃い闇の塊かたまりと対たい峙じして、綾佳が立っていた。闇を押さえつけるように両手を広げ、だが今にも闇に吞のみ込まれそうに見える。その後ろ姿に向かって、純は走った。

　闇の中から、人間にも似た猿さるの顔が現れ、ゆっくりと首をもたげる。

　──急げ。奴やつがお前に気づいた。

　十じゆう文もん字じの忠告と、〈モノ〉の雄お叫たけびはほぼ同時だった。

　闇がふくらんだ。綾佳がその黒い塊の中に引き込まれていく。〈モノ〉に吞まれながら、綾佳は振り返った。純は綾佳の顔を見た。静かな、どこか満足げな表情をしている。

　ごめんね、中から止めるから。あとはお願い。

　綾佳の唇くちびるがそう動いた。〈モノ〉の雄叫びに消されてほとんど声は聞こえなかったにもかかわらず、何な故ぜか言葉の内容ははっきりと伝わった。

「早瀬！」

　純が、十文字が叫んだ。闇に吞まれかけていた綾佳が、はっと表情を変えた。そのまま、闇の中に消える。

〈モノ〉の動きが止まった。

「お前、ふざけるなよ！」

　純じゆんは闇やみの中に両腕を突っ込む。

　闇の中は冷たい。差し入れた両腕が急速に冷えていく。そして重たい。粘度の高い液体の中みたいに、手を動かすたびに重い抵抗がかかる。

「どいつもこいつも、ふざけるな。勝手な決意しやがって。死にたくなくて、死なれたくなくて足あ搔がいた自分は、とんだ道化者だ！」

　どくん、と闇が脈打った。

　止まっていた〈モノ〉が、再び動く。

　闇が増殖する。差し入れた腕から肩へと闇が伝い、純の体を吞のみ込もうとしている。

「早瀬、手を！」

　叫ぶと同時に、闇が純を包んだ。何も見えなくなり、聞こえなくなる。

　だが、皮ひ膚ふ感覚だけはあった。

　左手の指先が、温かいものに触ふれていた。

　純はそれをたぐり寄せ、つかむ。温かく柔らかなその手を、逃がさないようにしっかりと握り込んだ。応こたえるように、包み込んだ指に力がこもり、握り返してくる。

　純はつないでいない方の手を前に差し出した。ごわごわとした毛の感触が、手のひらに当たる。

　静かだ。

　すべての音が、この暗闇の中に吸収されていくみたいだ。

「綾あや佳か」

　呼んでみた。声は闇に吸い込まれることなく響いた。

「ごちそうだ」

　闇の中、前に突き出した純の右手の下に、猿さるの顔がぼうっと浮かぶ。

　その口が、カッと開いた。

〈モノ〉の顔に当てた手が、痛みを伴うほどに熱くなる。大きくて固くて食べにくいものに歯を立て、力一杯嚙かみ砕こうとするように、純は右手に集中する。

　闇が吹き飛ぶ。

　隠されていた〈モノ〉の姿が露あらわになった。猿の顔、狸たぬきの体、虎とらの足、蛇へびの尻尾しつぽ。その太い尻尾は綾佳の体を絡からめ取っている。

　変な姿だ。

　場違いにも、純は笑いだしそうになった。

　闇を失った寄せ集めの化け物は、恐ろしいというより滑こつ稽けいだった。

　純の左腕が綾佳の手を引っ張る。綾佳は純の手をぎゅっとつかんだまま、反対の手を〈モノ〉の尾に当てている。

　つないだ左手からも、体の中からも、力を感じた。

　嵐あらしの中のように風が吹き、木々が激しくざわめく。葉が飛び散る。〈モノ〉が悲痛に鳴く。

　こいつを喰くう。それですべて終わりだ。

　──いいや。始まりだよ。

　十じゆう文もん字じの声が頭の中に響いた。

　──お前らにとっては、始まりだ。

　ヒイイオオオ。ヒイオオオ。

　ひときわ高く不気味な声で、〈モノ〉が鳴いた。













　　　エピローグ







　もう、十文字の声は聞こえなかった。

　空は白み始めている。とぐろを巻いていた太い雲は、すでに形なく散り散りになっており、今はただ引きちぎられた綿菓子のように薄ぼんやりと浮かぶばかりだ。

　暗く怪しく、魔ま界かいのような様を見せていた町が、徐々に通常の色彩を取り戻していく。その光景はあまりにも当たり前すぎて、純じゆんは拍子抜けした気持ちで町を見下ろしていた。

　昨夜の出来事は、朝が来てしまえば跡形もなく消えてしまう、町全体が見ていた悪い夢だったような気がする。

　純は、握り続けていた綾あや佳かの手に視線をやった。

　あの時、綾佳の手をつかんだあの時、ようやく届いたと感じた。いつも空くうを搔かいていた手が、ようやく相手に届いたのだと。

　それはおそらく、純自身の感情ではなくて。

　純は一つ頭を振ると、そっと手を離した。もう、つかまえていなくても彼女は闇やみに溶けて消えたりはしない。

　限界を超えた飽ほう食しよくと疲労のため、純じゆんはぐったりと地面に尻しりをついて座り込み、綾あや佳かなどは汚れることも構わず仰あお向むけになって転がっている。

　朝が来てすべてが終わっても、もう決して元に戻らないものもある。

　横に視線を落とすと、綾佳が真っ白になるほど唇くちびるを嚙かみしめ、赤い瞳ひとみで空を睨にらみつけている。

　純は彼女から目をそらし、ぼそりとつぶやいた。

「我慢すんな。泣いてやれよ」

　お前のせいじゃないから。

　純は言いかけて、やめた。今自分が彼女にそれを言っても空むなしく響くだけだと思った。

　十じゆう文もん字じの奴やつ。あとちょっとくらい、いてくれればよかったのに。

　さくり、さくりと、ゆっくりした間隔で足音が聞こえてきた。この足取りの重さからすると、彼も相当疲れているのだろう。

「よお、大丈夫か」

　水み藤とうは脱力した笑い方をした。頰ほおが異様に白くなっていて、人形のように見える。

　純は座ったまま手を差し出した。

「こっちは喰くいすぎでもどしそうだ。ちょっと受け取れ」

　水藤にある程度の栄養分を渡す。飽食の苦しさが治まり人心地がついたところで、ふと横を振り返って、純じゆんは軽く息を吞のんだ。

　綾あや佳かは仰あお向むけのまま、片腕を顔の上に載せていた。腕の下から滴しずくが流れる。滴はすべらかな頰ほおを伝い落ち、耳の縁でたまる。

　純は黙ったまま、さりげなく顔をそらす。水み藤とうに視線を戻すと、彼もどこかが痛いような顔をしていた。

　お前のせいでもないよ。

　心の中でつぶやいて、純は自分の手のひらを見下ろした。

　俺おれのせいでもない。俺が、殺したわけじゃない。

　純の目の奥に一人の男の顔が浮かび上がる。飄ひよう々ひようとした顔、疲れを隠せない顔、強こわばった顔。

　そして多分、あいつが悪いわけでもないんだ。

　純は、十じゆう文もん字じがなんでもないことのように言い放った言葉を、思い出した。

（別に誰だれかのせいってわけじゃねえ。今さら責任なんか追及したって仕方ないだろ）

　少なくとも、十文字は誰のことも恨うらんじゃいなかったよ。

　誰にともなく、そう言いたくなった。
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　　　　　　＊




　紗さ也やは鴨かも川がわのほとりに座っていた。純に気づくと顔を上げて、柔らかに微笑ほほえんだ。

　朝日がわずかに姿を見せ始めていて、川かわ面もは夕暮れにも似た、だがもっと淡いオレンジ色の光を反射し、目に眩まぶしくキラキラと光っている。

「無事だったんだね」

　紗也が言った。

「そっちもな」

　あらためて見ると、紗也のなりもいい加減ぼろぼろだった。見ず知らずの男を助けるために、紗也は夜中の町をかけずり回ってくれたのだ。彼が純の友人だというただそれだけの理由で。

　紗也は事態がその後どうなったのか尋たずねなかった。純は迷ったが、言ってもいたずらに失望させるだけのような気がして、結局十文字のことは黙っていた。

「純、なんか綺き麗れいになったね」

「はあ？」

「肌が白くて、毛穴も見えなくて、磁器人形みたい。なんだか、噓うそみたいだな」

　紗也は立ち上がって、純の頰にそっと指先を触ふれさせた。

　巨大な〈モノ〉を喰くったせいでまた体が変化し、それが外見にも影響したのだろう。

「会っていきたい人がいるからって言って、他ほかの奴やつらには先に行っててもらった」

「純じゆんも行くの？」

「ああ」

「私もついていったら駄だ目めかな？」

　紗さ也やは落ち着いた声で言った。その場の勢いで言っているわけではないのだろう。純と離れたあと、一晩ここで川を見ながら考えていたのかもしれない。

「駄目」

　純は苦笑した。

「今は満腹だからいいかもしれないけど、また飢うえがやってきたら、もしかしたら俺おれはお前を喰っちまうかもしれない」

　純と紗也は、もう違う生き物になってしまった。人と人として一緒にいることができないのなら、いっそのこと彼女を喰って、一つに。

　それは恐ろしい考えであると同時に、魅力的でもあった。

　人に執着すると鬼になるぞと言った七なな倉くらの言葉も、今はよくわかる。

　紗也は動じずに、純を見上げた。

「私、食べられてもいいよ」

　胸が絞られるように痛んだ。顔を上げていられなくて、純は紗也の肩に額を載せる。目の奥が熱い。

「それでお前、俺はどうすんだよ。お前を喰っちまったあと、俺はどうすればいいんだよ」

　紗也は答えなかった。

　しばらくその格好のままいると、純の額が彼女の肩の体温に温められた。

「俺一人の個人的な思いから言うと」

　紗也の肩口に顔を伏せたまま、純はつぶやく。

「こんなんでも、俺は別に不幸じゃないよ」

　紗也の肩がぴくりと震ふるえた。純はそっと顔を上げる。

「だからお前も」

　幸せになれよ。

　そう言おうとした。紗也が幸せだと信じ続けていられるなら、それは間違いなく純にとっての幸せであると思うから。

　けれど、純の口から続く言葉は出てこなかった。こんな、今こん生じようの別れというときになっても、そんな言葉を口にするのは照れくさくて、純はまぜっかえすように笑った。

「達者で暮らせ」

　紗也は応こたえてくれた。無理矢理で、かえって痛々しいくらいだったけれど、それでも笑顔を見せてくれた。

「さよならだ、紗さ也や」
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　車が一台走ってきて停とまった。そこから出てくる人影を、紗也は静かに見上げていた。

　七なな倉くらが紗也の立つところまで下りてくる。あまり慌あわてている様子がないのが意外だった。

「伏ふし見みさん。純じゆんたちはどこへ？」

「知りません」

　七倉は紗也を見つめた。だがすぐにため息と共に視線をそらした。

「そうか」

　そう言ったまま動こうとしない七倉を、紗也は見上げた。

「それだけですか」

「え？」

「純は、俺おれたちの行き先をしつこく訊きかれると思うって言ってましたけど」

「純がこういう決心をしたのなら、君に行き先を知らせたりはしないでしょう。それに、もし知っていたとしても、君はきっと言わない」

　これ、お返しします。と言って、七倉は紗也の携帯電話を差し出した。紗也はそれを受け取り、軽く握りしめる。返してもらっても、もうこの電話が純とつながることはないのだろう。

「……そういえば、伝言を頼まれてたんでした」

　つんとそっぽを向いて、紗也は言った。

「伝言？」

「ええ。純から、二つだけです。一つ目は、『悪かった』」

「実に簡潔だね。二つ目は？」

「『恨うらんではいない』」

　七倉の瞳ひとみが揺れるのを、紗也は冷静に見守った。

「ちなみに、私はちょっと恨んでます」

「……そう。当然だと思うよ」

「だって、そうでしょう。あなたがあの時、その変な化け物を取り逃がしさえしなければ、純たちはこんな目にあわずにすんだんだもの」

「その通りだ」

　紗也は七倉を一いち瞥べつした。

「でもね、それと同じ分だけ、感謝もしてるんです」

「感謝？」

「もしあなたがその化け物を弱らせていなかったら、純じゆんたちは食べられちゃってたかもしれない。私は、どんなになっても、純には生きていてほしい。だからその意味では、あなたに感謝もしています」

　言っておきたかっただけで、別になんの返事も求めていなかったので、紗さ也やはすぐにくるりと体の向きを変えた。川に向かって大きく伸びをする。

「あーあ！」

　行ってしまった。彼らは、人間を捨てて、去っていってしまった。

「いつか死んだら、私きっと純のところへ行くよ」

　七なな倉くらに背を向けたまま、紗也は言い放った。

「私が死んだら、天国なんかには行かずに、純に会いに行く。純に食べてもらって、私は彼の中で生きるの。そのくらい夢見たっていいでしょう」

　川かわ面もを撫なでる風が、紗也の涙を吹き飛ばした。

　だから今は逃げるがいい。誰だれにも捕まらず、遠いところまで、自由に。

　紗也は目を閉じた。最後に見た、純の姿が浮かび上がる。

　彼は泣きそうな顔のまま、少しおどけたように笑った。風が吹き、彼の髪をふわりと浮かせる。少し欠けた左の耳がのぞく。

　そして背を向ける。紗也ではない、共に生きることができる数少ない仲間の方を向く。

　キメラは、ゆっくりと足を踏み出す。

　もう振り返らない。その背中がだんだん小さくなっていく。

　ふと、手が上がる。骨張った長い指。透明で硬質な、長めの爪つめ。

　その手が一度だけ、ひらりと振られる。
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　　　あとがき







　以前、町を歩いていたら、顔の相を勉強しているというお姉さんに話しかけられ、「強運そうな顔ですね」と言われたことがあります。一体彼女が何者だったのかわかりませんし、ホントに強運な相が出ていたのかどうかも甚はなはだ謎なぞですが、今回、私は本当に幸運に恵まれることができました。

　はじめまして。来楽零と申します。「らいらくれい」と読みます。読みにくくてすみません。

　この名字は、五月頃ごろに咲く花のライラックから取りました。漢字は、楽しいことがやって来るみたいで、いいかなあと。

　中学生の頃初めてつけたペンネームをそのまま半分惰だ性せいで使っていたのですが、こうして日の当たる場所に出していただくことになり、「お前もこんなところまでよく来たなあ」と、不思議な気持ちがしています。




　今回、電でん撃げき小説大賞〈金賞〉というありがたい賞をいただけたこの小説は、それまで接点のなかった四人の男女が、たまたま乗り合わせたエレベーターで奇怪な目にあってしまうところから始まる話です。

　この骨組みは、私が浪人生時代に考えたものでした。一章の冒頭の場面など、実際に塾のエレベーターに乗りながら考えていました。追いつめられた状況の中勉強道具を脇わきにのけて、設定やシーンの断片や、自分にしか解読できないようなプロットを書いた思い出があります。それを壊しては組み立て直し、今の物語となりました。

　さらにさかのぼれば、私が高校生のときにはまったく違う物語として、この小説の原型の構想はありましたし、もっともっとさかのぼれば、登場人物の中の約二名ほどは小学生のときにすでに存在していました。（もちろん、その時から比べると別人のようになりましたが）

　なので、実際にこれを書いた時間はさほど長くありませんが、根っこの部分とのつきあいは結構長いのかもしれません。

　この小説が、読んでくださる方々に少しでも気に入っていただけたら、とてもとても幸せです。




　この小説が本になるまでに関かかわってくださったすべての人たちに感謝を申し上げます。

　最終選考委員の皆様と、そこに至るまでの間に選考に関わった方々。

　かなりの部分を自由にやらせてくださりながらも、しっかりと支えてくださった、担当編集者の湯ゆ澤ざわさん。

　とても素敵なイラストを描かいてくださった柳やなぎ原はら澪みお様。（カラーイラストのコピーを編集部でいただいた帰りにファイルを買い、すぐさま大事にしまいました。私の書いたものを本にしようとする計画は、噓うそでも詐さ欺ぎでもないのだと実感した瞬間でした）

　メディアワークス編集部の皆様。

　授賞式のときに相手をしてくださった先せん輩ぱい作家の方々。同期の皆様。

　受賞を一緒に喜んでくれた両親、親しん戚せき。お祝いの言葉をかけてくれた友人知人たち。ものを書く上でたくさんの刺激をくださった小説講座の皆様。締め切りぎりぎりに応募原稿を印刷しようとして紙がないことに気づき、もっさりした格好のまま必死で走ってきた私に優しくしてくれた文房具屋のおじさん。郵便局のおじさん。

　そして、直接お会いすることはなくとも、これを本にし、読んでくださる人の手に渡るまでに力を貸してくださるすべての方々。

　本当に、ありがとうございました。




　私は方向音おん痴ちです。

　ある程度私とつきあいのある人ならば誰だれもが知っているほどの方向音痴です。編集部に行くときも、最初は四十分迷い、二度目は二十分迷いました。（ですが、最初から迷うことは前提にして家を出るので、なんとか遅刻はしないですみました。二度目のときはたった二十分しか迷わなかったので、編集部の建物の場所を確認したあと近くのコーヒーショップに入って時間をつぶしました。コーヒーを一杯飲み、さてそろそろ行くかと店を出て、さっき場所を確認したはずの編集部の建物が何な故ぜかなくなっていることに気づいたときは、もうこれは一種の才能ではないかと思いました）

　きっとこれからも、道にも人生にもさんざん迷いながら進んでいくと思います。

　けれど、迷まい子ごになっている間に発見するものもあるのではないかと思います。




　最後のありがとうは、これを読んでくださるあなたに。

　欲張った願い事をするならば、どうか、方向音痴の私が再びあなたの前に出ることができますように。





来らい楽らく零れい
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来らい楽らく 零れい

１９８３年５月６日生まれ。牡牛座のＡ型。東京にほど近い千葉に在住。高校生の頃、自転車で家に帰ろうとして、道を間違えて川を渡り東京に行ったことがあります。振り返ると、「ようこそ千葉へ」と書いてありました。
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イラスト／柳やなぎ原はら 澪みお

ティラミスが大好物のご老体。趣味は音楽鑑賞。本作『哀しみキメラ』で電撃文庫デビュー。









[image: ]電撃文庫





哀かなしみキメラ
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